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テーマ 平和の主よ、来てください
教会学校の目的は、その活動を通して、すべての人々がイエス・キリストを信じる信仰告
白に導かれ、教会を形づくり、生の全領域において主に聞き、主を証しする生活を確立し
ていくことにある。
日本バプテスト連盟1971年制定、1999年改訂
聖書教育ホームページ　https://www.bapren.com/

教会学校の目的

	 １		 目次
	 ２		 プログラム表
	 ３		 準備のための聖書日課	 川上敏夫

	 		 特集・連載

	 ４	〜	 特集 	クリスマスメッセージ	 渡辺牧人
	 ６	〜	 特集 	キリスト教教育週間	 NCC教育部
	 ８	〜	 連載 	世界バプテスト祈祷週間をおぼえて	 吉髙	路
	 10	〜	 連載 	ともに分かち、ともに生きる	 萩原永子
	 12		 執筆者紹介
	 13		 概論 	この時代に「詩編」を読む	 梶井義郎

	 		 今号の展開例●第27課〜第39課

	 14	〜	聖書の学び・成人科	 梶井義郎
	 16	〜	みんなで聴く聖書のおはなし	 梶井義郎
	 17	〜	青少年科	 松坂克世
	 18	〜	幼小科	 中條邦子

	 92	〜	暗唱聖句手話	 塩山幸子
	 94	〜	暗唱聖句カード　新共同訳・口語訳　　　　　　　　　　　
	 99		 「聖書教育」読者アンケート
	100		 次号予告



2 プログラム表
2021年度・2022年度

課 月　日 週題 聖書箇所
27 10月3日

詩
編・イ
ザ
ヤ・ミ
カ・ヨ
ハ
ネ

わたしの贖い主よ 詩編19：1〜15
28 10月10日 いつもわたしを 詩編23：1〜6
29 10月17日 すべては主のもの 詩編24：1〜10
30 10月24日 豊かな平和に 詩編72：1〜14
31 10月31日 希望に生きる 詩編92：1〜16
32 11月7日 光が射すと 詩編119：129〜136
33 11月14日 都もうでの歌 詩編131：1〜3
34 11月21日 主が望まれるのは 詩編147：1〜20
35 11月28日

世界祈祷週間
平和の主よ来てください、この世界に イザヤ11：1〜10

36 12月5日 もはや戦うことを学ばない ミカ4：1〜4
37 12月12日 彼こそ、まさしく平和 ミカ5：1〜5
38 12月19日 クリスマス すべての人を照らすいのちの光 ヨハネ1：1〜18
39 12月26日 この方こそ神の子 ヨハネ1：29〜34
40 1月2日

マ
ル
コ

福音のスタート マルコ1：14〜20
41 1月9日 罪人を招くために マルコ2：13〜17
42 1月16日 ここにわたしの家族がいる マルコ3：31〜35
43 1月23日 五つのパンと二匹の魚 マルコ6：30〜44
44 1月30日 協力伝道週間 シリア・フェニキアで マルコ7：24〜30
45 2月6日 信教の自由 だから、目を覚ましていなさい マルコ13：32〜37
46 2月13日 メシアと告白しつつも マルコ8：27〜38
47 2月20日 信仰のない時代に マルコ9：14〜29
48 2月27日 神殿といちじくの木 マルコ11：12〜26
49 3月6日 生きている者と共に マルコ12：18〜27
50 3月13日 裏切る者と共に マルコ14：10〜26
51 3月20日 心は燃えていても マルコ14：27〜42
52 3月27日 鶏の声を聞くたびに マルコ14：66〜72
1 4月3日

マ
ル
コ・使
徒・コ
ロ
サ
イ

ユダヤ人の王 マルコ15：6〜32
2 4月10日 受難週 イエスの死 マルコ15：21〜47
3 4月17日 イースター そこでお目にかかれる マルコ16：1〜8
4 4月24日 アテネでのパウロ 使徒17：16〜34
5 5月1日 恐れるな、語り続けよ 使徒18：1〜11
6 5月8日 それでもエルサレムへ 使徒20：17〜38　参照21：1〜16
7 5月15日 証しをしなければならない 使徒22：30〜23：11
8 5月22日 神の言葉はつながれはしない 使徒26：19〜32
9 5月29日 元気を出しなさい 使徒27：13〜38

10 6月5日 ペンテコステ 聖霊は語り続ける 使徒28：17〜31
11 6月12日 知恵と知識の宝は コロサイ2：1〜5
12 6月19日 沖縄命どぅ宝の日 祈りの輪の中で コロサイ4：2〜6
13 6月26日 神学校週間 主イエスの名によって コロサイ3：12〜17
14 7月3日

エ
フ
ェ
ソ・マ
タ
イ・ダ
ニ
エ
ル

秘められた計画 エフェソ1：3〜14
15 7月10日 平和を共に エフェソ2：14〜22
16 7月17日 でっかい愛がうれしくて エフェソ3：14〜21
17 7月24日 古い人を脱ぎ捨てて エフェソ4：17〜24
18 7月31日 愛されている子ども エフェソ5：1〜20
19 8月7日 神の武具を身に着けなさい エフェソ6：10〜20
20 8月14日 平和 平和を実現する人々 マタイ5：9
21 8月21日 名前を変えられてもなお ダニエル1：1〜21
22 8月28日 永遠に続く国 ダニエル2：26〜45
23 9月4日

教会学校月間

燃え盛る炉の中で ダニエル3：13〜30
24 9月11日 獅子の洞窟の中で ダニエル6：10〜29
25 9月18日 ダニエルの祈り ダニエル9：1〜19
26 9月25日 ミカエルの告知 ダニエル12：1〜13

聖書教育  2020～2022年度プログラム
総主題  時代を生きる教会

2021年 7月現在

2021
2022



3準備のための聖書日課

	1	日	㊎	創世記1：14〜19	 夕べがあり、朝があった
	2	日	㊏	ハバクク2：1〜4	 信仰によって生きる
	3	日	日	詩編19：1〜15	 わたしの贖い主よ
	4	日	㊊	出エジプト記2：23〜25	 人々のうめき、叫び、嘆き
	5	日	㊋	出エジプト記3：11〜12	 わたしは必ずあなたと共にいる
	6	日	㊌	出エジプト記12：1〜11	 主の過越の食事
	7	日	㊍	出エジプト記14：19〜31	 大いなる御業を前にして
	8	日	㊎	出エジプト記15：6〜13	 慈しみをもって導かれる主
	9	日	㊏	詩編133：1〜3	 注がれたかぐわしい油
	10	日	日	詩編23：1〜6	 いつもわたしを
	11	日	㊊	詩編50：8〜15	 すべては主のもの
	12	日	㊋	ヨハネ4：23〜24	 まことの礼拝を求めて
	13	日	㊌	出エジプト記20：1〜7	 みだりに主の御名を唱えるな
	14	日	㊍	ヨブ記28：20〜28	 主を畏れ敬うこと、それが知恵
	15	日	㊎	民数記6：22〜26	 主の御顔による祝福
	16	日	㊏	アモス5：4〜6	 主を求めよ、そして生きよ

	17	日	日	詩編24：1〜10	 すべては主のもの
	18	日	㊊	サムエル記下7：1〜16	 主はあなたと共におられます
	19	日	㊋	申命記17：14〜20	 神なる王を畏れることを学ぶ
	20	日	㊌	エレミヤ22：1〜5	 正義と恵みの業を行え
	21	日	㊍	列王記上11：1〜13	 ソロモンの心の迷い
	22	日	㊎	イザヤ9：1〜6	 平和は絶えることがない
	23	日	㊏	ヨハネ20：19〜23	 安かれ、平安があるように
	24	日	日	詩編72：1〜14	 豊かな平和に
	25	日	㊊	創世記2：1〜3	 神の安息の日
	26	日	㊋	ヨハネ13：1〜11	 弟子たちの足を洗われる主イエス
	27	日	㊌	イザヤ46：1〜4	 白髪になるまで
	28	日	㊍	ホセア14：2〜8	 レバノン杉のように香る
	29	日	㊎	詩編143：1〜6	 御手の業を思い巡らす
	30	日	㊏	詩編146：1〜10	 ハレルヤ、主を賛美せよ
	31	日	日	詩編92：1〜16	 希望に生きる

	1	日	㊊	詩編119：1〜8	 主の道を歩む
	2	日	㊋	詩編119：9〜16	 若者の歩むべき清き道とは
	3	日	㊌	詩編111：1〜10	 主を畏れることは知恵の初め
	4	日	㊍	箴言1：1〜7	 未熟な者に熟慮を教える
	5	日	㊎	エゼキエル2：7〜3：3	 御言葉は蜜のように甘い
	6	日	㊏	テサロニケ一5：16〜22	 絶えず祈りなさい
	7	日	日	詩編119：129〜136	 光が射すと
	8	日	㊊	箴言6：16〜19	 主のいとわれる驕り高ぶる目
	9	日	㊋	イザヤ2：6〜11	 高ぶる目は低くされる
	10	日	㊌	詩編51：15〜19	 打ち砕かれた悔いる心
	11	日	㊍	ルカ12：13〜21	 どんな貪欲にも注意せよ
	12	日	㊎	ルカ12：22〜34	 ただ神の国を求めよ
	13	日	㊏	詩編130：1〜8	 主に望みをおく
	14	日	日	詩編131：1〜3	 都もうでの歌
	15	日	㊊	詩編102：13〜23	 シオンの再建

	16	日	㊋	イザヤ57：14〜21	 打ち砕かれた心の人
	17	日	㊌	詩編33：16〜22	 馬は勝利をもたらさない
	18	日	㊍	申命記30：15〜20	 主の戒めと掟と法を守れ
	19	日	㊎	詩編78：1〜8	 後の世代に語り継ごう
	20	日	㊏	哀歌2：11〜12	 息絶える幼子と乳飲み子
	21	日	日	詩編147：1〜20	 主が望まれるのは
	22	日	㊊	イザヤ1：1〜9	 天よ聞け、地よ耳を傾けよ
	23	日	㊋	サムエル記上16：1〜13	 油を注がれたダビデ
	24	日	㊌	イザヤ2：1〜5	 主の光の中を歩もう
	25	日	㊍	イザヤ53：1〜12	 この人を見よ
	26	日	㊎	ヤコブ3：13〜18	 平和を実現する人たちの働き
	27	日	㊏	ヨハネ黙示録22：16〜20	 アーメン、主イエスよ、来てください
	28	日	日	イザヤ11：1〜10	 平和の主よ	来てください	この世界に
	29	日	㊊	ミカ1：1〜7	 サマリアは瓦礫と化す
	30	日	㊋	ミカ2：1〜5	 貪欲と強奪の罪

	1	日	㊌	ミカ3：1〜12	 御顔を隠される主
	2	日	㊍	ミカ4：5〜8	 シオンの山の残りの民
	3	日	㊎	詩編23：1〜6	 主の臨在と祝福
	4	日	㊏	エフェソ2：14〜22	 十字架による平和の福音
	5	日	日	ミカ4：1〜4	 もはや戦うことを学ばない
	6	日	㊊	創世記35：16〜20	 エフラタ近くのラケルの記念碑
	7	日	㊋	サムエル記上17：12〜16	 エフラタ人のダビデ
	8	日	㊌	民数記24：15〜19	 ヤコブのひとつの星
	9	日	㊍	マタイ2：1〜6	 メシア誕生の地ベツレヘム
	10	日	㊎	ルカ2：1〜20	 飼い葉桶の中のメシア
	11	日	㊏	ミカ4：14	 敵は我々を包囲した
	12	日	日	ミカ5：1〜5	 彼こそ、まさしく平和
	13	日	㊊	ヨハネ8：12〜20	 世の光に従いつつ生きる
	14	日	㊋	ヨハネ19：28〜37	 渇く
	15	日	㊌	ヘブライ2：10〜18	 血と肉を備えて
	16	日	㊍	ヨハネ一4：1〜6	 肉となって来られたキリスト

	17	日	㊎	ヨハネ一4：7〜12	 独り子の派遣
	18	日	㊏	ヨハネ一5：18〜21	 主イエスこそ永遠の命
	19	日	日	ヨハネ1：1〜18	 すべての人を照らすいのちの光
	20	日	㊊	使徒言行録8：26〜40	 卑しめられた神の小羊
	21	日	㊋	ヨハネ1：43〜51	 もっと偉大なことを見る
	22	日	㊌	テモテ一1：12〜17	 罪人を救うために
	23	日	㊍	イザヤ40：1〜11	 荒れ野に道を備えよ
	24	日	㊎	マタイ3：1〜12	 聖霊と火によるバプテスマ
	25	日	㊏	ヨハネ1：19〜28	 荒れ野で叫ぶ声として
	26	日	日	ヨハネ1：29〜34	 この方こそ神の子
	27	日	㊊	イザヤ8：23後半	 栄光に輝く異邦人のガリラヤ
	28	日	㊋	ルカ3：21〜23前半	 主イエス、三十歳のとき
	29	日	㊌	使徒言行録4：5〜22	 無学な普通の人の証し
	30	日	㊍	マタイ22：1〜14	 選ばれる人は少ない
	31	日	㊎	ヨハネ15：11〜17	 わたしがあなたがたを選んだ

準備のための聖書日課2021年10月

準備のための聖書日課2021年11月

準備のための聖書日課2021年12月

準
備
の
た
め
の
聖
書
日
課

2021年10月・11月・12月 川上敏夫　松山バプテスト教会 牧師準備のための聖書日課

（
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会
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用
）



4 クリスマスメッセージ

Mele Kalikimaka! メレ・カリキマカ（ハワイ語のメリー・クリスマス）

ルカによる福音書2章 4〜 7節（新共同訳）
ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であ
ったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤ
のベツレヘムというダビデの町へ上って行っ
た。身ごもっていた、いいなずけのマリアと
一緒に登録するためである。ところが、彼ら
がベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満
ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い
葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所
がなかったからである。

Aloha！常夏の島、ハワイ・オアフ島から私
たちの救い主キリスト・イエスさまの誕生を覚え、
心よりお祝い申し上げます。私は生涯の半分を
日本以外〈主にハワイ（高校から）、テキサス（大
学）、カリフォルニア（神学校）〉で歩んでいま
すが、現在も日本バプテスト連盟とつながりを持
たせていただいているのは私にとって恵みです。
オリベットバプテスト教会　（Olivet　Baptist　
Church）日本語部（初代牧師：E.B.ドージャ
ー師）では、前任牧師・渡辺邦博（私の父）
が就任（1978 〜 2000）して以来いままで 40
年間以上『聖書教育』と『新生讃美歌』を愛
用させていただいていることを心から感謝してい
ます。

日本とハワイのクリスマスの雰囲気は大分違い
ますが、聖書の語っているクリスマスの意味は
世界中どこにいても変わりません。クリスマスの
季節になると、ホノルル市役所には多くの飾り
がなされます。最初に目立つのはシャカ・サイン
（握った手の親指と小指を突き出してアロハスピ
リットや「Hang　Loose 落ち着いてリラックス！」

ホ
ノ
ル
ル
市
役
所
裏
の
隅
に
飾
ら
れ
る

家
畜
小
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ち
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エ
ス
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リ
ベ
ッ
ト
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プ
テ
ス
ト
教
会

日
本
語
部
牧
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福
音
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２
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節

（
新
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訳
）



5クリスマスメッセージ

をあらわす）をしている、はだしのサンタクロー
スと赤いムームーを着て首にレイをかけているミ
セス・サンタクロースの大きな人形です。そして、
高くそびえてきれいに輝くクリスマスツリーや雪ダ
ルマなども運転しながら見ることのできる大きさ
で飾られます。市役所の建物内もカラフルでき
れいなデコレーションで溢れます。それを観るた
めに、市民や観光客でにぎわうのです。

しかし市役所正面の目立つ場所には、家畜
小屋での赤ちゃんイエスさまを観ることはできま
せん。車を駐車して、市役所の建物裏側の目
立たない暗いところまで歩いて行って、はじめ
て家畜小屋で飼い葉桶に寝かされている赤ちゃ
んイエスさまと出会う事ができるのです。正面の
明るく人がにぎわっている場所ではなく、薄暗い、
あまり人がいない建物の裏側、むしろ寂しいよう
な場所に家畜小屋の赤ちゃんイエスさまと共に
いるマリアとヨセフが設置されているのです。私
がそれを探し当てた時、なぜか大きな感動が与
えられ、静かに涙が流れるような感覚を味わい
ました。宗教家リーダーたちではなく、夜野宿を
していた羊飼いたちが天使の導きに応えて家畜
小屋を探し当て、救い主イエスさまと出会った
場面を思い浮かべることができたからです。

以前イスラエル旅行で、ガリラヤ地方（ナザ
レ）からベツレヘム方面に移動したことがありま
す。野外は約 40℃の暑さの中、クーラーが効
いた快適なバスで、2時間以上舗装された道路
上を走る旅でした。外を眺めると丘あり谷ありの
茶色い景色が続いていました。それまでは、聖
書で当たり前のように「ガリラヤの町ナザレから、
ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行

った」（ルカ2：4）と、スラーッと読んでいまし
たが、約 2000 年前、バスや電車などが無い
時代に約 140㎞の山道をヨセフと共に出産間近
のマリアが、旅をしていたことの過酷さを思わさ
れたのです。またベツレヘムで見た飼い葉桶は、
冷たく堅い石で造られているものでした。当時
の飼い葉桶は、通常石で造られていたようです。　
家畜小屋は、木造の小屋ではなく、暗い岩の
洞窟のようなところでした。その時まで、当たり
前のように飼い葉桶や家畜小屋は木で作られて
いるものだと思い込んでいた私にとって目からう
ろこが落ちるような出来事でした。

救い主イエスさまとの出会いは、神さまが導
いてくださる事により起こり得る出来事ですが、
同時にそれぞれが自覚的にその導きに応え、イ
エスさまとの出会いを求める事により見つけるこ
とができるのではないでしょうか。イエスさまと
の出会いは必ずしも明るく目立ち、多くの人々で
にぎわっている場所ではなく、むしろ目立たない
寂しい所でも与えられるのです。暗闇を体験し
た人、悲しみや寂しさ、痛みを味わっている人、
貧しさに苦しんでいる人のその場所に、救い主
イエスさまがいてくださる事を思わされるのです。

現在のアメリカ合衆国は数十年前とは大分違
ってきていて、必ずしもキリスト信仰がメージャ
ーではなくなっています。私たちこそが信仰のリ
バイバルを必要としていることを思わされながら、
家畜小屋にて誕生してくださった救い主イエスさ
まとの出会いを大切にして、私の罪を赦すため
に十字架に架かられたイエスさまを崇め、クリス
マスの賛美を共に捧げたいと心から願っている
のです。
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「私の名のためにこのような子どもの一人を
受け入れる者は、私を受け入れるのである」
（マルコによる福音書　第 9 章 37 節）
（聖書協会共同訳）

パンデミックの終息がみえないまま 2年
目となりました。オンラインによる礼拝や分
級、人数制限下での対面礼拝が続いています。
世界中の人々のいのちが守られるためには十
分な医療措置が必要ですが、感染症による被
害はすべての人に平等に降りかかるのではな
いことがよくわかりました。貧困による医療
格差、ワクチンの独占、更にさまざまなDV
など、女性や子どもをはじめ社会的弱者と言
われる人々は真っ先に打撃を受けます。イエ
スご自身もその只中におられます。教派を超
え、祈りをあわせつつ、共につながりましょう。

こどもたちのいのちと 
教育の機会を守るために
2021 年度献金先を紹介します。1つめは、
アジアで最貧国と言われたバングラデシュ
で 30 年間も初等教育支援を続けている「ア
ジアキリスト教教育基金」です。当初から授
業は二部制で、こどもたちは家事や仕事をし
ながら通います。学ぶ喜びを知ったこどもた
ちは、働きながら中学や高校で学び続けます。
2つめは、「ママ・ナ・ムトト」プロジェク
ト（スワヒリ語で母と子の意味）で、「日本
キリスト教海外医療協力会」がタンザニア・

タボラ州で行っている医療・保健教育活動で
す。タボラ州は、タンザニアの中でも医療が
行き届いていないため、生後一週間未満の赤
ちゃんの死亡率は国内平均の 4倍近いそう
です。妊婦検診や新生児健診が実施できてい
ないため、せっかく誕生したいのちが失われ
てしまっています。コロナウィルス感染症拡
大のため、状況は更に悪化していますが、准
看護師や助産師となる学生への奨学金支援も
しています。

「とかちエテケカンパ」と 
奨学生への支援
3 つめは、アイヌ民族のこどもたちへの教
育支援です。日本には、先住民族としてアイ
ヌの人々がいますが、日本政府のアイヌ政策
は先住民族としての権利を無視したままで
す。日本キリスト教団北海教区は、過去の反
省に立ち、アイヌ民族の方々と共に歩むため
に 30 年前に奨学金制度「アイヌキリスト教
協力会」を始めました。アイヌ民族の豊かな
文化や誇りを共に分かち合うために、教育支
援を続けています。ぜひ関心をもって豊かな
アイヌ文化にふれてください。

第71回
キリスト教教育週間

2021年10月17日日〜24日日

日本キリスト教協議会（NCC）教育部
総主事　比企敦子

平和のきずな献金平和のきずな献金

さあ、つながろうさあ、つながろう
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外国にルーツをもつ 
こどもたちの母語継承教育
4 つめは、上記タイトルそのものです。東
北地方には、日本人男性と来日女性との間に
生まれたダブルのこどもたちがいます。主に、
フィリピン、中国、台湾、韓国などです。こ
どもたちは学校で日本語を習得しますが、母
親の母語を学ぶ教育プログラムはありません。
思春期に母子の意思疎通がスムーズにいかな
いと、時に深刻な問題も起きます。「EIWAN」
は、数か所で母語継承教室を開いて母子両方
の教育支援をしています。皆さまの周囲にも
ダブルのお子さんがきっとおられると思いま
す。冒頭の聖句は、ここまで述べたように、
国内外の異文化を受けとめあう大切さについ
ても語りかけているのではないでしょうか。

ミャンマー CDM（Civil Disobedience 
Movement）への連帯
ミャンマー国軍による犠牲者は 800 名

（2021 年 6月現在）を超え、少数民族への空
爆や性暴力も起きています。日本では 2月
のクーデター直後から「オンライン祈り会」

が続き、毎回、在日ミャンマー人を含む 90
名程が集います。スライドで紹介される映像
や証言は生々しく、家を焼かれた少数民族の
母子はジャングルで夜を明かしています。ミ
ャンマー国軍のルーツ、ビルマ独立義勇軍健
軍には、アジア・太平洋戦争時、旧ビルマに
侵攻した日本軍が深く関わっています。日本
軍はビルマでのイギリスとの戦争に義勇軍を
組織し利用しますが、日本の敗色が濃くなる
と義勇軍は蜂起して抗日に転じます。戦後イ
ギリスから独立してビルマ連邦共和国が成立
しますが、やがて国軍はクーデターを起こし、
軍事独裁支配が長く続きました。
ミャンマーは多民族国家ゆえの困難さはあ
りますが、文民統治をめざしてきました。カ
チン族やカレン族にはキリスト者が多く、北
部カチン族の 99％はキリスト教徒と言われ
ています。北米系バプテスト宣教師の働きに
よりますが、在日ミャンマー人にキリスト教
徒が多い所以です。日本で牧師となったカチ
ン出身の方は何人もいます。日本のODA（政
府開発援助）がミャンマー国軍に流れないよ
う政府に働きかけ、CDM運動に連帯し、こ
どもや若者のいのちが守られるよう、共に祈
りをあわせたいと思います。

	NCC教育部
	（日本キリスト教協議会教育部）　

〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-3-18-21
TEL&FAX	 03-3203-0731
E-mail	 ncc-education@cello.ocn.ne.jp
URL	 https://nccj-edu.jimdo.com　　
募金期間	 2021年 6月〜2022年 3月末
献金送付先	 郵便振替	00150-8-98713
加入者名	 日本キリスト教協議会教育部
振込用紙に「平和のきずな献金」と明記してください
	
2021 年度の「平和のきずな献金」は右記のように
用いられます。
お祈りと共にどうぞお支えください。

呼びかけ・問い合わせ先

献金先
・バングラデシュの貧困家庭のこどもたちの教育支
援に

	 （アジアキリスト教教育基金［ACEF］を通して）
・タンザニアの母子保健・健康教育支援に
	 （日本キリスト教海外医療協力会［JOCS］を
通して）

・アイヌ奨学金に
	 （「アイヌ奨学金キリスト教協力会」を通して）
・外国にルーツをもつ福島の子どもの教育支援
	 （「福島移住女性支援ネットワーク」（EIWAN）
を通して）
・NCC教育部平和教育推進基金に
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世界と繋がる
私がこの原稿を書いている今 6月初旬。「世界

を繋ぐ平和の祭典」と言われるオリンピックが行わ
れるかどうかで、世間が騒然としています。世界
各国共通の大問題である新型コロナウイルスに直
面し、多くの人びとが苦しみ、また心配の種を常
に抱え、日ごとに決行を危ぶむ空気が濃くなる中
にあっても、開催ありきで事が進むのを見るに際し、
やはりオリンピックは世界を繋ぐ平和の祭典ではな
く、命を軽視した経済のイベントだったのだという
思いが拭いきれなくなっています。
私たちは、新型コロナウイルスという未

み

曾
ぞ

有
う

の危
機を体験しています。この危機が世界規模の危機
だからこそ、互いの苦しみ悲しみが手に取るように
理解でき、世界の人たちを心配し想いあう祈りへ
と導かれているように思います。
これまで私たちは、世界宣教という祈りを通し
て、国内、国外を問わず世界と結ばれてきました。
この繋がりは、新型コロナウイルスで閉ざされよう
とも切れることのない繋がりです。「不要不急の外
出を控えて」とか、「人との接触は控えて」などと
毎日のように繰り返されると内向きになってしまいそ
うな自分がいます。しかし自分に閉じこもることなく、
扉を開けさえすれば、世界宣教という世界と繋が
る道が用意されていることをあらためて実感するこ
とができます。ここにこそ、希望を与えてくださる
主イエス・キリストによる繋がり、主にある平和が
あると思います。

日本バプテスト女性連合の歩み
世界バプテスト祈祷週間の働きは、日本バプテ

スト女性連合（以下、女性連合）の前身である
婦人会同盟の時代、生活に困

こん

窮
きゅう

している女性た
ちのための助産施設「隣光舎」の働きを事業と
し、祈り捧げ支えることから始まりました。それか
ら現在まで、世界バプテスト祈祷週間の推進を担
い、日本バプテスト連盟（以下、連盟）が行う国内、
国外伝道、そして女性連合独自の世界宣教の働き
を支えるため祈りと献金を捧げてまいりました。
女性連合の使命の一文に「世界のさまざまな痛
みの中で苦しみ悲しむ人びとに寄り添い、共に福
音にあずかります」とあります。この部分の基とな
った聖句は、ルカによる福音書 4章 18 〜 19 節で、
今の時代、特に大切にしなければならないみこと
ばだと思います。
これまで、女性連合は独自に多くの繋がりをい
ただいてきました。例えばアジア諸国の支援先で
は、命も個性もないがしろにされ、過酷な状況に
置かれている女性たち、貧困や家庭内での暴力、
性的虐待など深刻な状況に置かれている子どもた
ちの事実に直面します。また、東日本大震災以降、
福島に生きる移住女性の方がたの支援先との出
会いから、異国で生き抜く生きづらさ、子どもを育
てる厳しい現実に立ち向かう外国籍の人びとの懸
命な生きざまをも知らされています。
私たちが繋がりをいただいているそれぞれの場
所で、生きて働かれている主が、苦しみ悲しむ人

連載

2021年度
「世界バプテスト祈祷週間」を
覚えて
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市川八幡キリスト教会 教会員　吉高 路

びとの真中にいてくださる。寄り添ってくださってい
る。その凄い事実と出会わせていただき、その生
きるための数々の闘いとそれを支える主のみ業とに
参与させていただきたいと強く思わされます。
「変化著しいこの地で、主イエスが今どこにおら
れ、その眼差しが今どの方に向かっているのか、
追っていきたいです。そして私たちは、主イエスと
同じ眼差しをもって、そのお一人お一人に寄り添っ
ていきたいと願っています」。数年前、カンボジア
の嶋田和幸宣教師が「国外伝道ニュース」（連盟
宣教部発行）に寄せてくださったことばです。この
姿勢は、私も常に心に留めておきたい思いです。

みんなの世界宣教
連盟の国外伝道の働きは、復活のイエスさまが、
世界のどこにあっても先立って働いておられるのだ
という信仰に基づき、決して一方向ではなく双方
向の働きとして、関わりをもつ相手側のニーズに
応え、共に福音に与る働きとして進められていま
す。この働きが、これからも豊かに導かれますよう
にと祈ります。また、今、時代の転換点に立つ中で、
これからの世界宣教の意義や具体について、連
盟と女性連合が一緒に考えていければと思います。
今年もアドベントの最初の日から一週間を世界
宣教の働きを覚え祈る日 と々して「世界バプテス
ト祈祷週間」を過ごします。もちろん世界宣教の
働きは女性連合、女性会だけの働きではありませ
ん。連盟の協力伝道の働きであり、教会、伝道所、
私たち一人ひとりの働きです。そして、この日本を
含む全世界にあって、キリストの恵みと解放の業
を分かち合う働きであることを覚えたいのです。
私たちの心の窓を世界に大きく開き、主が先立

って働かれている世界に出会い、祈りを合わせと
もに主に仕え歩んでまいりましよう。

世界バプテスト祈祷週間ポスター
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どう読む？「おはなし」
ジョン・クラッセンの書いた『ちがうねん』

（クレヨンハウス 2012）という絵本をご覧
になったことはありますか。大きな魚から帽
子を盗んだ小さい魚の物語です。ドキドキす
るこの絵本を読んだ後、「だから盗んではい
けません」と教訓として読み聞かせると、ク
ラッセンの「帽子シリーズ」の面白さが半減
する気がします。

ともすると私たちは、ある物語に出会った
時、そこから何か学ばないといけないと構え
てしまうことはないでしょうか。また、聖書
の中の「物語」に対しても、はじめから教訓
やお説教のように受け止める傾向はないでし
ょうか。聖書を読んだ後で、「さて、人生の
ためにここから何を学び、どう生かすべきか」
にばかりに重点を置いていると、聖書の中に
ある数多くのストーリーの深さ、豊かさ、面
白さ、苦しさ等々を見失いかねません。教会
学校の現場は、「聖書の知識と教養を得られ
たら良し」ではないはずです。そのことを踏
まえて、『聖書教育』の「おはなし」は、「聖
書を教えること」よりも「聖書から聴くこと」
に…更に「みんなで聴く」ことにポイントを
あてて執筆されました。『聖書教育』の読者
である皆さまは、その「おはなし」をどう読
んでおられるでしょうか。

「おはなし」が生まれるまで
皆さんの手元に『聖書教育』が届く約 1

年前に、執筆者会議が開かれ、各執筆者たち
が該当の聖書箇所について語り合う時を持っ
ています。この会議自体が一つの共同学習と
言えるでしょう。それぞれに背景も置かれた
場も違う者たちが集まって共同学習している
のですから、ワイワイと盛り上がることもあ
れば、話が暗礁に乗り上げることもあります。
沈黙を含めた対話を繰り返す中で、やがて「今
回は、このことを語ろう」というものが浮か
び上がることがあるのが、共同学習の醍

だ い

醐
ご

味
み

です。
執筆者は、冊子ごとに違います。ですか

ら、ウン年前に同じ聖書箇所を取り扱ったの
に、その時その時の執筆者会議という共同学
習の結果で、語りたいポイントが変わってく
る場合もあります。このことが明白に表され
ているのが「おはなし」に添えられているカ
ット（イラスト）でしょう。「おはなし」ご
とに添えられているイラストは毎回一つだけ
です。その一つのイラストは、執筆者会議の
中で、「まさに、このことを語りたい」とい
うものが描かれています（尚、このイラスト
は『聖書教育』の HP からダウンロードでき
ます。色付きのもの、ぬりえ用のものと二種

「ともに分かち、ともに生きる」

「おはなし」、
あなたはどう読んだ？



11ともに分かち、ともに生きる

類ありますので、ぜひご活用ください）。「あ
あ、この聖書箇所はよく知っている。こうい
う『教え』なんだよね」とハナから思う前に、
ぜひイラストに目を留め、書いてある「おは
なし」に浸ってみてください。そこから何か
浮かびあがるものがあると思うのです。

神さまの物語の中にある、 
「わたし・たち」の物語

「みんなで聴く聖書のおはなし」について考
える時、私が思い出すのは、長崎バプテスト
教会の幼児教室「光の園」での日々です。そ
こでは毎日「聖書のおはなし」の時間があり
ました。半円を描いて座る子どもたちの前に
は、「おはなし」をする先生が座ります。先
生が手にした聖書には、いくつもの栞が挟ま
れていて、「〇〇ちゃん、前に出てきて緑色
のしおりのページを開いてください」と、一
人の子に呼びかけます。そうやって、毎回
誰かが前に招かれて聖書を開くと、「今日は、
ここからおはなしします」と言って、先生は
物語を語り出すのです。聖書には、ワクワク
する沢山のおはなしがある…。幼少期のその
感動は、私にとって聖書を読む原体験となっ
ています。

思い返せば、聖書全体が、神さまの長くて

広くて大きな物語です。そこには、様々な人
たちの、悲しみや怒り、喜びや感動が生き生
きと語られた物語がたくさん載っています。
同じように、私たちもまた自分の人生という
物語をそれぞれに生きています。けれども「物
語」を味わうようには、じっくりと堪能しき
れません。誰かや何かに傷つけられたり、誰
かを傷つけたりして、「物語」どころではな
くなってしまいます。だからこそ、聖書とい
う神さまの大きな物語の中にあるいくつもの
物語が、私たちを力づけ、「私の人生」とい
う物語に、新たな視点を与えてくれるでしょ
う。一人では気づかなくても、誰かと共に読
み、分かち合うことで、はじめて気づくこと
もあります。

共同学習を経て、「この箇所を、こんな風
に見たよ」「こんな物語を聴いたよ」と記さ
れた「みんなで聴く聖書のおはなし」…。読
んだ時、「なるほど」と思う方も、「そうかな？」
と思う方もおられるでしょう。どんな思いが
浮かぶにしろ、そこに生まれた物語を、ぜひ
味わってみてください。そして、教会学校の
場で、お互いに「あなたは、どう読んだ？」
と対話をしてみてください。新たな物語がそ
こに浮かび上がってくるはずです。

『聖書教育』編集委員

萩原永子
（洋光台キリスト教会 牧師）
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執筆者紹介

梶
か じ

井
い

 義
よ し

郎
ろ う

高松常磐町キリスト教会
牧師

5年ぶりの執筆でした。執筆の途中、大分県に30
年以上一人暮らしをしていた母が長引くコロナ危
機のせいか、体調を崩しました。その為、三回の
執筆者会議（Web）のうち、一回を欠席して大変、
ご迷惑をおかけしましたが、編集の皆様のご理解と
牧会、そして、常に祈ってくださった高松常磐町キ
リスト教会の皆様の支えで責任を果たすことができ
ました。大人も子どもも生きづらいこの時代にあっ
て「聖書の学び」などが、教会学校の「現場」に
少しでも用いられることを願っています。

概論・聖書の学び・成人科・
みんなで聴く聖書のおはなし

中
ちゅう

條
じょう

 邦
く に

子
こ

宮崎キリスト教会
牧師

実り豊かで食べ物のおいしい宮崎に越してきて9
年目となりました。12月分の原稿締め切り間際に
大量の梅が我が家に届きました。原稿とワークと工
作と梅に取り組む毎日でした。編集委員の皆様に
はご迷惑をおかけしたことと思います。すみません。
『聖書教育』10・11・12月号が皆さんのところ
に届くころには、おいしい梅干しや梅シロップがで
き上がっていることを願っています。

幼小科

＊詩編を暗誦している方は多いことでしょう。私に
も折々に口をついて出る詩がいくつもあります。学
びを通して、詩が声のように生きられる場所があっ
たことに思いを馳せます。言葉そのものに呼吸を
感じながらの編集に、忘れならない詩となりました。
（T.N）

＊10歳のとき、兄に連れられて初めていった教会
学校で読んだ詩編23編。よく分からないまま、想
像力だけは豊かに「緑の牧場」の風景を思い浮かべ
ていました。心騒がせてしまうことが多い日々の中
で、私たちの羊飼いイエスさまのご降誕を待ち望み
ながら編集を重ねた1冊をお届けします。（Y.I）

編集後記

三
み

浦
う ら

 あや
藤沢バプテスト教会
教会員

表紙タイトル「すべての人を照らすいのちの光」
その光は、まことの光で、世に来てすべての人を
照らすのである。ヨハネ福音書1：9
世界バプテスト祈祷週間をおぼえて、色々な国の子
どもたちが祈りを捧げている絵を描きました。この
絵を描いている今現在、ミャンマーやイスラエルで
軍事攻撃が起きています。一人ひとりの命が尊ば
れるよう希望の光を灯し続けていきたいと思います。

表紙

松
ま つ

坂
ざ か

 克
か つ

世
よ

日本バプテスト静岡キリスト教会
牧師

こうやって作られているのだなあ、と聖書の言葉を
真ん中にして対話を重ね、今回も感激しつつ執筆
しました。聖書からの問いに出すべき正解はありま
せん。でもあなた（わたし）なりの答えを見つけ出
すために、共に悩みたいと願っています。あーでも
ない、こーでもないとワイワイガヤガヤ言いながら。
そのために用いられるならばこれ以上幸いなことは
ありません。第39課の寅さんの言葉は『男はつら
いよ　葛飾立志篇』（第16作）より。

青少年科



13概論

この時代に
「詩編」を読む

高松常磐町キリスト教会
牧師　梶井義郎

著者
詩編の著者は、三分の一が不明です。他

の三分の二は各詩編の表題にその名が記さ
れています。例えば、今回学ぶ 19編、23 編、
24 編、131 編は竪琴の名手であったダビデ、
72 編は民の訴えを正しく聞き分ける知恵があ
ったソロモンと記され、ダビデ、ソロモン自身
の作、あるいは、ダビデ、ソロモンに由来す
る後代に作られた詩と言えるでしょう。

構成
詩編は旧約聖書の歴史書にあたるモーセ

五書（創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、
申命記）に倣って五巻にまとめられ、各巻は
頌栄で結ばれています。今、私たちの手元
にある旧約聖書が、紀元前 6世紀のバビロ
ン捕囚後にバビロンにて編集されたという視
点に立つと、偶像礼拝に伴う亡国という「混
沌」の闇にあっても、悔い改めるイスラエルに
「光あれ」と語られ、歴史を支配されイスラ
エルの民と共に歩まれる主なる神に栄光を帰
すという、編集者の編集方針が見えてきます。

「イスラエル」の叫びとしての詩編
バビロン捕囚以後に編集されて以来、約
2600 年に渡って歌われてきた 150 編に渡

る詩編を一つのメッセージとして説明するの
は困難です。90 編で分かるように一つの詩
編の中でも「嘆き」、「叫び」、「苦悩」、「悔
い改め」、「感謝」、「賛美」、「願い」などが
含まれているからです。しかし、150 編全体
に渡るテーマがあるとしたら、それは「イスラ
エル」の叫びとしての詩編ということでしょう。
詩編のおよそ半分は、困難な時代状況にある
詩人が主なる神の先立つ恵みと助けを前もっ
て感謝し、神の助けを命がけで叫び求める祈
りの詩

うた

だからです。

「イスラエル」とは
詩編が語る「イスラエル」とは、バビロン

捕囚により「追いやられた人々」（147 編）、「貧
しい人々」、「助けを求めて叫ぶ乏しい人」（72
編）のことであり、その時代において「小さく
された人々」のことです。直接的に1948 年
に建国された現代の「イスラエル国」を指し
ておりません。
「小さくされた人々」が詩編における「イス
ラエル」ならば、そして、その「イスラエル」
の叫びを主なる神が、歴史の中で聞かれるな
らば、私たちは、大人も子どもも生きづらい
今日の時代状況において、自分の身近にお
られる「小さくされた人々」と出会い、また小
さく声を挙げられない自分自身と出会い、共
に生きようとしているのでしょうか？

概論
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27
課

10
月
3
日

聖
書
の

学
び

全体の構成

詩編 8 編と同じく、神さまの創造をたた
える賛歌で、前半（19：2 〜 7）と後半（19：
8 〜 15）に分かれます。前半は、天におけ
る神の栄光、特に、太陽の運行に見られる神
の栄光をたたえ、後半は神の教えである「主
の律法」における栄光をたたえ、その教えを
完全に守ることができるように、という詩人
の祈りで終わっています。

根源的祝福

まず詩人は、神の被造物である「天」「大
空」「昼」「夜」に目を注ぎます。詩人による
と「天」は神の栄光を物語り、「大空」は神
の「御手の業」（19：2）を示します。「御手
の業」とは、詩編 8 編 7 節に「御手によっ
て造られたものをすべて治めるようにその足
もとに置かれました」とあるように、神の創
造の業を示しています。ヘブライ語で「栄光」
とは「重い」という意味もあります。神が造
られた「天」「大空」をはじめ、全地は神ご
自身の栄光を示す重い使命を帯びている、と
いうことでしょう。今世紀に入り、地球温暖
化による豪雨、高温、超大型台風などの異常
気象が顕

けん

著
ちょ

となってきました。それは「産め
よ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、
空の鳥、地の上を這う生き物をすべて支配せ
よ」（創世記 1：28、詩編 8：7 参考）とい
う使命に背き、開発という名の貪

むさぼ

りである「重
い背きの罪」（19：14）を「知らずに犯し」

（19：13）続けている、私たち人類に対す

る神の想いを「物語」（19：2）っていると
言えるでしょう。
「昼は昼に語り伝え　夜は夜に知識を送る」

（19：3）とは、昼と夜も神の被造物（創世記 1：
14 〜 18）ですから、創造者である神につ
いての「知識」をたとえ「話すことも、語る
こともなく」（19：4）とも、それぞれリズ
ミカルに次の昼と夜とに伝えていることにな
ります（岩波書店『詩編』脚注参照）。間断
なく続く「昼」と「夜」、「夏」と「冬」、つ
まり、日々の流れは、「見よ、それは極めて
良かった」（創世記 1：31）という神の根源
的祝福なのです。

詩人にとって「太陽」も「昼」と「夜」と
同じように人類に対する神の根源的祝福を演
じる役者であり、エジプトやメソポタミアの
ような偶像神ではなく、あくまでも天地を創
造された神の被造物です。「そこ」（19：5
後半）とは、「天」（19：2 複数形）のこと
です。また、「幕屋」（19：5 後半）とは「太
陽」が夜に休む場所です。朝となれば「天の
果て」から登場し、夜となれば「天」におけ
る「幕屋」で休むリズミカルな太陽の運行も
今日一日に対する神の根源的祝福を語りかけ
ています。

8 〜 11 節では、神の教えである「主の律
法」（19：8）であるトーラーの栄光をたた
えています。2 節の「神」（エール）に対して、
8 節から「主」（ヤハウェ）という言葉が登
場します。ヤハウェとは、「彼は生じさせる」
という意味です（『聖書教育』2020 年 7・8・
9 月号 80 頁）。人がその名を口にしてはな
らないほど畏れるべき存在の「神」から、人
に命の「律法」をくださる方、また、名を名

わたしの贖
あがない

い主よ
詩編19編1〜15節

天は神の栄光を物語り　大空は御手の業を示す。
詩編 19：2

聖書

暗唱
聖句
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27
課

10
月
3
日

・最近、10 月に入っても
大型台風が日本列島を襲
うようになりました。ま

た、この原稿を書いている 2021 年 3 月
下旬現在、新型コロナウィルスの収束が
見えません。疫病、そして、地球温暖化
による豪雨、高温、超大型台風などの災
害は「産めよ、増えよ、地に満ちて地を
従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這
う生き物を支配せよ」という使命に背き、
開発という名の貪りという「重い背きの
罪」を犯し続けている私たちに、神さま
が語りかけているのではないでしょうか。

・詩編は朝となれば「天の果て」から登場し、
夜となれば「天」における「幕屋」で休

乗るほどに「主」として近くに迫ってきてく
ださり、救いの出来事を起こしてくださる方
です。

わたしの贖い主よ

14 節の「驕
おご

り」と「重い背きの罪」とは、
それぞれ、高ぶって自分を絶対化するという
偶像礼拝を指します。「神に従う人は信仰に
よって生き」（ハバクク 2：4）ます。私た
ち人間は、つい高ぶって自分を絶対化してし
まう偶像礼拝に陥

おちい

り、滅びの道を歩みがちで
す。そういう私たちの「知らずに犯した過ち、
隠れた罪」（19：13）を赦し、清め、再び、
信仰者としての道へ歩ませてくださるお方、
それが「わたしの贖い主」である主なる神で

む太陽を通して、「わたしがこの世界にい
ていいのだ」という神の根源的祝福を語
りかけています。神が創られた「天」「大空」

「昼」「夜」などの天体や自然の移り変わ
りを通して、今、この時代、この世界に
おいてもなお、かけがえのない者として
祝福をいただいていると感じた体験があ
れば、分かち合いましょう。

・詩編は、そういう神の根源的祝福のうちに
あるのに人間は高ぶって自分を絶対化す
る「重い背きの罪」を抱いている。そして、
そういう私たちの罪を赦される「わたし
の贖い主」を賛美しています。クラスで
罪の赦しの証しを分かち合いましょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

27日 ㊊ エゼキエル
47：1〜12

すべてのものが
生き返る命の水

28日 ㊋ エゼキエル
47：21〜23 外国人のための嗣業

29日 ㊌ ローマ1：18〜23 神の永遠の力と神性

30日 ㊍ ローマ10：14〜21 信仰とは
聞くことによる

1日 ㊎ 創世記1：14〜19 夕べがあり、
朝があった

2日 ㊏ ハバクク2：1〜4 信仰によって生きる

す。旧約聖書において、既に主なる神を罪の
「贖い主」として讃美していることに注目し
たいものです。



16 みんなで聴く聖書のおはなし
第27課 10月3日

27
課

10
月
3
日

み
ん
な
で
聴
く

聖
書
の

お
は
な
し

詩編の詩人にとって、「天」「大空」「昼」
「夜」は、神さまによって造られた被造物
です。詩人によると「天」は神の栄光を物
語り、「大空」は神の「御手の業」を示し
ています。「御手の業」とは、神さまの創
造の業を示しています。「栄光」とは、重
いという意味なので、神さまが造られた

「天」や「大空」をはじめ、全地は神ご自
身の栄光を示す重い使命を帯びているので
す。

最近、10 月に入っても大型台風が日本
列島を襲うようになりました。地球温暖化
による豪雨、高温、超大型台風などは「産
めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。
海の魚、空の鳥、地の上を這う生き物をす
べて支配せよ」という使命に背き、開発と
いう名の貪

むさぼ

りという「重い背きの罪」を犯
し続けている、私たち人類に対する神さま
の想いを物語っているのかもしれません。
「昼」と「夜」も神さまの被造物ですから、
創造者である神さまについての「知識」を

「話すことも、語ることもなく」ても、そ
れぞれ歌うように次の昼と夜とに伝えてい
ます。季節もそうです。繰り返し続く「昼」
と「夜」、「夏」と「冬」、日々の流れ、自
然の移り変わりは、「見よ、それは極めて
良かった」という神さまからの豊かな祝福
なのです。

詩人にとって「太陽」は、「昼」と「夜」
と同じように、人類に対する神さまからの
豊かな祝福を演じる役者です。礼拝する相

手ではなく、あくまでも天地を創造された
神さまの被造物なのです。朝となれば「天
の果て」から登場し、夜となれば「天」に
おける「幕屋」で休む規則正しい太陽の運
行も今日一日に対する神さまからの豊かな
祝福を語りかけています。

神さまの呼びかたが、「神」（エール）か
ら「主」（ヤハウェ）という言葉に変わっ
たのは、名前を名乗りたくなるほど近い存
在だからです。そして「主」という名前
は、私たちの日々の生活において、「神さ
まが救ってくださった」という出来事を思
い出させてくれるものです。「主」は、私
たちに命を与え、知恵を与え、心に喜びを
与えてくれるのです。しかし私たち人間は、
つい高ぶって自分がいつでも正しく、なん
でも知っていると誤解しがちです。そうい
う私たちが知らないうちにおかしてしまっ
た罪を赦し、清め、もう一度神さまを愛し、
隣人を自分のように愛する命の道へ歩ませ
てくださるお方、それが私たちを赦し、救
ってくださる主なる神さまです。だから、
今日も詩人は祈るのです。

わたしの贖
あがない

い主よ
詩編19編1〜15節

天は神の栄光を物語り　大空は御手の業を示す。
詩編 19：2

聖書

暗唱
聖句
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27
課
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聖書から…

今日から新しく詩編を学んでゆきます。詩
編というのは、メロディに乗せて歌い継いで
いった「うた」でした。というのは、それは「こ
とば」を文字として語り継いだり、書いたり
読んだりして受け継いでいったものだけでは
ないということです。節をつけて、時にはそ
こに感情を込めて信仰の事柄をメロディと共
に歌ったものです。この詩編からはどんなメ
ロディが聞こえてくるかな？ そう感じなが
ら読むとまた違う味わいになるでしょう。

今日の詩編 19 編では、冒頭に「指揮者に
よって」とあるように、歌い手を導く人もい
たようです。ここには神さまの壮大な創造の
業
わざ

をリズミカルに歌っています。一日の生活
のリズム、一年の季節のリズム。織りなす日々
の営みの中で、神さまの創造の業を繰り返し
覚えることを与えられています。私たちはそ
んな毎日の生活の中で、新しく創造される神
さまの出来事をどのように感じているでしょ
うか？

私たちも日常の中で、大好きな賛美歌をふ
と口ずさんでいる時があります。誰に聞かせ
るわけでもなく、それこそが神さまへの賛美
なのかもしれません。自分の節で、自分の声
で、自分らしく賛美する。それが私たちに与
えられた賛美なのです。

分かち合おう

⃝聖書の学びにあるように、「栄光」とは「重
い」という意味がある言葉です。創られた
ものとしての重い使命、それを丁寧に、そ
してまっすぐに担い合う時に神の栄光が表
されるのでしょう。神さまに創られた存在
としてお互いに尊重し合うこと、それがみ
言葉に従うことです。誰と向き合おうと、
対等な立場で何かを一緒に担い合っている
ことはあるでしょうか？話し合ってみまし
ょう。

⃝この詩編に、実際に自分なりの節をつけて
歌ってもいいでしょう。そもそも、人はな
ぜ歌うのでしょうか。教会学校で賛美歌を
歌い、礼拝で会衆賛美があり、時には特別
賛美として聖歌隊やトーンチャイムの演奏
がある教会もあるでしょう。どうして人は
歌うのか、話し合ってみましょう。

⃝信仰を歌い継ぐ、なんてすごいことだと思
いませんか？ 私たちは大好きな賛美歌を
覚えて、気がつくといつの間にか鼻歌で歌
っていることもあります。それは信仰を告
白することでもあり、み言葉そのものを歌
うことでもあります。そんな時、神さまを
近く感じることもあります。そんな経験は
ないでしょうか？

わたしの贖
あがない

い主よ
詩編19編1〜15節

天は神の栄光を物語り　大空は御手の業を示す。
詩編 19：2

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

創造主である神さまは、「天」や「大空」
や「昼」や「夜」、海の魚、空の鳥、地を
這う獣たち、そして、私たち「人間」も造
られました。神さまは創造をされたとき、

「見よ、それは極めて良かった」と造られ
たものを祝福され、共に生きるようにとさ
れました。しかし、今は人間が、自分たち
が思うがまま生きるために、自然が破壊さ
れて大変な災害も起こっています。私たち
が神さまから造られた世界と共に生きると
いうことはどういうことなのか、神さまに
贖われた者として、みんなで一緒に考えた
いですね。

活動①�

「神さまが創られた世界はどんな世界？」　
私たち、教会の周りにある神さまが創ら

れたものを探してみましょう。何があるで
しょうか？「花」「木」「犬」「猫」…。

逆に私たち人間が作ったものはどんなも
のがあるでしょうか？「椅子」「エアコン」

「冷蔵庫」…。
私たちが作ったもの、神さまが創られた

もの、どうしたら一緒に生きられるでしょ
う。一緒に考えてみましょう？

活動②�

「あの空はどうして青いを歌おう！」
さんびか「あの空はどうして青い」（『友

よ歌おう』いのちのことば社）をみんなで
歌いましょう。オリジナルダンスや手話、

手作り楽器などを用いて楽しく賛美しまし
ょう。

活動③� ワークシート

「あの空はどうして青いを作ろう！」
ワークシートを参考にしながら、紙芝居、

ペープサート、パネルシアター（※）など
を作ってみましょう。でき上がったら、そ
れを用いて一緒に賛美しましょう。
※パネルシアターの土台（パネル板）は段

ボールなどにフランネルやフェルト生地
などをはるとできます。絵の型紙は P
ペーパーというのもありますが、不織布
や接着芯などでもできます。手に入りや
すいものをご利用ください。マグネット
シートに絵を書いたものをホワイトボー
ドへはったり、画用紙に書いたものにマ
グネットをつけてもできます。

わたしの贖
あがない

い主よ
詩編19編1〜15節

天は神の栄光を物語り　大空は御手の業を示す。
詩編 19：2

聖書

暗唱
聖句



19幼小科ワークシート
第27課 10月3日

27
課

10
月
3
日

幼
小
科

ワ
ー
ク

シ
ー
トあ

ワークシート

の空はどうして青いを作ろう！
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聖書の学び　第28課 10月10日

10
月
10
日

28
課

歴史的背景と解釈

詩編 23 編は神への感謝と信頼を歌ったダ
ビデに由来する賛歌です。詩人である「わた
し」は山あり谷ありの人生において神の愛と
守りを確信して平安そのものです。

また、詩人「わたし」をイスラエル民族と
捉えて、モーセを通してエジプトからイスラ
エルの民を導いた牧者としての主（ヤハウェ）
を賛美する詩という捉え方もできます。主は
羊の群れであるイスラエルを「死の陰」（23：
4）であるエジプトから導き出し、途中、荒
れ野では「青草の原に休ませ」「憩いの水の
ほとり」（23：2）に導きました（参照：出
エジプト 15：13）。
「わたしを苦しめる者を前にしても　あなた
はわたしに食卓を整えてくださる」（23：5）
は、敵の真っ只中からの救いの保証としての
最初の過ぎ越しの食事（出エジプト 12 章）
を指していると考えられます。

主なる神の御名、 
それは「あわれみ」

「御名にふさわしく」（23：3）とは、主が
いつも民のそばにいることを意味します。「羊
飼い」（23：1）が羊飼いである理由は、羊
のそばにいることにあるからです（参照：出
エジプト 3：12、33：14）。ですから「御名」
とは、ご自分の民の「うめき、叫び、嘆き」（出
エジプト 2：23、24）一つひとつを聴かれ、
天からくだられ、民と共におられ、その「う
めき、叫び、嘆き」を顧

かえり

み、み心にとめられ

る神のあわれみそのものです。
「死の陰の谷」（23：4）の意味が「命の危険」
であることを考えると、前は葦

あし

の海、後ろ
はファラオの精鋭部隊という絶対絶命状況に
あって、葦の海の奇跡（出エジプト 14：19
〜 31）を起こされて、ご自分の民を救われ
た主を賛美しています。
「鞭」（23：4）を直訳すると「棒」です。「棒」
は羊を狼から守るためのものです。「杖」は
羊を導くためのものです。羊は大きくなると
百キロを超えることもあるそうです。その羊
が窪みに落ち込むと自分では上がれません。
羊飼いはその羊を先の曲がった杖で、窪みか
ら引き上げます。このように羊は弱く、狼な
ど獣に対して無力で近視眼的で非常に迷いや
すい動物です。まるで誘惑に迷う私たちその
ものです。

敵を前にした 
主の歓待と逆転

もてなしの為に客の頭に「香油」（23：5）
を注ぐことは、パレスチナの習慣です。この

「香油」は歓待の喜びを表します（詩編 133
編）。「杯」は主人から客に回されるもので歓
迎と親密さを示しますから、主人と客の饗

きょう

宴
えん

の場が、生きる喜びに「溢れ」（23：5）て
います。「わたしを苦しめる者」（23：5）と
は、私の命を狙う迫害者のことであり、「食卓」
のもともとの意味は「食事の時に地面に広げ
られる筵

むしろ

」のことですから、命を狙われ、迫
害され苦しめられている人を主が保護し、歓
待される様子が生き生きと描かれています。

いつもわたしを
詩編23編1〜6節

命のある限り　恵みと慈しみはいつもわたしを追う。
詩編 23：6

聖書

暗唱
聖句



21成人科　第28課 10月10日

28
課

10
月
10
日

・山あり谷ありの人生に
おいて、この詩人である

「わたし」は平安そのもの
です。何をして「わたし」に平安を与え
ているのでしょうか？ それを考える上で
参考になるのが、動物園などで見ること
ができる羊の性格と羊飼いが羊飼いであ
る理由です。「聖書の学び」や「みんなで
聴く聖書のおはなし」を参考にして話し
合ってみましょう。

・「死の陰の谷」（23：4）のもともとの意
味は、出エジプト記 14 章における葦の海
の奇跡に基づく「命の危険」です。今ま
でのお互いの人生において、お互いの「死

「わたしの杯を溢れさせてくださる」（23：5）
とは、もう飲めないほど十分に飲んだ、とい
うことですから、自分の命を狙う迫害者であ
る敵を前にした主なる神による身に余るほど
の歓待を表しています。
「追う」（23：6）とは猟犬が獲物を追いか
ける追跡という意味がありますから、わたし
の命ある限り、主なる神の「恵みと慈しみ」が、
猟犬が獲物を追いかけるように追いかけ続け
ます。迫害者である敵に「命」を狙われてい
た「わたし」は、ある時、主によって「恵み
と慈しみ」、「さいわいと友愛」（『リーフ・バ
イブルコメンタリーシリーズ　詩編』勝村弘
也著／日本キリスト教団出版局）に囲まれる
身となったのです。主による逆転が歌われて
います。出エジプトの後、絶対絶命の状況に
あった民が、海が二つに割れて乾いた土地を

の陰の谷」から主によって救いだされた
証しを分かち合ってみましょう。

・主の晩餐に与る時、私たちは十字架の主イ
エス・キリストによって贖われた者とし
て、自分がどうであれ、神の目から見て
かけがえのない自分を再発見させられま
す。6 節が語るように、そういう主による
歓待の「恵みと慈しみ」に生涯通して与
る私たちです。一方、この時代において

「死の陰」におびえ、明日に対して不安と
恐れの中で過ごす方が少なくありません。
そういう、いと小さくさせられた方々を
私たちが歓待するにはどうしたらよいで
しょうか？

成
人
科

準備のための聖書日課

4日 ㊊ 出エジプト記
2：23〜25

人々のうめき、叫び、
嘆き

5日 ㊋ 出エジプト記
3：11〜12

わたしは必ず
あなたと共にいる

6日 ㊌ 出エジプト記
12：1〜11 主の過越の食事

7日 ㊍ 出エジプト記
14：19〜31

大いなる御業を
前にして

8日 ㊎ 出エジプト記
15：6〜13

慈しみをもって
導かれる主

9日 ㊏ 詩編133：1〜3 注がれた
かぐわしい油

渡れた奇跡のように、主なる神は「わたし」
の人生に逆転を与え、今や、生涯の最後まで
主のみ守りの中にある、という主に対する深
い信頼が歌われています。
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みんなで聴く聖書のおはなし
第28課 10月10日

10
月
10
日

28
課

羊飼いが羊飼いである理由は何でしょう
か？ それは、羊飼いがいつも羊たちのそ
ばにいて、危険な狼や獣たちから守り、青
草の原へ導き、世話をすることです。

羊は大きくなると百キロを超えるのだそ
うです。そのうえ近眼です。もし、そんな
羊が羊飼いの言うことを聴かず、迷い出て、
深いくぼみに落ち込んだとしたら、どうな
るでしょうか？ ある日、勝手に草を見つ
けに行った羊がくぼみに落ちてしまいまし
た。

どんなにもがいても自分では上がれませ
ん。このままだと、危険な動物がやって来
て、羊を襲うかもしれません。羊が助けを
求める「メエー、メエー」と叫ぶ声も段々、
弱くなっていきました。

夕方になって、羊飼いは、柵の中へ羊た
ちを導きながら、羊たちを数えていまし
た。「おや、一匹たりないぞ。さては、また、
食いしん坊のあいつだな」。

羊飼いは、他の羊たちを安全な場所に置
いて、いなくなった羊を探しまわります。
そしてついに、羊の弱々しい鳴き声を聴き
当てて、くぼみに落ちた羊を見つけ出しま
した。羊飼いは、持っていた先の曲がった
杖で、その羊をくぼみからなんとか引き上
げます。その羊は足を痛めていました。足
を痛めた羊をかつぐのは、大変なことです。
でも、羊飼いは見失った一匹が見つかった
ことを喜び、その重さを忘れ、肩にかつい
で連れて帰りました。柵の中へその羊を降

ろしながら、「やれやれ、やっと見つかった。
狼に襲われる前に見つけることができてよ
かった」。「みんなが揃ったから、これから
夕食だ。おいしい水に、新鮮な青草、特に、
みつかった羊には、ごちそうをしなければ
な、体力を回復してもらわねば」と思うの
でした。

一方、助けられた羊は、どう思ったでし
ょうか？「つい、また、ひとりでフラフラ
と迷い出でしまった。ひとりでおいしい草
を食べていたら、くぼみにはまってしまっ
た。もう『しない』と思うのだけれど、ま
た、同じ失敗をしてしまった。でも、私の
主人（羊飼い）は、いつも探して救い出し
てくれるんだからな。しかも、真っ先にご
ちそうとは、本当に幸せだな。この主人か
らもう離れるのはよそう！」と思いながら、
ゆったりと眠りにつくのでした。
「主は羊飼い、わたしには何も欠けること
がない。主はわたしを青草の原に休ませ憩
いの水のほとりに伴い　魂を生き返らせて
くださる」。

いつもわたしを
詩編23編1〜6節

命のある限り　恵みと慈しみはいつもわたしを追う。
詩編 23：6

聖書

暗唱
聖句
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青
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科

青少年科　第28課 10月10日

10
月
10
日

28
課

聖書から…

この詩編の冒頭には「賛歌。ダビデの詩」
とあります。他にいくつもこのような歌があ
りますが、ダビデが実際に歌った歌というよ
りも、この歌にダビデという名を冠して王の
歌であることを強調します。必ずしもダビデ
が歌ったのではなく、今回は「ある王が歌っ
た歌」として読んでみましょう。

ここには権威ある言葉というよりも信頼の
言葉が編まれています。たとえ王であれ人が
生きる時、それは山あり谷あり、晴れた日も
あれば雨の日も曇りの日もある、迷いもあれ
ば悩みもある、そして成功も失敗もあります。
もうダメだと思った時にこそ、神さまに祈っ
たり、側にいる人から励まされたりするもの
ではないでしょうか。今日の詩編の歌い手も、
きっとそんな日常の中で今日の歌を歌ってい
ました。
「死の陰の谷を行くときも　わたしは災いを
恐れない。あなたがわたしと共にいてくださ
る」（23：4）。死の陰の谷、そこは暗黒が
支配する谷底です。また命の危険にさらされ
るような時にも、主が共にいてくださること
を信じて告白しています。それだけではなく、

「あなたの鞭、あなたの杖、それがわたしを
力づける」（同）。鞭とは棒のこと（聖書の学
び参照）で羊を狼から守るもの、杖とはくぼ
みに落ちた羊を引き上げるものです。この歌
い手はそれがわたしを力づけるものだとも告
白するのです。人生は順風満帆とは行きませ
んが、逆風に煽られる時も、順風に揚々とし
ている時にも、主は私たちと共におられます。

分かち合おう

⃝ 6 節でこの歌は終わっています。聖書の
学びにあるように「迫害者である『敵』に
命を狙われていた『わたし』はある時、主
によって『恵みと慈しみ』…に囲まれる身
となった」主による逆転が歌われています。
この逆転とは、もしかしたら自分は何も変
わっていないのに、信仰を与えられ、視点
が変えられたことで見え方が変わったとい
うことかもしれません。『どんなかんじか
なあ』（中山千夏・文、和田誠・絵、2005 年、
自由国民社）という絵本をご紹介します。
読んで感じたことなど、話し合ってみまし
ょう。

・主が共におられる。敵に囲まれている時も、
また解放された時も、同じように主が共に
いてくださるのです。私の好きな賛美歌に
こんな詩があります。インマヌエルとはた
だ親しい人との間に主が共におられるとい
うものではなく、自分が傷つけてしまった
り、自分を傷つけてしまったりする人との
間にもあるのだ、と（参考：村上浩康『大
地の詩』2001 年、いのちの園・音楽部）。
インマヌエル（神、我らと共に）の意味を
もう一度味わってみましょう。

いつもわたしを
詩編23編1〜6節

命のある限り　恵みと慈しみはいつもわたしを追う。
詩編 23：6

聖書

暗唱
聖句
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幼小科　第28課 10月10日

10
月
10
日

28
課

聖書から…

羊は羊飼いがいなければ生きられません。
近眼なので、群れから離れて迷ってしまう
と崖などに落ちてしまったり怖い獣に襲わ
れてしまったりします。羊飼いはそのよう
な羊を自分の命と同じように大切に世話を
します。

神さまもこの羊飼いのように、私たちの
命を大切に育ててくださいます。しかも、
独り子であるイエスさまの命を惜しまない
ほどに。

私たちは神さまがいつもいっしょにいて
養ってくださることを信じるからこそ、恐
れることなく歩むことができるのです。

活動①�

「メエメエ　わたしをさがして」
●準備●シーツ人数分（メンバーの家から

持ってきてもらいましょう）
①羊飼い役は、目をつぶるか目隠しをしま

す。
②羊役は、体をすっぽりと覆うようにシー

ツを被ります。
③羊役は「メエメエ」と鳴きましょう。
④羊飼いは鳴き声を聞いて、その羊の名前

を呼びます。
⑤名前を当てられた羊は、シーツの中から

出てきて羊飼いに抱っこしてもらいまし
ょう。

活動②� ワークシート

「メエメエ�めいろ」
下記のように声かけしながらワークシー

トをすすめましょう。
羊が羊飼いのところに行けるかな？
途中、怖い「がけ」や「くらやみ」、「お

おかみ」や「悪魔」などがありますよ。気
をつけて！

いつもわたしを
詩編23編1〜6節

命のある限り　恵みと慈しみはいつもわたしを追う。
詩編 23：6

聖書

暗唱
聖句

28 課ワークシートの答え
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第28課 10月10日

10
月
10
日

28
課

メ
ワークシート

エメエ めいろ
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10
月
17
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29
課

全体の構成

詩編 24 編もダビデに由来する詩であり、
15 編と並んで王国時代にエルサレム神殿の

「城門」（24：7、9）前で行われていた入城
する際に祭司と巡礼者代表者の間で、問答形
式で読まれた典礼詩編という説があります。
内容としては、次のように三つに分けられま
す。1 〜 2 節：天地を創造された神への賛美、
3 〜 6 節：エルサレム神殿への入城に際し
ての祭司と巡礼者の問答、7 〜 10 節：民（巡
礼者）と共に神殿へ入っていく栄光の神への
賛美。

内容

1 〜 2 節は、エルサレム神殿に集う礼拝
者によって歌われた賛美です。「地とそこに
満ちるもの」（24：1）は、神によって造ら
れたすべての被造物と被造世界を指します。

「世界」とは「地」よりは文化的な意味をも
っている言葉です。それ故、「そこに住むも
の」とは、主に人間を指します。神が創造さ
れた天地、自然も人間が営む現実世界や文化
もすべてが主の支配下にある、という告白で
す。たとえ、目に見える現実が悲惨で、神不
在ともいえる混沌であろうとも、神の愛と正
義によって必ず整えてくださるという信仰告
白です。

その創造世界の中心は、なんと言ってもシ
オンの「山」（詩編 2：6、イザヤ 2：3）に
あるエルサレム神殿です。ここでは、どのよ
うな人が、その主の山シオンに上り、「聖所」

即ち、エルサレム神殿に立つことができるの
か（24：3）と巡礼者が問い、祭司がそれに
対して応えています（24：4、5、6）。ここ
で祭司が巡礼者たちに問うているのは、まず

「潔白な手と清い心をもつ人」（24：4）で
す。「手」とは行いを（一テモテ 2：8）、「心」
は思いを表します（詩編 51：12）。そのど
ちらもが「潔白」で「清い」とは、その信仰
生活が倫理的に完璧であるというのではあり
ません。そうであれば、誰ひとり神のみ前に
進み出ることはできません。義人は一人もい
ないのですから。

むしろ、神に出会うためには、行いにおい
ても思いにおいても襟

えり

を正して、ということ
です。精一杯の悔い改めと誠実を抱いて、神
の前に進み出ることでしょう（参照：ヨハネ
4：23 〜 24）。
「むなしいもの」（24：4）はモーセの十戒
において「みだりに」（出エジプト 20：7）
と訳されています。偶像という意味です。「魂
を奪われることなく」ですから信仰者の偶像
礼拝、すなわち、自分の利益のため、神の名
を利用してはならない、自分の目的達成の為、
祈ってはならない、となります。神の民は、
目的をかなえる為、神の名を利用したり、祈
ったりしてはならないのです。

祭司が巡礼者たちに問うている条件が続き
ます。それは「欺くものによって誓うことを
しない人」です。直訳すると「うそによって
誓わない人」です。真理を誠実に問いながら
生きる人のことでしょう（参照：レビ 19：
12、ヨブ 28：28）。

祭司は「そのような人」（24：5）、すなわち、　

すべては主のもの
詩編24編1〜10節

地とそこに満ちるもの　世界とそこに住むものは、主のもの。
詩編 24：1

聖書

暗唱
聖句
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・当時の混沌とは、偶像
礼拝によってもたらされ
たバビロンによるエルサ

レム神殿などに火を放たれ、バラバラに
砕かれたありさまのことでしょう。今の
時代は、日々目に見え、聞こえてくるニ
ュースが悲惨であり、「神などいるのかし
ら？」と思う混沌です。それでも主が神
の愛と正義によって必ず、今の世界を整
えてくださるという信仰告白が 1 節、2
節です。先週、私たちの心を痛めた出来
事やニュースの中にでも、働いておられ
る主の愛と正義のみわざがあれば分かち
合います。

行いにおいても思いにおいても襟を正して神
の前に立つ人、自分の為に神を利用せず、真
理を問う誠実な人を祝福しています（24：
5）。旧約において「祝福」（ベラカー）とは、
神が「御顔」（24：6）を向けてくださる神
の臨在（民数 6：23 〜 26）とその結果として、

「平凡」な日常生活の中で礼拝ができること、
その日常そのものが神さまからの「祝福」と
捉えています。

主を求めて、生きよ

「主を求める人」「御顔を尋ね求める人」と
は、「主を求めよ、そして生きよ」とアモス
5：6a が語りかけているように、神を尋ね、

「聖所」すなわち、神の前に進み出て礼拝す
る者のことです。その者を神はご自分に近づ
け、神の臨在を楽しみとする恵みに与らせる

・偶像礼拝は、私たち信仰者の祈りと形
けい

骸
がい

化
か

した礼拝において現れます。それは、自
分たちの目的達成のため、祈り、礼拝す
るということです。具体的には、子孫が
続き、自分たちの名が途絶えることなく、
財産である家畜が更に増え、豊作である
ことを願うことです。そのため、イスラ
エルの民は、バアルなど神々を拝み、バ
ビロン捕囚という混沌を招き、民の精神
的な柱であったエルサレム神殿はバラバ
ラに砕かれました。今の時代を生かされ
ている私たちは、何の為に祈り、主日礼
拝へ出席、あるいはオンラインで繋がろ
うとしているのでしょう。私たちにとっ
て、何を目的に襟を正すのか、話し合っ
てもよいでしょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

11日 ㊊ 詩編50：8〜15 すべては主のもの

12日 ㊋ ヨハネ4：23〜24 まことの礼拝を
求めて

13日 ㊌ 出エジプト記
20：1〜7

みだりに主の御名を
唱えるな

14日 ㊍ ヨブ記28：20〜28 主を畏れ敬うこと、
それが知恵

15日 ㊎ 民数記6：22〜26 主の御顔による祝福

16日 ㊏ アモス5：4〜6 主を求めよ、
そして生きよ

のです。ですから、6 節は「そのような神を
求める世代の人たち、神のみ顔を求める人た
ちが、あなたの恵みに与るのです。ヤコブの
神よ」と訳することができます。
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巡礼者たちは、命がけで険しい山を越え、
谷を渡り、舟に乗って海を越え、やっとエ
ルサレムへ辿り着きました。丘の上に立つ
ソロモンが造った壮

そ う

麗
れ い

なエルサレム神殿が
見えてきました。「神殿へ行けば、主なる
神に出会うことができる！ 祝福してくれ
る！」ひたすら、そんな思いで旅をして来
た今までの重い足取りも軽くなり、その思
いは賛美となりました。「地とそこに満ち
るもの　世界とそこに住むものは、主のも
の。主は、大海の上に地の基を置き潮の流
れの上に世界を築かれた」。

いよいよ、ソロモンの神殿の門が見えて
きました。巡礼者たちの一団に気付いた祭
司たちが、門の外へ出てきます。巡礼者
たちは叫びます。「どのような人が、主の
山に上り　聖所に立つことができるのか」。
祭司たちは、間違いなく、この巡礼者たち
は「ヤコブの神」の祝福を求めて来た巡礼
者であることを確信し、答えます。「それは、
潔白な手と清い心を持つ人。むなしいもの
に魂を奪われることなく　欺くものによっ
て誓うことをしない人。主はそのような人
を祝福し　救いの神は恵みをお与えになる。
それは主を求める人　ヤコブの神よ、御顔
を尋ね求める人」。

祭司たちの応答を聞いた時、巡礼者たち
は改めて思うのでした。「自分たちは、ヤ
コブの神であるイスラエルの神に出会うた
め、長年働き、貯金を蓄え、準備し、命が
けで旅をしてきた。途中、盗賊に襲われそ

うになることもあった。嵐に襲われて、大
変な思いをしたこともあった。そして、や
っとエルサレム神殿にたどり着いた。振り
返ってみると『自分たちほど、信仰深い者
はいない』という思いが苦しい巡礼の旅を
支えた。エルサレム神殿で神が自分たちに
出会ってくれれば、帰りの旅も守られるし、
なによりも、その後、子孫が続き、自分た
ちの名が途絶えることもなく、家畜が更に
増え、畑も豊作であることを期待していた。
でも、それが一体なんだというのか。ただ
ただ、ヤコブの神が自分たちに出会ってく
れたんだから、ヤコブの神が一緒にいてく
ださるんだから、それでもう十分ではない
か！」と。

祭司たちは、行いにおいても思いにおい
ても、ごまかしたり、だましたりしないで、
神に心開いて神殿へ入る巡礼者たちの背中
を見守りながら、歌い続けます。主はその
ような人を祝福し　救いの神は恵みをお与
えになる。

すべては主のもの
詩編24編1〜10節

地とそこに満ちるもの　世界とそこに住むものは、主のもの。
詩編 24：1

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

聖地に向かって歩くことを「巡礼」と呼び
ます。この歌は、そんな巡礼の道々で歌われ
た歌でした。エルサレム神殿を目指して歩く
時に、自ら踏み締めるその地がどんな場所で
あるのかを確かめながら、また自分とは何者
であるのかを問いつつ歩いたのです。「主の
山」とは、神さまに祈り、捧げものを捧げる
場所、つまりエルサレム神殿のことです。神
殿を目指して歩くその一歩一歩が巡礼の旅そ
のものでした。

そこで、自分の歩みを振り返ると、決して
聖所に立てるような器ではないが、神の祝福
と恵みによって今こそ、そこに立てるという
信仰を、その巡礼の旅を通して与えられたと
この歌い手は歌います。自分の利益や目的達
成のために祈ることは、みだりに神の名を唱
えることだからです。巡礼という旅の中で出
会う様々な出来事の中で、なおこの歌い手は
告白するのです。すべては主のものである、
と。襟を正して神の前に立つ時、平凡な日常
の中で神さまを礼拝することができること、
その日常そのものが神さまからの祝福なので
す。

分かち合おう

⃝「人生ゲーム」というゲームをしたことが
あるでしょうか？ まず、お金が配られて、
それをどのように用いていくか、サイコロ
の運とそれぞれの判断によって全く違う結
末になります。実際の人生とは、かけ離れ
ているので面白く感じるのかもしれません。
人生はよく旅に例えられます。どのように
歩むのか、毎日の生活の中でする小さな決
断が大きな分かれ目となることもあります。
よく考えて大いに悩みましょう。そして、
一番大切なのはそのプロセスにあると思い
ます。結論にたどり着くまでのことを大切
に胸に抱きながら、小さな一歩を踏み出し
てみましょう。

・クリスチャンは悩んだり、迷ったりしない
のかな？ そんなふうに思ったことはあり
ませんか？ いえ、もちろんクリスチャン
も悩みます。もっと言えば、クリスチャン
だからこそ迷うこともあるはずです。部活
で教会に行けない、大会が日曜日だったら
どうするの？ 神さま本当にいるのかな？ 
などなど。その悩みもその迷いも、かつて
悩み迷ってきた人たちが教会の中にいませ
んか？ こっそり相談してみてはどうでし
ょう。答えは返ってこないかもしれないけ
れど、一緒にお祈りしてくれる信仰の先輩
がいるかもしれません。

すべては主のもの
詩編24編1〜10節

地とそこに満ちるもの　世界とそこに住むものは、主のもの。
詩編 24：1

聖書

暗唱
聖句
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幼小科　第29課 10月17日

聖書から…

命がけの旅をして、エルサレム神殿に集
まった人たちは、神さまによって造られた
ものを「すべては主のもの」と賛美します。

私たちは、「すべては主のもの」と賛美
することができますか？ 私たちは、自分
が苦労して得たものや勝ち得たものは、自
分自身の努力の結果、自分自身のものと
考えます。「すべては主のもの」と賛美で
きるのは、自分が神さまによって造られて、
今ここにあることを感謝しなければできま
せん。

聖書の言葉で「へりくだる」という言葉
がありますが、イエスさまが神さまの子で
ありながら、人として生まれ、歩まれ、神
さまのみこころである十字架への道に従わ
れたことによって、私たちに本当の「へり
くだり」を示されました。

活動①�

「主のものはどれ？」
27 課の活動①を参考に、「♪神さまの

み手の業によって、造られたもの言ってご
らん。よく見てごらん、考えてごらん」（「♪
やおやのおみせ」の曲で）をやってみまし
ょう！
①メンバーは、一人ずつ神さまが造られた

ものを一つひとつ言っていき、もし、人
が作ったものを言ったら、「主のものじ
ゃない」と言います。

②リーダーが一つずつ言っていき、わざと
人が作ったものを言ったら、手をたたか
ないようにします。手をたたいたメンバ
ーがいたら「主のものじゃない」と言い
ます。

活動②� ワークシート

「すべては主のもの」絵合わせゲーム
●ゲーム1●
①ワークシートを画用紙などに 2 枚ずつ

コピーして、線で切り取りカードにしま
す。

②絵合わせゲームの要領で、絵を下にして
並べます。

③メンバーは順番を決めて、順番通りにひ
っくり返して、当たったら自分のものに
できます。

●ゲーム2●
①ワークシートを画用紙などに複数枚コピ

ーしてカードにします。
②ルールを決めます。カードがいっぱいの

人、またはカードが全くない人、どちら
を「勝ち」にするのかを決めましょう。

③カードを裏向きでまとめて山にしま
す。メンバーが 1 枚ずつカードをめくり、
前の人と同じカードがでたら、今まで出
たカードを自分のものにします。

＊メンバーが自由に書くコーナーがあるの
で、自由に書いてカードにしてください。

すべては主のもの
詩編24編1〜10節

地とそこに満ちるもの　世界とそこに住むものは、主のもの。
詩編 24：1

聖書

暗唱
聖句
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「
ワークシート

すべては主のもの」絵合わせゲーム
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内容

この詩は、ユダ王国の王に対するとりなし
と祝福の祈りです（参照：サムエル記下 7：
1 〜 16）。内容としては「裁き」と「恵みの
御業」を打ち立て、平和をもたらすメシア的
王の姿が繰り返し描かれています。10 節に

「タルシシュや島々の王が献げ物をシェバや
セバの王が貢ぎ物を納めますように」とある
ところから、絶頂期のソロモン王にこのメシ
ア的王の姿をイメージしています。なお、聖
書協会共同訳は「裁き」を「公正」、「恵みの
御業」を「正義」と訳しています。

裁き・恵みの御業・平和

1 〜 3 節において特徴的なのは、公正と
も訳される「裁き」（ミシュパート）と「正
義」とも訳される「恵みの御業」（ツェダカー）
が繰り返され、3 節では「平和」（シャローム）
が、調和という意味で使用されていることで
す。そしてそれらは神から王に与えられるも
のとみなされていました。それゆえ、王の職
務とは、まず神を畏れ、この神の掟を忠実に
守ることであり、それが大切な姿勢なのです。

民から油を注がれ、王に立てられた者は、
神の掟が記されている律法を自分の傍

かたわ

らに置
き、生きている限り読み返し、神なる主を畏
れることを学び、この律法のすべての言葉と
これらの掟を忠実に守る必要がありました。
そうすることによって、王もその子らもイス
ラエルの中で王位を長く保つことができたの
でした（参照：申命記 17：18 〜 20）。

「平和」の基本的意味は、個人が健康で幸福
であることや共同体の生活に分裂がなく、全
体がうまく調和していることです。飢

き

餓
が

や疫
病、病気が支配している社会はシャロームで
はありません。また、見かけ上、繁栄してい
ても歴史上の深い過ちを神と人の前に放置し、
その結果、内外に分断をもたらしている社会
も、シャロームと言えません。王は、この「平
和」を自ら率先して造り出す責務がありまし
た。「裁き」あるいは「裁く」とは「貧しい
人（人）」（72：4、12）を救うこと、よる
べのない社会的弱者の立場を擁

よう

護
ご

すること、
内外に渡る分断を和解の使者として繕

つくろ

うこと
です。そして、この点が、2、4、12、13、
14 節と強調されているところから、王によ
る社会的弱者の擁護が詩編 72 編の主なテー
マと言えるでしょう。詩人は、このメシア的
王に「国と力と栄え」とが限りなくあるよう
に、と賛美しているのです。

王が王たるゆえん

詩編 72 編で特徴的なのは、4 節の「乏し
い人の子ら」が旧約聖書ではここしか使用さ
れていないという点です。ダビデ、ソロモン
王朝においても「虐げる者」と「乏しい人の
子ら」すなわち、貧困が子孫へ連鎖する貧民
階級があったと思われます。「虐げる者」は、
今も「貧しい人々」や「乏しい人の子ら」を
容赦なく、収奪し、抑圧し続けています。王
はその状態を見過ごさず、むしろ、「乏しい
人の子ら」や「貧しい人々」の叫びに耳を澄
まして聴き、その人々のもとへ駆けつけ、そ

豊かな平和に
詩編72編1〜14節

王が助けを求めて叫ぶ乏しい人を
助けるものもない貧しい人を救いますように。詩編 72：12

聖書

暗唱
聖句
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・旧約聖書が語る理想的
な王の役割は何だったの
でしょうか？「聖書の学

び」と申命記 17 章 18 〜 20 節を参考に
話し合ってみましょう。詩編 72 編では
ソロモンを社会的な弱者を擁護する理想
的な王、メシア的な王のひな型ととらえ
ています。確かに、ソロモンは即位当初、
弱い人や貧しい人を憐れみ、その命を救
うための知恵を神に求めましたが、晩年
の失態の数々を思うと、果たしてソロモ
ンは理想的な王だったでしょうか？

・ イスラエルでは、今も日常の挨拶はシャロ
ーム（平和）だそうです。私たちが抱いて

の「虐げる者」を砕くからこそ「恵みの御
業」（正義）なのです。詩人はそのような姿
にメシア的王の姿を見ました。「平和　シャ
ローム」を求める民は、5 〜 7 節のように
賛美を献げています。さらに、8 〜 11 節では、
内政的なシャロームに合わせて、外敵さえも
が平定され、「平和」が全地にもたらされる
ように祈っています。

メシア的王を待ち望む

13 節の「弱い人」（ダル）とは、助けを
必要とする貧しい病人や、日々の糧に困

こん

窮
きゅう

し
ている人です。「憐み」とは、そういう「社
会的弱者」の悲しみを共にすることを意味し
ます。やがて来るメシア的王はそのような「弱
い人たち」の命を贖

あがな

います。王の目から見る

成
人
科

準備のための聖書日課

18日 ㊊ サムエル記下
7：1〜16

主はあなたと共に
おられます

19日 ㊋ 申命記17：14〜20 神なる王を畏れる
ことを学ぶ

20日 ㊌ エレミヤ22：1〜5 正義と恵みの
業を行え

21日 ㊍ 列王記上11：1〜13 ソロモンの心の迷い

22日 ㊎ イザヤ9：1〜6 平和は絶える
ことがない

23日 ㊏ ヨハネ20：19〜23 安かれ、平安が
あるように

いる「平和」（シャローム）についてのイ
メージを分かち合ってみましょう。また、

「平和」（シャローム）の基本的な意味を「聖
書の学び」から確認してみましょう。

・ 私たちが今の社会に目を向けると、格差
から階級社会となったこの世界の厳しい
現実や分断が見えてきます。それは、か
ろうじて「調和」しているかのように見
えるかもしれません。この現実の中にあ
って、私たちは、また私たち教会は、「豊
かな平和」を創り出すためにどのような
ことができるのでしょうか。話し合って
みましょう。

と「弱い人」「乏しい人」の命こそが高価で
尊いのです。そこに豊かな平和の礎

いしずえ

がありま
す。
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心からの礼拝をささげるソロモン王の夢
に、神さまが現れて言いました。「あなた
の願うことは何でも叶えてあげましょう」。
ソロモンは神さまにお願いします。「神さ
ま、私は無力です。イスラエルの王として、
どうしたらよいかも分かりません。どうか、
王として神さまの言葉をよく聞いて、正し
いことと、間違ったこととをしっかりと見
極めることができる知恵と心を与えてくだ
さい」。神さまは、イスラエルの人たちの
ためを思ってお願いするソロモンのことを
とても喜び、その願いを聞き入れました。

ある日こんなことがありました。二人の
女性がやってきて訴えました。「王様、私
はこの人と同じ家に住んでいて、同じ時に
赤ちゃんを産みました。ある晩、この人の
赤ちゃんが死んでしまいました。すると、
この人は私の眠っている間に私の赤ちゃん
を取って自分のふところに寝かせ、死んだ
子を私のふところに寝かせたのです」。も
う一人が言いました。「いいえ、生きてい
るのが私の子で、死んだのがあなたの子
です」最初の女性が言いました。「いいえ、
死んだのはあなたの子で、生きているのが
私の子です」。争っている二人を前に、ソ
ロモンは家臣に言いました。剣で「生きて
いる子を二つに裂き、一人に半分を、もう
一人に他の半分を与えよ」と命じました。
すると、生きている子の母は、その子を思
うばかりに「王様、この子を生かしたまま、
この人にあげてください。この子を絶対に

殺さないでください」と言いました。一方、
死んでしまった子の母は、「この子を私の
ものにも、この人のものにもしないで、裂
いて分けてください」と言いました。ソロ
モンは、「この子を生かしたまま、さきの
女性に与えよ。この子を殺してはならない」
と裁きました。

もしもあなたが神さまから「なんでも願
いを叶えてあげよう」と言われたら、何を
お願いしますか？ 王さまだったソロモン
は、なんでも願いを叶えると神さまに言わ
れた時、目に見える形で国が栄えることを
願うこともできましたが、ソロモンが願っ
たのは、弱い人や貧しい人を憐み、命を救
うための知恵でした。しかし、子どもが死
んでしまった母の嘆きは癒されないままで
した。彼女もまた、助けるものもない貧し
い人なのでした。更に、一緒に住んでいた
二人の母親は、死の陰の谷によって分断さ
れてしまったままです。ソロモンの時代に
は叶わなかった嘆きの癒しと分断の和解は、
やがて来る王によって実現するのです。

豊かな平和に
詩編72編1〜14節

王が助けを求めて叫ぶ乏しい人を
助けるものもない貧しい人を救いますように。詩編 72：12

聖書

暗唱
聖句



35

青
少
年
科

青少年科　第30課 10月24日

10
月
24
日

30
課

聖書から…

詩編の中には今日のような歌もあります。
今日は「王のためにとりなし、祝福を祈る」
歌です。聖書の時代、王の仕事は人びとの間
を裁くことでした。「裁く」というと断罪す
るようなイメージですが、言葉本来の意味は

「神さまのものさしで計
はか

る」という意味です。
神さまの基準に照らして考える、ということ
です。人間の心の中には様々な考え方や、自
分のものさしもあります。でもそれらを一旦
脇に置いて、王が神さまの基準で考えること
ができますように、そのようにこの歌い手は
王を祝福し祈ったのです。

その神さまの基準とは、例えば 4 節の「乏
しい子らを救い　虐げる者を砕きますよう
に」とあるように、虐げる者たちが搾

さく

取
しゅ

し抑
圧し続ける乏しい子らの叫びに耳を傾け、そ
の人たちに寄り添い、その虐げる者たちを砕
くことでした。王がその正義を行うことがで
きるように、その祈りこそ恵みのみ業

わざ

である
と信じてとりなしたのです。
「神さまのものさしで計る」ということにつ
いて、どのようなことを感じるでしょうか？ 
王でなくとも、誰にとっても「自分のものさ
し」を一旦脇に置いて、神さまのものさしで
物事を考えることは簡単なことではないと思
います。いかに自分のものさしが大きいかを
知らされます。だからこそ「とりなし」が必
要なのでしょう。神さまのものさしで計るこ
とができるように、と。

分かち合おう

⃝沢知恵さんの『The　Line』という歌を聞
いたことがありますか？ インターネット
で検索すると動画が観られます。歌詞は英
語ですが、私なりに訳してみると「この世
界には見えない線がある。愛と憎しみの間
の線はどこにあるの？ 北と南を分ける線
はどこにあるの？ あなたとわたしの間に
ある線は？ …その線を越えゆくのはあな
た自身」という内容です。分断させている
のは私たちではないか。この問いについて
話し合ってみましょう。

⃝ 13 節に「弱い人、乏しい人」という言い
方が出てきます。教会の中でも「社会的弱
者」という言葉が使われたりします。この
社会で小さく弱くされている人たち、その
ような意味で使われますが、その社会を作
っているのは誰なのでしょうか。私たちが
目指すべき本当の社会とはどのようなもの
でしょうか。例えば少年少女隣人に出会う
旅というプログラム（日本バプテスト連盟 
宣教部主催）が行われてきました。出会い
というのは用意されたものではなく、出か
けて行ってそこで隣人となってゆく取り組
みです。各教会にはその報告書もあると思
います。報告の証しの言葉を聞いてみまし
ょう。

豊かな平和に
詩編72編1〜14節

王が助けを求めて叫ぶ乏しい人を
助けるものもない貧しい人を救いますように。詩編 72：12

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

ソロモン王は神さまから物事を正しく見
る知恵をいただきました。彼はその知恵を
用いて、イスラエルの人々を豊かな平和に
導こうとしました。
「みんなで聴く聖書のおはなし」には、二
人の女性が出てきます。子を失った女性は
どんなに悲しかったでしょう。その悲しみ
を神さまに訴えるのではなく、自分で、同
居していた女性の子を奪うという仕方を取
りました。子を奪われた女性は、神さまに
知恵をあたえられたソロモン王に訴え出ま
した。

子を失った悲しみを、自分の力で何とか
しようとしてしまいましたが、子を失った
女性の悲しみを共にできたら、もっと豊か
な平和になると思いませんか？

活動①�

「劇ごっこ遊び」
今日の「みんなで聴く聖書のおはなし」

を演じてみましょう。
●役●二人の女性、赤ちゃん（人形）、ソ

ロモン王
・ 二人の女性の気持ちはどんなでしょう。

想像してみましょう。
・ 自分の命と同じくらい大切なものをなく

したとき、私たちはどんな気持ちになる
でしょう？

・ 私たちの気持ちが平和になるためにどん
なことが必要でしょう？ 何ができるで
しょうか？

＊時間があれば役を交替してみましょう。
それぞれの立場の気持ちが感じられるか
もしれませんね。

活動②� ワークシート

「どこがちがう？」
ワークシートの上と下の絵を見比べてど

こが違うか見つけられますか？
間違いは全部で 7 つです。探してみま

しょう。

豊かな平和に
詩編72編1〜14節

王が助けを求めて叫ぶ乏しい人を
助けるものもない貧しい人を救いますように。詩編 72：12

聖書

暗唱
聖句

30 課ワークシートの答え
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幼小科ワークシート
第30課 10月24日

ど
ワークシート

こがちがう？
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希望に生きる
詩編92編1〜16節

神に従う人はなつめやしのように茂り
レバノンの杉のようにそびえます。詩編 92：13

聖書

暗唱
聖句

内容・背景

この詩は、人生の晩年を迎えた詩人が、自
らの人生を振り返って信仰の歩みを支えてく
ださった主に対して、ほがらかに明るく感謝
をささげた「賛美の歌」と言えるでしょう。
1 節にあるように安息日にささげられた礼拝
が背景にあります。その礼拝の場所は 14 節
に「主の家に植えられ　わたしたちの神の庭
に茂ります」とあるところから、エルサレム
神殿です。その礼拝は複数の楽器を伴う礼拝
であったことが 4 節から推測できます。

人生の晩年を迎えた詩人は、自分の人生を
振り返って語ります。神の力を知らない「神
に逆らう者」「悪を行う者」の人生は、一時
的に「野の草のように茂り」「花を咲かせる
ように見えても」結局は不幸な人生だと語り
ます（92：8）。これに対して、人生にわた
って「神に従」って来た人に対して、主は最
後まで真実で忠実であった（92：3、13 以
降参照）と賛美しています。

神の慈しみとまこと

聖書協会共同訳は、1 節の「安息日に」を「安
息日のために」と原文に即して訳しています。
創世記 2 章 2、3 節にある通り、安息日の精
神は、神が創造の七日目にすべての創造の業
を離れて安息なさったので、私たちもすべて
の仕事、務めから離れ、神を礼拝し、賛美す
るのです。

安息日の朝ごとに神の「慈しみ」を、夜ご
とに神の「まこと」を述べ伝えることはいか
に楽しいことでしょう、と賛美しています。

「慈しみ」は、「恵み」とも訳されます。人に
対するいつまでも変わらぬ神の誠実な想い、
忠実とさえ思える愛をあらわす言葉です。「ま
こと」とは、人に対する神の真実さを示し、「忠
誠」とも訳されます。この二つの言葉は、最
後の晩餐において弟子たちの足を洗われて最
後まで弟子たちを愛し抜かれた主イエス・キ
リストの姿を連想させてくれます。罪赦され
た人にとって、神の「慈しみ」と「まこと」が、
唯一の生きる上での支えです。

御手の業

安息日礼拝において主に感謝をささげた詩
人は、主の「御手の業」をも喜び歌います

（92：5）。「御業」あるいは「御手の業」とは、
「救済のみわざ」という立場もあります（『新
聖書注解』いのちのことば社）が、ここでは、
詩編 8 編 7 節に「御手によって造られたも
のをすべて治めるようにその足もとに置かれ
ました」とあるように、神の創造の業を示し
ている、と受け取りたいと思います（参照：
第 27 課）。

詩人はエルサレム神殿で、朝行われた安息
日の礼拝から帰る途中、空を見上げ、不条理
に満ちた現実の中でも世界のすべてをつくら
れた主に礼拝をささげて賛美ができる喜びに
満たされるのでした。

人生の晩年を迎えて

人生の晩年を迎えた詩人は、安息日ごとに
主なる神を礼拝して来た、これまでの人生を
振り返っています。時には「信仰の歩みをし
ていて何の利益があろう、無駄だ」と思うこ
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・生涯を通して主なる神
を神として安息日の礼拝
を守り続けてきた者に対

して、主はいかに慈しみとまことを示し
てくださるかを語っているのが、この詩
編 92 編です。今までの自分の人生を振り
返って、理不尽や不条理が満ちるこの時
代でなお、主イエス・キリストの復活を
祝う主日礼拝を中心とする信仰の歩みを
支えてくださった主に対する証しを分か
ち合いましょう。

・主なる神は、私たちの前に常に「神に逆ら
う者」を置かれます。また、「悪を行う者」
が皆花を咲かせるように人生を謳

おう

歌
か

して
いるように見えます。それに対して、自

ともありました。しかし、人生の晩年を迎え
た今、信仰をいただき、「神に従って」歩ん
できて、幸いを心に刻みながら、主は私に必
ず油を注いでくださると期待をも抱いていま
す。たしかに「神に逆らう者」「敵対する者」
は、今なお「野の草のように茂り」「花を咲
かせるように見えて」いる。しかし、それら
もまた、散らされていくのだと。

13 節に「なつめやし」と「レバノン杉」
が登場しています。ナツメヤシは常

じょう

緑
りょく

樹
じゅ

で、丈が高く 30 メートルほどにもなり、樹
齢 80 年にも及びます。レバノン杉はさらに、
30 〜 50 メートルに達するほどで、樹齢千
年にも及びます。それぞれ威

い

厳
げん

、繁
はん

栄
えい

、勝利
の象徴です。

主なる神は今や老木となった私を、なつめ

成
人
科

準備のための聖書日課

25日 ㊊ 創世記2：1〜3 神の安息の日

26日 ㊋ ヨハネ13：1〜11 弟子たちの足を
洗われる主イエス

27日 ㊌ イザヤ46：1〜4 白髪になるまで

28日 ㊍ ホセア14：2〜8 レバノン杉のように
香る

29日 ㊎ 詩編143：1〜6 御手の業を
思い巡らす

30日 ㊏ 詩編146：1〜10 ハレルヤ、
主を賛美せよ

分の働きが全く周囲から理解されなくて
「神などおられない」と感じて落胆しがち
です。しかし、この詩人はたとえそうで
あっても、あなたの「御計らいはいかに
深いことでしょう」と主を賛美していま
す。今の苦しみをも神のみ手にあると賛
美する詩人の神に対する深い信頼は、ど
こから生まれてきたのでしょうか？話し
合ってみましょう。

・詩人は、今まで数えきれない罪を犯した
自分に対して、主はどこまでも「慈しみ」
深く、「まこと」を尽くしてくださったと
賛美しています。私たちにとって、礼拝
と賛美が唯一の喜びであり、生きる支え
である意味を改めて考えてみましょう。

やしのように、レバノンの杉のように、あわ
れみと慈しみをもって豊かに祝福されたと賛
美しているのです。
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31
課

希望に生きる
詩編92編1〜16節

神に従う人はなつめやしのように茂り
レバノンの杉のようにそびえます。詩編 92：13

聖書

暗唱
聖句

人生の晩年を迎えた詩人は、自らの人生
を振り返って信仰の歩みを支えてくださっ
た主に心から感謝をささげています。
「神に逆らう者、悪を行う者の人生は、野
の草のように茂り、花を咲かせるように見
えていた。でも、結局は不幸な人生だった。
これに対して、神に従って来たわたしに主
は最後まで真実で忠実であった」。

人生の真理を悟った詩人は、安息日の朝
ごとにエルサレム神殿へ集い、神の「慈し
み」を賛美し、夜ごとに自宅で神の「まこ
と」を賛美するのでした。神の私に対する
いつまでも変わらぬ誠実な想い、忠実とさ
え思える「慈しみ」を思うと自然に賛美が
口から出てくるのでした。
「いかに楽しいことでしょう　主に感謝を
ささげることは　いと高き神よ、御名をほ
め歌い　朝ごとに、あなたの慈しみを　夜
ごとに、あなたのまことを述べ伝えること
は」。

詩人は、今までの人生において犯した罪
の数々に対して、いかに主が、裁きととも
に愛をもって赦してくれたか、感謝の思い
がこみ上げるのでした。詩人が、罪を思い
めぐらすように、私たちも、自分の働きが
理解されない時や、この世の不条理にさら
された時「神などおられない」と感じて落
胆します。しかし、詩人は歌うのです。「あ
なたの御計らいは、いかに深いことでしょ
う」と。それは、神の救いが自分にとって
良いことを感謝し、賛美するというのでは
なく、苦しみをも神のみ手の中にあるとい

う、神の計画に対する深い信頼です。
今や、詩人にとって、「慈しみ」と「ま

こと」の神が、生きる支えとなりました。「慈
しみ」と「まこと」の神に安息日毎に感謝
をささげる詩人は、主の創造の業をも喜び
歌います。頭上に広がる青い空や夜空に光
る無数の星、広大な海やそびえたつ山々を
前に、美しく咲く花々、空を飛ぶ鳥や地上
に生きるすべての命ある生き物に、神の創
造のみ業の大きさを感じて希望をいただく
のでした。そして、どんな時でも救いのみ
業をなしてくださったからこそと神に立ち
返り、感謝するのです。どんな木でも枯れ
ていく時がありますが、なつめやしには実
が実ります。実の中にある種には命があり、
ふたたびそこで実を結びます。レバノンの
杉は切られても、神殿の材料として生かさ
れます。

詩人はこう思うのでした。主なる神は老
木となった私を、あわれみと慈しみをもっ
て、なつめやしのように、レバノンの杉の
ように豊かに祝福された、感謝に堪えない。
これからも命ある限り、主を賛美してゆこ
う、と。
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希望に生きる
詩編92編1〜16節

神に従う人はなつめやしのように茂り
レバノンの杉のようにそびえます。詩編 92：13

聖書

暗唱
聖句

聖書から…

今日の詩編は、安息日に歌っていたようで
す（92：1 参照）。安息日はユダヤの人たち
にとって大切な日です。それは創世記にある
ように、神さまが七日目にすべての創造の業

わざ

を離れ安息なさったので、人びともその安息
にあずかる日として今なお続いています。神
さまは七日目にこの安息日を創造されました。
その日にはみ手の業を喜び歌い、感謝をささ
げます。時には楽器を用います。ここにも十
弦の琴や竪琴の調べに合わせて、夜ごと朝ご
とに主のみ名をほめ歌うとあります。賑やか
に、そして心からあふれるほどの賛美を歌っ
たのです。

安息日とは、たとえ歳を重ねて「白髪にな
ってもなお実を結び、命に溢れ、いきいきと」

（92：15）するようにと、み言葉を与えら
れるものです。主のみ手の業は私たちを日々
新しくし、肉体は衰えたとしてもなお希望に
生きるようにと招くものです。私たちは礼拝
を、そんな希望の出来事としてささげている
でしょうか。

分かち合おう

⃝今日は宗教改革日です。1517 年、マルテ
ィン・ルターがヴィッテンベルク城教会の
扉に「95 ヶ条の論題」を張り出したこと
が有名です。歴史の教科書で学びました
か？ でも、この宗教改革はこれで終わり
ではありませんでした。聖書はそれまで特
定の人しか持てませんでしたが、ドイツ語
に翻訳、そして印刷技術が発展し誰もがい
つでも読めるようになります。賛美歌はそ
れまでラテン語の詩編歌しかありませんで
したが、会衆も歌うことができるように賛
美歌集もできます。この宗教改革がなけれ
ば現在の私たちのような礼拝もできなかっ
たでしょう。そしてさらに改革は続きます。
それは日々新しく礼拝をささげてゆく私た
ち自身なのかもしれません。週報にある礼
拝のプログラムの一つひとつについて、そ
の意味を確かめてみましょう。そして、一
緒に礼拝を形作る者として、どのように礼
拝を作っているでしょうか？ 話し合って
みましょう。

・「罪赦された人にとって、神の「慈しみ」
と「まこと」が、唯一の生きる上での支え
です」（「聖書の学び」より）とあります。
皆さんにとっての「生きる上での支え」は
何でしょうか？ 人間関係で悩んだり、落
ち込んだり、先が見えない不安の中で、自
分を底から持ち上げ、立たせ、歩みを起こ
させるものがありますか？ 話し合ってみ
ましょう。
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31
課

希望に生きる
詩編92編1〜16節

神に従う人はなつめやしのように茂り
レバノンの杉のようにそびえます。詩編 92：13

聖書

暗唱
聖句

聖書から…

天地創造物語の中で神さまは、第 1 の
日から第 6 の日まで創造の業を行い、第
7 の日に安息なさいました。その第 7 の
日をイスラエルの人々は安息日として会堂
や神殿で神さまを礼拝してきました。

詩人は安息日ごとに礼拝をささげる度に、
神さまから命が与えられて支えられている
ことを感謝し、喜び、賛美しました。

現代に生きる私たちも、毎週日曜日（イ
エスさまの復活を覚えるとき）に礼拝を守
っています。私たちも礼拝をささげる度に、
神さまから復活の命に与り、新たにされて
いることを覚えて賛美しましょう。

活動①�

「賛美しよう！」
27 課で賛美した「あの空はどうして青

い」（『友よ歌おう』いのちのことば社）を
賛美しましょう。神さまのみ業によって私
たちも含めて、すべてが造られたこと、7
日目に安息されて、私たちは礼拝を守るこ
とができることを覚えて心から賛美しまし
ょう。

27 課で作った紙芝居やペープサート、
パネルシアターなども一緒に用いましょう。

礼拝の中で特別聖歌隊として賛美しても
いいですね。

活動②� ワークシート

「わたしたちの教会の礼拝、�
おともだちの教会の礼拝くらべ」

新型コロナウィルス感染症の流行のため
に、感染拡大予防のため、今まで行ってい
た礼拝と違う形で礼拝を守っていた（いる）
教会がたくさんあります。そこで、私たち
の礼拝がどのように変わったか、今までの
ものと比べたり、友だちの教会の礼拝と比
べたり、引越し等で行く教会が変わってい
るメンバーは、以前の教会と今の教会と比
べてみてはいかがでしょう。

それぞれの教会で大切にしているものが
見えてくるかもしれませんね。比べた後に、
同じ部分や違う部分、また自分だったらこ
んな風にしたいなどの意見を出し合いまし
ょう。
●例えば●
Ⓐ○○教会の礼拝プログラム　　　
Ⓑ◆◆教会の礼拝プログラム

Ⓐ緊急事態宣言前の教会の礼拝プログラム
Ⓑ緊急事態宣言中の教会の礼拝プログラム

Ⓐ引っ越す前にいっていた教会の礼拝プロ
グラム

Ⓑ引っ越した後に通っている教会の礼拝プ
ログラム

などなど
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幼小科ワークシート
第31課 10月31日

わ
ワークシート

たしたちの教会の礼拝、 
おともだちの教会の礼拝くらべ
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構成・内容・年代

詩編 119 編は、いわゆるヘブライ語のい
ろは歌であり、一段落を成す 8つの節がヘ
ブライ語のアルファベット順で構成されてい
る「アルファベット詩編」です。ヘブライ語
のアルファベットが 22字ですから全体で 8
× 22 ＝ 176 節という、詩編で最も長い詩
です。内容は、詩人による「主」（ヤハウェ）
への祈りであり、人は日々の生活において律
法に従って歩むべきだと歌っています。ま
た、各段落、各節の間の連続性や展開はほと
んどみられません（岩波訳聖書：脚注）が、
全体を通して共通しているのは、1節、3節、
15 節、37 節に登場する「道」という言葉
が含んでいる、神のいつくしみ、救い、忠実
さです。この主なる神に対して、人は、主が
くださったその「道」を歩み、心を尽くして
主の定めを守ることの幸いを歌います。（参
照119：1、9など）。
詩編 119編の作成年代は、紀元前 6世紀
のバビロン捕囚のころ、あるいはその後とさ
れています。詩人が若者の人生に深く注目し
ていることは、9節、99節、100 節、141
節からわかります。

御言葉の光・御顔の光

詩編 119 編 129 〜 136 節は、ヘブライ
語アルファベット 17番目の子音「ペー」が
先頭に来る名詞「ペラオート」（驚くべきもの）
から始まる「ペー段落」です。
この「ペラオート」を死海写本は「蜂蜜の

流れ」と訳しています（岩波訳：注解）。つまり、
主の「定め」は「蜂蜜の流れ」のように麗

うるわ

し
いもの、口に甘く、霊肉ともに回復させるも
のです。それゆえに「わたしの魂はそれを守」
ることが喜びそのものなのです。
130 節の「無知な者」とは「わきまえの
ない者」（新改訳）とも訳せますが、「未熟者」
（岩波訳）であり、「純朴な者」（フランシス
コ会訳）とも訳せます。まるで、真っ白なキ
ャンバスに絵筆を入れるように「無知な者」
にみことばのドアが開き、光が差し込むと「理
解」に導かれます。では「理解」とは何を知
ることなのでしょう。例えばヨブ記28：28
にあるように「主を畏れ敬うこと、それが知
恵　悪を遠ざけること、それが分別」という
人生の知恵が与えられる、ということでしょ
う。
それゆえに、詩人はまた主の「戒め」を「口
を大きく開き、渇望しています」（131節）。
「戒め」とは、主の慈しみに満ちた民に対す
る神の言葉のことです。神の民は、主なる神
とモーセを通して契約を交わしたのですから、
十戒をはじめとする「戒め」を守ることによ
って、すべての人々が光の道を歩み、人生の
道を確かにしていくことができるのです。「御
顔をわたしに向け」の「向け」は、命令形で
す。今、「虐げる者」たちの存在に、現実に
あえいでいます。それゆえに、叫ぶのです。「御
顔をわたしに向け、憐みを施せ！主の裁きに
従って」と。
詩人は、この世の現実にあって、具体的な
虐げに取り囲まれています。さらに、内面に
は「悪」（偶像礼拝の誘惑）が襲いかかって

光が射すと
詩編119編129〜136節

御顔の光をあなたの僕
しもべ

の上に輝かせてください。
あなたの掟を教えてください。詩編119：135

聖書

暗唱
聖句
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・詩編 119 編によると主
の「定め」は「驚くべき
もの」すなわち、蜂蜜の

流れのように麗しいもの、口に甘く、霊
肉ともに回復させるものです（参考：箴
言24：13、エゼキエル3：1〜 3）。日々
の聖書通読の恵みを分かち合ってみまし
ょう。

・	今の時代は情報が事実に基づくのか、そ
れとも偽りなのか、まず判断する必要が
ある時代です。この世に溢れる事実と偽
りが混在する情報を私たちはどんな手段
で取り入れているでしょうか？	スマホ、
テレビ、新聞、ラジオ、インターネット
からでしょうか。分かち合います。次に、
私たちはそれらの情報に対して何を基準

くるのです。それらは涙が川のように流れ出
るほど苦しめているのです。だからこそ詩人
は、定めを、みことばを、戒めを求めている
のです。
この世に対して「無知な者」であり、「わ
きまえのない者」であり、「未熟者」であり、「純
朴な者」でもある詩人は、今、人生のどん底
に落ちました。そのどん底は、信仰者すらも
蜂蜜の流れのように甘く、心身を回復させる
主の律法をまもらないことに加えて、自分の
内面にある偶像礼拝への誘惑です。そのよう
な外面的、内面的な人生の危機のどん底から
詩人は叫ぶのです。
「御顔の光をあなたの僕の上に輝かせて」再
び、わたしを蜂蜜の流れのような主の「定め」
と「戒め」で活かしてください、と。

に信頼しているでしょうか？	自分自身と
愛する家族たちの命と健康を守る上で大
事なことを話し合ってみましょう。

・	「聖書の学び」によると真っ白なキャンバ
スに絵筆を入れるような「無知な者」と
いう自覚をもつ詩人は、自分の内面にお
ける様々な偶像礼拝という「悪」と蜂蜜
のように甘く、心身を回復させる主の律
法を守らないことで人生の危機を迎えて
います。「生きることは祈ること、祈るこ
とは生きること」という言葉があります。
シンプルで、ストレートで、蜂蜜のよう
にごまかしがない命のみことばによって
お互いが心身ともに生かされるように祈
りの時を持ちましょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

1日 ㊊ 詩編119：1〜8 主の道を歩む

2日 ㊋ 詩編119：9〜16 若者の歩むべき
清き道とは

3日 ㊌ 詩編111：1〜10 主を畏れることは
知恵の初め

4日 ㊍ 箴言1：1〜7 未熟な者に熟慮を
教える

5日 ㊎ エゼキエル
2：7〜3：3

御言葉は蜜のように
甘い

6日 ㊏ テサロニケ一
5：16〜22 絶えず祈りなさい



46 みんなで聴く聖書のおはなし
第32課 11月7日

み
ん
な
で
聴
く

聖
書
の

お
は
な
し

32
課

11
月
7
日

ダニエルという青年がいました。彼が生
まれた時、祖父が昔の預言者の名前を付け
たのです。ダニエルの周りには、いつも友
だちがいっぱい。それも遊び友だちが。今
日もダニエルは友だちと一緒に贅沢ざんま
い。支払いは決まってダニエル。友だちの
一人が言いました。「いつも、すまないね」。
ダニエルは言います。「いいってことよ」。
ある日、ダニエルに「父が、病気で倒れた」
という知らせが届きました。今まで「お小
遣い頂戴！」とダニエルが言うと、ダニエ
ルがかわいくてならない父は黙って小遣い
をくれました。あれほど「ダニエル、ダニ
エル」とまとわりついていた友だちみんな、
去っていきました。ダニエルはつぶやきま
す。「お金がなくなるとみんな去っていっ
た。むなしいなぁ」。その時、なぜか、幼
い頃に両親に連れて行かれた会堂の礼拝を
思い出しました。「みんな、一生懸命、律
法を朗読していたな」。懐かしくなり、次
の安息日に礼拝へ行くと詩編をみんなで朗
読していました。
「み言葉が開かれると光が射し出で　無知
な者にも理解を与えます」。ダニエルの全
身に、雷に打たれたような衝撃が走ります。
「『無知な者』って、まさに俺だ。父のお金
で遊び暮らしていた。友だちに『いいって
ことよ』っていい顔をするのが生きがいだ
った。何て未熟者だろう。今まで人がどう
自分を思うか、ということに囚われていた。

これから、安息日は礼拝へ行こう」。
やがて、ダニエルのうわさが村中に広ま

りました。「あのダニエルが、礼拝をまも
るようになったってよ」。うわさを聞いた
昔の友だちがやって来ました。「ダニエル
よ、お父さんが亡くなったってね。景気よ
くまた、パーッといこう。気が晴れるよ」。
ダニエルが「いいってことよ」と言った時
の快感を一瞬思い浮かべた時、会堂で聴い
た「虐げる者からわたしを解き放ってくだ
さい。わたしはあなたの命令を守ります」
とのみことばを思い出しました。ダニエル
の心の中に、ある光が射しこみます。
ダニエルは、友だちに言いました。「ご

めんよ。もう、ぜいたくはしない」。友だ
ちは怒って去って行きました。その背中を
見ながら、ダニエルの目から涙があふれま
す。「自分もちょっと前までは彼のようだ
った。どうか、人々が悔い改めてあなたの
命の律法を守るように」。

光が射すと
詩編119編129〜136節

御顔の光をあなたの僕
しもべ

の上に輝かせてください。
あなたの掟を教えてください。詩編119：135

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

今日の詩編 119 篇は聖書の中で一番長く
176節もあります。ここには昔の「いろは歌」
（あいうえお作文のような）、最初の文字をア
ルファベットのひとつの文字から始めるとい
う技法で書かれています。なぜそんなことを
して書いたのでしょうか。おそらく言葉を覚
えたての人にもよく分かるように、簡単な短
いフレーズを繰り返し歌うことで歌い継いで
いったのでしょう。小さな子どもたちと一緒
に神さまの言葉を分かち合おうとしたのかも
しれません。当時、私たちが手にしているよ
うな製本された聖書は誰も持っていませんで
した。ですから「読む」というより、神さま
の言葉をみんなで聞いていたのです。そのよ
うに想像してみると、聞くことは味わうこと
であり、聞いた者の体を通して立ち上がって
ゆくものでもあったでしょう。
読んでいくと、まず「わたし」「あなた」
という言い方に目が止まります。「わたし」
とは読み手、「あなた」とは神さまのことです。
そして「〜ください」という言葉にも注目し
たいと思います。つまり、読み手が神さまに
願う祈りの言葉が編まれています。「わたし」
と「あなた」というような近い関係の中で「主
よ」とこの詩人も祈っています。誰にも言え
ない悩みを神さまに打ち明けるような、そん
な祈りをしたことがありますか？	きっとこ
の詩人も神さまへの信頼があるからこそ、そ
んな近い関係で祈ったのでしょう。信頼して
祈る時、たとえ答えは出なくとも、そのよう
に祈ることができる相手がいることが私たち
にとって福音ではないでしょうか。

分かち合おう

⃝今日の詩編もぜひ音読してみましょう。短
い文章が折り重なっているのがよく分かる
と思います。聖書の学びにあるように、主
の「定め」とは言い換えれば「蜂蜜の流れ」
でもあるそうです。口に甘く、心も体も回
復させるものです。神さまの言葉を蜂蜜の
ように甘いと感じたことはありますか？	
もしあれば、それはどんな時でしょうか。
また逆に、辛

か ら

いと感じたこともあるでしょ
う。み言葉の味について、話し合ってみま
しょう。

⃝「御言葉が開かれると光が射し出で」「御
顔の光をあなたの僕

しもべ

の上に輝かせてくださ
い」など、「光」も大切なキーワードとし
て出ています。実際に私たちが暮らす中に
もたくさんの光があります。電気やレーザ
ーなど生活にはなくてはならないものです。
光があふれている世の中で、本当に照らし
てくれる光、輝く光とは何でしょうか。こ
の詩人が求めていた光はどのようなものか、
話し合ってみましょう。

光が射すと
詩編119編129〜136節

御顔の光をあなたの僕
しもべ

の上に輝かせてください。
あなたの掟を教えてください。詩編119：135

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

「みんなで聴く聖書のおはなし」に出てく
るダニエルはお友だちと一緒に家のお金で
贅沢三昧していました。しかも、それが悪
いことだと全然思ってもみませんでした。
しかし、お父さんが病気になったことをき
っかけに、幼い頃に両親と行っていた礼拝
を思い出しました。安息日に礼拝に行き、
神さまのみ言葉に出会い、悔い改め、それ
までとは全く正反対の生き方を始めました。
神さまのみ言葉が私たちの心に届くとき、
光が射し出て、自分中心の生き方から神さ
ま中心の生き方へと、そして、友のために
祈る命へと変えられていきます。

活動①�

「あいうえお作文」
詩編119編はヘブライ語のいろは歌「ア
ルファベット詩編」です。
私たちも皆であいうえお作文を作ってみ
ませんか。ア行だけでなく、いろいろな行
に挑戦してみましょう。
例あいしてくださる
	 イエスさま
	 うつむいているわたしを
	 えがおにかえる
	 おともだち

活動②�

「ランタン作り」
●準備●空き缶（スチール缶、アルミ缶、

どちらでも扱いやすいもの）、穴を
あける道具（キリやくぎ、かなづち
など取扱い注意）、ロウソクや小さ
なランプ、その他（黒の布ガムテー
プ、模様の型紙など）

空き缶を使ってランタンを作ってみまし
ょう。
①空き缶に、模様に沿
って穴をあけます。

②①をろうそくや小さ
なランプの上から被
せましょう。空き缶
から光が射し出しま
すよ。

光が射すと
詩編119編129〜136節

御顔の光をあなたの僕
しもべ

の上に輝かせてください。
あなたの掟を教えてください。詩編119：135

聖書

暗唱
聖句

活動③� ワークシート

「なんのかたちだろう？」
☆のところを黒く塗ると何かの形が出てき
ますよ。 32 課ワークシートの答え
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んのかたちだろう？
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背景

詩編131編は、「ダビデの詩」と冠されて
いますが、再建されたエルサレム神殿に入る
に際し、主（ヤハウェ）のみに頼る幼子のよ
うな信頼をあらわした巡礼者たちの詩とも読
めます。幼子は、母を心から信頼し、母と一
緒にいるだけで完全に満足します。この幼子
がもつ信頼の雛

ひな

型
がた

としてダビデが連想される
のでしょう。
3節の「イスラエルよ、主を待ち望め。今
も、そしてとこしえに」から、この詩人はイ
スラエルの民全体に呼びかけていることが分
かります。紀元前 6世紀後半におけるバビ
ロン捕囚から帰還後のイスラエルの民は、エ
ジプトなどの大国に依存せず、カナンの偶像
礼拝を捨てて、ひたすら、主に信頼する幼子
のようになりました。かつて、イスラエルの
民は、頑

かたく

なで他国への依存や偶像礼拝を止め
ず、それ故に隣人性を欠き、物の所有、富に
とらわれて亡国を迎えたのでした。
1節の「驕

おご

る」「高くを見る」は、それぞれ、
人間が自己絶対化することを現します。「目
が高い」という表現は、高

こう

慢
まん

不
ふ

遜
そん

となって偶
像礼拝へ走るイスラエルの民を戒める預言者
の慣用句でした。
「追い求めません」とは、「歩まない、進ま
ない」という意味で、しかも強調形です。つ
まり大国間でウロウロとして、迷いの深みに
落ち込むことを繰り返しませんと言っている
のでしょう。
「大き過ぎること」「驚くべきこと」とは、
いったい何を意味するのでしょうか。それは、

大げさなことやドラマティックなことに心を
向けようとすることです。今、再建されたエ
ルサレム神殿へ入ろうとするにあたって、巡
礼者たちは、何を求めるべきなのか、誰に頼
るべきなのかを据え直しています。ここに悔
い改めを抱く砕かれた姿と幼子の姿が深く重
なっています。巡礼者たちは、かつてダビデ
が預言者ナタンによって叱責された時、神の
前に告白した「しかし、神の求めるいけにえ
は打ち砕かれた霊。打ち砕かれた悔いる心
を神よ、あなたは侮られません」（詩編 51：
19）を想い起こしながら、「大き過ぎること
を　わたしの及ばぬ驚くべきことを、追い求
めません」と謳

うた

ったのでしょう。

魂を沈黙させる

2節で繰り返されている、命そのものであ
る「魂」（ネフェシュ）のもともとの意味は、「の
ど」です。たとえば「のどから手が出るほど
欲しい」と表現するように、「のど」は「貪欲」
と訳されることもあります（岩波訳：用語解
説）。
貪欲に関して、主イエス・キリストは「ど
んな貪欲にも注意を払い、用心しなさい。有
り余るほど物を持っていても、人の命は財産
によってどうすることもできないからであ
る。…ただ、神の国を求めなさい。そうすれ
ば、これらのものは加えて与えられる」（ル
カ 12：15、31）とおっしゃいました。貪
欲は魂を「思い悩」（ルカ 12：22）みの虜

とりこ

とするということでしょう。
この「魂」を今は沈黙させ、手放すことが

都もうでの歌
詩編131編1〜3節

主を待ち望め。今も、そしてとこしえに。
詩編131：3

聖書

暗唱
聖句
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・かつてイスラエルの民
は、目に見えるエジプト
などの超大国やカナンの

偶像を頼り、隣人性を欠き、物の所有、富
にとらわれてその結果、バビロン捕囚と
いう亡国を体験しました。その後、民は
悔い改めて、ひたすら、主に信頼する幼
子のようになりました。今、この時代に
信仰者である私たちにとっても、見える
ものは誘惑に満ちています。どういう誘
惑を目に見えるものに感じるか、そして、
それらから解放されるには何が必要なの
か、話し合ってみましょう。

できたと詩人は言います。幼子が満足し、安
心して母の胸に頭を寄せているような心境に
至り、いよいよ神を賛美することに立ち返っ
た想いを一歩一歩、都へ上る「巡礼」という
礼拝行為に重ねて詩人は謳うのです。

主を待ち望め

巡礼者たちは、バビロン捕囚に至るいきさ
つを自分たちの祖父母や両親によって幼い頃
から語り聞かされていたのでしょう。「自分
たちは、預言者たちの『主を求めて、生きよ』
という叫びを聴き従わなかった。その結果、
ソロモンが建てた神殿は粉々になった。自分
たちも神の都エルサレムから散らされた。イ
スラエルよ、主を求めて生きること、主を待
ち望むことが命の道なのだよ」と。

・	2節で繰り返されている「魂」のもともと
の意味は、「貪欲」とも訳される「のど」
という言葉です。人間の魂を捕らえ、自
己絶対化という偶像礼拝へ誘う「貪欲」
を、詩人は沈黙させ、手放すことができ
ました。それは、主を待ち望むことこそが、
命の道であることを自覚したからでした。
様々な情報やモノがあふれ、日曜日も仕
事や様々な事情により礼拝へ出席しにく
いこの時代です。また、新型コロナウィ
ルス感染対策によって、共に集うことが
かなわず、画面越しの集会という制約さ
れた社会に生かされている私たちにとっ
て、主を待ち望むこととは、具体的にど
ういう生き方なのか、今までの自分自身
の信仰の歩みをふりかえってみましょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

8日 ㊊ 箴言6：16〜19 主のいとわれる
驕り高ぶる目

9日 ㊋ イザヤ2：6〜11 高ぶる目は
低くされる

10日 ㊌ 詩編51：15〜19 打ち砕かれた
悔いる心

11日 ㊍ ルカ12：13〜21 どんな貪欲にも
注意せよ

12日 ㊎ ルカ12：22〜34 ただ神の国を求めよ

13日 ㊏ 詩編130：1〜8 主に望みをおく

父祖たちの苦難の体験を踏まえて、巡礼者
たちは謳うのでした。「イスラエルよ、主を
待ち望め。今も、そしてとこしえに」と。
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デボラは、テントのなかで目を覚ましま
した。「ああ、やっと朝が来た。ラクダに
水をやらなければ。きっと今日はエルサレ
ムに着く」。ここは、エルサレム郊外のオ
アシス。デボラはバビロンからエルサレム
神殿へ旅する巡礼団の一人です。
昔、デボラのおじいさんとおばあさんは、
エルサレムに住んでいました。けれども、
バビロンによる補囚でバビロンの地へ連れ
て行かれました。数か月かかって着いたバ
ビロンには大きな川が流れていて、その川
の近くに住むようになりました。バビロン
の人々は辛くあたりませんでした。土地も
与えられました。でも、おじいさんは毎日、
川のほとりに出て、エルサレムに向かって
泣き続けます。そんなおじいさんたちを見
て、バビロンの人たちはあざけりました。
ある日、エルサレムにいる預言者から手
紙が届きました。「今回の事柄は神が起こ
したこと。あなたがたとあなたがたの先祖
が、『主に立ちかえれ』と言われつづけて
いたのに、平和をもたらす主なる神を退け、
偶像を拝み、貧しい同胞を奴隷とした。あ
なたがたは、バビロンの地に住み着き、そ
の地の民を愛し、その町の平安のために主
に祈りなさい」。手紙をもらった人たちは、
バビロンの地に住み着き、バビロンの民を
愛そうと努力しました。やがて、バビロン
の地で生まれた男女が結婚し、デボラが生
れました。
ある日、エルサレムの壊れた神殿が建て
直された、との噂が届きました。お父さん

とお母さんが話し合います。「再建された
エルサレム神殿を訪ねたいものだね」。デ
ボラは言いました。「私も行きたい」。そう
して、デボラたちはエルサレム神殿への巡
礼団に加わりました。
その日、日が昇るころ、オアシスを出て

ラクダに揺られながらゆっくり旅するデボ
ラたち巡礼団の目に、夢にまで見たエルサ
レムの城壁が見えてきました。途中、いろ
いろな高台がありました。ある高台はバア
ルのための祭壇、ある高台はアシュタロテ
のための祭壇でした。今も綺麗な花が飾ら
れています。「わぁ、きれい！」と思わず、
寄りたくなる魅力的な祭壇の数々です。そ
んな高台を眺めながら、親たちは言いまし
た。「私たちの先祖は、これらの偶像を拝み、
同胞を奴隷にしてしまった。同じ過ちをし
てはならない。ただ、主なる神さまに出会
うことさえできれば、十分だ」。
ラクダの背にゆられるデボラの口から自

然に賛美が生まれました。「イスラエルよ、
主を待ち望め。今も、そしてとこしえに」。

都もうでの歌
詩編131編1〜3節

主を待ち望め。今も、そしてとこしえに。
詩編131：3

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

120 編から 134編まで「都へ上る歌」が
続きます。都とはエルサレム、礼拝するその
場所へと人びとは集まります。「巡礼」の歌
です。ある人は巡礼について、このように言
いました。「巡礼とは、その都を目指して歩
く一歩一歩である」と。目指すべきものがあ
ることもそうですが、祈りつつ歩く、その道
行そのものが巡礼であると言うのです。目指
すべきところへと向かうまでにはいろんなこ
とを経験するでしょう。時には我を忘れるほ
ど喜び、時には歩く力も無くなってしまうほ
どの悲しみに打ちひしがれたり、時には誰か
の肩を抱きながら一緒に涙し、時にはこの世
に自分ひとりではないかと思うほどの孤独感
も味わいます。礼拝に向かう旅において、い
ろんな感情を持ちながら、なおその場所を目
指すその一歩一歩、そのすべてが巡礼なので
す。
今日の短い詩編は、力強い言い方をしなが
ら自分に言い聞かせているような歌に聞こえ
てきます。心が高ぶり、身の丈に合わないよ
うなものに心奪われ、魂も揺さぶられている。
そんな出来事の前に右往左往している読み手
の姿が見えてきます。だからこそ、この詩人
は「魂を沈黙させ」（131：2）たのでしょ
う。そして最後には、主を待ち望めと歌いま
す。きっとこう歌いながら、静かに大切な希
望を胸に刻んでいたのです。

分かち合おう

⃝神さまによって礼拝から遣わされ、また礼
拝へと受け止められる。礼拝から礼拝への
一週間の歩みは、巡礼の旅であるというこ
ともできるでしょう。今日までの一週間の
歩みはいかがでしたか？	神さまに祈りつ
つ歩いた旅路だったでしょうか。祈りつつ
歩くとは神さまと対話をしながら、その対
話の中で自らを振り返ることでもあると思
います。私たちの生活の中で、ゆっくり自
分自身を省みることはとても大切なことで
す。嵐のように言葉が飛び交うようなやり
取りの中で、本当に必要な言葉はそれほど
多くはないでしょう。沈黙も時には必要で
す。静かにしないと聞こえてこない声を聞
いてみましょう。

⃝「母の胸にいる幼子のように」という言葉
が出てきますが、別に「母親」でなくても
いいのではないかとも思います。すべての
人は幼子でした。自分を安らかな居場所に
導いてくれる存在、それがこの詩編の様子
を表しています。自分にとってそんな存在
はあるでしょうか？	自分が自分でいられ
るような場所、そんな場所に教会がなって
いるでしょうか。話し合ってみましょう。

都もうでの歌
詩編131編1〜3節

主を待ち望め。今も、そしてとこしえに。
詩編131：3

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

バビロンに捕囚された人々もユダに残さ
れた人々も、神さまから離れたことを反省
し、幼子が母親を慕うように、神さまに全
幅の信頼を寄せます。バビロン捕囚のいき
さつや、主を求めて生きる生き方を子へ孫
へと語り継ぐことによって、二度と神さま
から離れないようにと自分たちを戒め、自
分たちの信仰を継承していきました。
その一つの態度のあらわれとして、捕囚
からの帰還後、人々はエルサレム神殿を再
建し、神殿を詣でることに望みを置きまし
た。神殿が再建され、共に礼拝を守ること
ができた時の喜びはこの上ないものでした。

活動①�

「みやこもうで」
「だるまさんがころんだ」の要領です。
①ひとりのメンバーがオニとなり基点を決
めます（壁など）。
②他のメンバーはオニから離れたところに
立ちます（スタートライン）。
③オニは他のメンバーを背中にして「みや
こもうで」と言います。
④「みやこもうで」のことばに合わせて、
他のメンバーはオニに向かって近づいて
いきます。
⑤オニが振り向いた時に動いていたメンバ
ーは、そのゲームから外れます。
⑥最初のメンバーがオニの背中にタッチで
きたら、そのゲームは終了です。オニ役

もメンバーも、一緒にみやこもうでがで
きたことを喜びましょう。

⑦オニを交替します。

活動②�

「家から教会までの地図を作ろう！」
メンバーの皆さんはいろいろな所から教

会に通ってきていると思います。家から教
会まで、どのように来ているか（徒歩、自
転車、車、など）、誰と、どのくらい離れ
ているか、来る途中にどんなものがあるか
（公園、お店、など）、地図を作ってみませ
んか。皆さんがどこから来ているか知るの
は発見ですね。皆さんの地図を合わせてみ
るとおもしろいかも知れませんね。

活動③� ワークシート

「さあ！エルサレムへ行こう！」すごろく
①人数分のコマとサイコロを用意します。
②メンバーで順番を決めてサイコロを振っ
てこまを進めます。

③スタート「バビロン」からゴール「エル
サレム」を目指しましょう。

	 二重のマスは必ず一回止まります。マス
の指示に従います（指定の目が出たら次
に進みます。リーダーとジャンケンして
勝ったら次に進みます）。

	 コマが「1回休み」のマスに止まったら、
次はお休みになります。

都もうでの歌
詩編131編1〜3節

主を待ち望め。今も、そしてとこしえに。
詩編131：3

聖書

暗唱
聖句
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「
ワークシート

さあ！ エルサレムへ行こう！」すごろく
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歴史的背景・構成

詩編 147 編は、2節 3節から推察するに、
エルサレム城壁再建後に読まれたものと思わ
れます。エルサレムが再建され、城門のかん
ぬきが堅固とされ、帰還の民に平和が確保さ
れた頃でした。
構成としては、1 〜 6 節、7 〜 11 節、
12〜 20 節の三部に分かれています。それ
ぞれ、まず主をたたえ、続いて賛美の理由が
記されます。全体のテーマは、神がイスラエ
ルを救い、注がれた数々の祝福をおぼえて感
謝した主を賛美する詩です。具体的には捕囚
の地バビロンからの救出とその後の豊作で
す。星をも支配なさる神が、星の数ほどの
イスラエルの民を、一人ひとり名を呼んで
集めるように捕囚から帰還させ（147：2〜
6）、雲を支配なさる神が豊作を与えてくだ
さる（147：8〜 11）。災害をもたらす雪や霜、
氷塊は、イスラエル（シオン）に対する懲ら
しめ、それらを溶かす温かい風は、あわれみ
深い神のゆるし（147：18）に、それぞれ
結びつけられています。イスラエルに対する
神の最終的な祝福は、どの国に対しても与え
られない主の「掟」と「裁き」です（参考：
フランシスコ会聖書　注）。

内容

紀元前 6世紀前半からの三度に亘るバビ
ロン捕囚によって火を放たれたエルサレムを
再建したのはエズラ、ネヘミヤでした。そ
の背後には主のみ手がありました。紀元前

538 年のペルシャ王キュロスによる帰還と
神殿再建の勅

ちょく

令
れい

によって、それまで追いやら
れていた神の民イスラエルは、エルサレムへ
帰還しました。バビロンの地で地元の民から
あざけりを受けながら、「エルサレムよ」と
嘆き続けてきたイスラエルの打ち砕かれた心
は癒され、その深い傷は包まれました。その
背後には、歴史に働く主の深いみ旨がありま
した。主は、捕囚の地バビロンにおいて世代
を超えた長年の民の祈りに応えられたのでし
た。その時、それまで、偶像礼拝の誘惑に負
け続け、亡国と追放を体験したイスラエルの
民は、自分たちの「打ち砕かれた心」の叫び
を聞いてくださった、あわれみの主の前にひ
れ伏し、悔い改め、主（ヤハウェ）こそが神
であることを知ったのでした。それゆえ、6
節の「貧しい人々」とは、アッシリアによっ
て追放されて以来、離散と捕囚の苦しみを味
わい続けたイスラエルの民そのものと言える
でしょう。その「貧しさ」から救い出され、今、
感謝の献げ物と竪琴をもって主なる神を賛美
せよ、と勧めているのです。主なる神は、自
らの罪ゆえに懲らしめを受けたにもかかわら
ず、打ち砕かれて立ち帰った民の祈りを聞か
れる神なのです。

主が望まれるのは

かつて、ソロモン王は、どの国にも負けぬ
戦車用の「馬」と騎兵を沢山持ち、誇ってい
ました。その結果、歴史的に主の懲らしめに
よってイスラエルは亡国の憂

う

き目にあいまし
た。そのどん底で打ち砕かれ、主から裁かれ

主が望まれるのは
詩編147編1〜20節

主は仰せを地に遣わされる。御言葉は速やかに走る。
詩編147：15

聖書

暗唱
聖句
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・バビロン捕囚からエズ
ラ、ネヘミヤによる第二
神殿完成まで約 70年の月

日がかかりました。エルサレムの城壁も
再建され、城門のかんぬきが堅固とされ、
帰還の民に平和が確保されたころ、この
詩編 147 編が生まれました。それまで
バビロンでは、捕囚の民が犯した偶像礼
拝という歴史的な罪を悔い改める祈りが、
世代を超えて見事に継

けい

承
しょう

されてきました。
その世代を超えた悔い改めの祈りを主が
聞かれたのでした。「希望はどこにある
のか」と思えるような今の時代において、
私たちの信仰が、次の世代の人々へ、また、
私たちの子や孫らに継承されてゆくよう
にクラスで祈りの時を共に持ってみまし
ょう。

るのは当然であると悔い改め、ひたすら、主
を畏れ、慈しみをひざまずいて待ち望む民を
主は見捨てられないのです。主が望まれるの
は、自らの罪を自覚し、悔いた砕けた魂をも
つ人なのです。

掟と裁き（147：19、20）

「裁き」とは「『貧しい人（人）』を救うこと、
よるべのない社会的弱者の立場を擁

よう

護
ご

するこ
と」（第 30課　聖書の学び）です。「掟」と
は、神と人に対する諸々の「戒め」のことで
す。イスラエルにとって、その「戒め」を守
ることが「命」（申命記30：15〜 20）です。
主は、イスラエルにバビロン捕囚という苦難
を与えて民の心を「打ち砕かれた心」（147：
3）へ造り替えられました。その時、初めて

・	いつの時代でも戦争や内乱などが起きる
と真っ先に犠牲となって命を失うのは子
どもたちです（哀歌 2：19）。世界では戦
争や内戦などで、国内では貧困による飢

き

餓
が

や虐待によって子どもたちが声なき声
をあげつつ、日々、命を失っています。し
かし、「わたしたちの神」である主は、そ
の地上において失われた命の一つひとつ
を星となった子どもとして数えられてい
ます（147：4）。

　この秋、召天者記念礼拝を守られた教会・
伝道所も多いと思います。既に召された
愛する方が、生前、私たちに遺

のこ

してくだ
さった信仰の証しを分かち合い、感謝の
祈りを共にささげましょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

15日 ㊊ 詩編102：13〜23 シオンの再建

16日 ㊋ イザヤ57：14〜21 打ち砕かれた心の人

17日 ㊌ 詩編33：16〜22 馬は勝利を
もたらさない

18日 ㊍ 申命記30：15〜20 主の戒めと掟と
法を守れ

19日 ㊎ 詩編78：1〜8 後の世代に
語り継ごう

20日 ㊏ 哀歌2：11〜12 息絶える幼子と
乳飲み子

イスラエルは、主の「掟と裁き」を告げられ
るみ言葉こそ、命の支えであることを知り、
賛美するのでした。
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ハンナは、今年、80歳になる女性です。
お父さんはエルサレムから数キロメートル
離れたオリーブ畑の小作人でした。ハンナ
が10才の時、オリーブ畑でお父さんの手
伝いをしていると、見しらぬ兵士たちが大
勢やってきました。それは、バビロンの王
が率いる軍隊でした。ハンナたちが見てい
ると彼らは、エルサレムを包囲しました。
エルサレムの中にいたユダの王はじめ、み
んな一年以上、たてこもりました。しかし、
食べ物がなくなって、ついに落城してしま
いました。バビロンの王は、ユダの王や役
人たちをみんな、はるか遠いバビロンへ連
れて行きました。ハンナのお父さんは貧し
い小作人だったので「今までの生活をして
もよろしい」と言われ、その地に留まりま
した。
お父さんは、ハンナに言います。「あれ
ほど、預言者たちが何年も『主を求めて、
生きよ』。『バビロンへ降れば、あなたたち
は助かる』と預言し続けたのに、わしらは、
主の言葉を聞かなかった。助かった、とは
言え、わしらは真剣に悔い改めなければな」
と。
一方、バビロンへ連れて行かれた人たち
はどんな生活をしたことでしょう。人々は、
「ああ、エルサレム、ああ、エルサレム」
と嘆いていました。自分の胸を打ち叩きな
がら「自分たちが悪かったんだ」と泣きな
がら、何年も祈り続けました。やがて、そ
のエルサレムを想い、自分たちの罪を悔い

る祈りは、その地で生まれた子どもたちや
孫たちに継承されていきました。
月日がたち、ペルシャの王が、エルサレ

ムへ帰ることとエルサレム神殿を再建する
ことを許可しました。エルサレムへ帰って
行った者たちは、早速、神殿再建にとりか
かります。一時は、それをよく思わない者
たちの激しい妨害にあい、工事が中断した
こともありました。けれども、皆で力を合
わせてとりかかり、ついに神殿を再建した
のです。喜びの声は賛美の歌となって響き
渡ります。
「ハレルヤ。わたしたちの神をほめ歌うの
はいかに喜ばしく　神への賛美はいかに美
しく快いことか」。
しばらくの時をへて、エルサレムの城壁

も何とか再建できました。城壁再建を祝う
礼拝においては、聖歌隊が賛美の歌を歌い
ます。この70年間の歴史を見て来たハン
ナは、杖をつきながら礼拝に参加しました。
「感謝の献げ物をささげて主に歌え。竪琴
に合わせてわたしたちの神にほめ歌をうた
え」。

主が望まれるのは
詩編147編1〜20節

主は仰せを地に遣わされる。御言葉は速やかに走る。
詩編147：15

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

今日の詩編を読んでみると「わたしたち」
という一人称複数形が使われています。「わ
たし」ではなく「わたしたち」という言い方に、
共同体の歌ということができます。わたし
たちの神を（147：1）、わたしたちの主は
（147：4）、という語を使いながら、大勢の
人たちと一緒に告白する賛美でもあったので
しょう。それは、この世の価値観とは全く違
う神さまの視座にありました。馬の勇ましさ
や足の速さを望まれるのではなく、主を畏れ、
主の慈しみを待ち望む人のことです（147：
10〜 11）。つまり、力の強さや速さ、それ
が一番とされる世にあって、なおそれらでは
なく神さまの前に謙虚になることでした。そ
れは、あのエルサレム入城の場面で、小さな
子ロバに乗ったイエスさまの姿に重なります
（マタイ21：1〜 5参照）。
私たちの周りには、力や速さに価値観を置
くことが何と多いことでしょうか。残念なが
ら私たちが知ろうと知るまいと、聖書が語る
価値観とは全く違うものが、支配しようとぐ
んぐんと手を伸ばしてきます。だからこそ私
たちは、私たち自身を解放しようと語られる
神さまの声に耳を傾けるのです。主を畏れる
人とは、どのような人のことでしょうか。

分かち合おう

⃝ 4節に「主は星に数を定め／それぞれに
呼び名をお与えになる」とあります。何か
自分の身の周りのものに名前を付けたこと
がありますか？	自分で名前をつけると愛
着もわくものです。創世記にもこんな言葉
があります、「主なる神は、野のあらゆる
獣、空のあらゆる鳥を土で形づくり、人の
ところへ持って来て、人がそれぞれをどう
呼ぶか見ておられた。人が呼ぶと、それは
すべて、生き物の名となった」（創世記2：
19）。名をつけるとは大きな責任を伴うこ
とかもしれません。でも、そのような関係
に生きるものとされるのです。自分の周り
に、名前を呼び合う関係があるでしょう
か？そのことはどんな意味があるのでしょ
うか。

⃝聖書の学びに「主は、捕囚の地バビロンに
おいて世代を超えた長年の祈りに応えられ
たのでした」とあります。この「捕囚」と
いう出来事は実に 50年ほど続きます。解
放の出来事とは、捕らえられていた人びと
が帰還をゆるされるのと同時に、バビロン
もまた捕らえたその手を離すということで
しょう。東アジアの歴史の中にも行われた
強制連行と解放の出来事があります。特に
日本と韓国の間にあるものをどう表現する
のか、それは歴史をどこに立って見るのか
ということです。例えば同じ8月 15日の
ことを日本と韓国で呼び名がどう違うのか、
など自分なりに調べてみましょう。

主が望まれるのは
詩編147編1〜20節

主は仰せを地に遣わされる。御言葉は速やかに走る。
詩編147：15

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

バビロン捕囚は捕囚された人々にとって
も、残された人々にとっても、心に大きな
傷を残すものでした。しかし、神さまはそ
のような傷ついた人々を、一人ひとり名を
呼んでご自身の元へ集めてくださり、心の
傷をいやし、包んでくださいました。招い
てくださって集まって行われた礼拝への喜
びは人々にとって、この上ないものでした。
神さまと私たちは、名前を呼び合う関係
です。私たちは礼拝で、神さまの名を呼ん
で祈り、賛美をささげます。神さまは私た
ちの名を呼んで礼拝へと招いてくださり、
み言葉と聖霊をお与えくださいます。信頼
と安心とで結ばれた礼拝は集められた人々
に喜びを与えます。

活動①�

「一人ひとりの名をよんで」
①さんびか「ひとりひとりのなをよんで」
（『幼児さんびかⅡ』キリスト教保育連盟）
を賛美しましょう。

②私たち一人ひとりに名前が与えられてい
ます。事前に家族から聴いてきたメンバ
ー一人ひとりの名前の由来を聴き合いま
しょう。家族から聴くことが難しい場合
は、無理せず配慮しましょう。
③聖書に出てくる登場人物にも名前があり、
その由来が記されています。調べてみま
しょう。

例イサク⇒彼は笑う（創世記 17：19）
等

④さんびか「そのかずいくつ」（『幼児さん
びか』21番　キリスト教保育連盟）を
賛美しましょう。さんびかの歌詞をかみ
しめて、神さまの愛を分かち合いましょ
う。

活動②� ワークシート

聖書に出てくる人物はみんな神さまから
愛され選ばれた人たちです。
いくつ名前がわかるかな？
たて、よこ、ななめ、まっすぐ、上から

も下からも、右からも左からもあります。

主が望まれるのは
詩編147編1〜20節

主は仰せを地に遣わされる。御言葉は速やかに走る。
詩編147：15

聖書

暗唱
聖句

34 課ワークシートの答え
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幼小科ワークシート
第34課	11月21日

い
ワークシート

くつ名前がわかるかな？
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時代背景・状況

預言者イザヤは、主
おも

に紀元前 8世紀半ば
から後半の「アハズ、ヒゼキヤ王時代」に活
動した預言者です。彼は南王国ユダの王に対
しても発言力のある社会的地位の高い預言者
でした。イザヤが預言者として活動していた
紀元前 722 年から 721 年にかけて、アッ
シリアによって北王国イスラエルは滅びます。
ユダ王国もアッシリアの前に存亡の危機を迎
えます。イザヤは、そうした戦乱の絶えない
時代にあって、エルサレムの民とユダ王国の
王や高官たちに預言したのでした。

歴史的破局の中で

11 章の預言がなされた時代状況は、いわ
ば歴史的破局の時であり、政治の有様と統治
者たちへの不信が極まった時でした。そこで
語られたのが、やがてエッサイの株から萌え
出る新しい王による平和です。イザヤは、神
のみ心を実現するにふさわしい新しい王、し
かも決定的な「メシア的王」を待ち望みました。
「エッサイの株」（11：1）から、それまで
の古く悪いものを引きずってきた体制を断ち
切る、新しい価値観への体現として若々しい
新芽が生まれようとしています。「エッサイ」
には、ダビデ王が名もないエッサイという小
さい家系からおこされたように、新しい王も
また、最も小さな切り株から起こされること
が示

し

唆
さ

されているのでしょう（サムエル上
20：27）。主は、新しい王に三つの霊、即ち、
「知恵と識別の霊」「思慮と勇気の霊」「主を

知り、畏れ敬う霊」を注がれ、その霊が彼の
上にとどまります。「知恵」とは、その時々
の状況に応じて適切に判断し、裁きを行う霊
性のことです。「識別」とは「目に見えると
ころ」や「耳にするところ」（11：3）に惑
わされず、物事の真実を見抜く霊性のこと、
「思慮と勇気」とは、見定めた真実に堅く立
って行動に現わす力のこと、「主を知り、畏
れ敬う」とは、神を信頼し謙遜を忘れない態
度を意味します。
これら主の霊がとどまるメシア的王は、権
利を奪われた「弱い人」（11：4）と、搾

さく

取
しゅ

され苦しめられている「貧しい人」の為に律
法に即して正義と公平を行うのです。

みことばによる平和の確立

新しい王は、神と人、人と人とが平和に結
ばれ、さらには人と動物（すべての生き物）
が共に和して憩う、まさしく神の目にすべて
が「極めて良かった」（創世記 1：31）天地
創造時の世界を、再び地の上に確立します。
そこでは、それまで全地を支配していたあら
ゆる暴力は静まり、全世界は「主を知る知識」
（11：9）に満たされます。
「主」のみこころは、国々が「剣を打ち直し
て鋤とし　槍を打ち直して鎌と」して「戦う
ことを学ばない」（2：4）非戦無兵の恒久平
和にあるからです。
「若獅子」（11：6）、「獅子」（11：7）と
ある通り、当時ライオンが生息しており、よ
ちよち歩きの「幼子」（11：8）が親の目が
とどかぬ隙に、マムシや毒蛇によって命を落

平和の主よ来てください、この世界に
イザヤ書11章1〜10節

わたしの聖なる山においては何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。
イザヤ11：9

聖書

暗唱
聖句
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・イザヤが預言し、イス
ラエルの民が待ち望んだ
メシア的王とはどんな王

でしょうか？	イザヤ書 53章を読み、「み
んなで聴く聖書のおはなし」を参考に話
し合ってみましょう。

・	2015 年 7月、時の政権は「積極的平和」
と称して衆議院特別委員会にて安保関連
法案を可決しました。その結果、今、軍
隊放棄を旨とする現行の平和憲法から見
ると違憲と考えられる自衛隊と米軍の一
体化が進んでいます。それに対して、メ
シア的王が民のために造り出す「平和」と
はどのような平和でしょうか？	いつその
「平和」は実現するのでしょうか？	6 〜 9
節や「聖書の学び」の「みことばによる

とすことも日常だったことでしょう。そうい
う緊張に満ちた日常から解放される平和が樹
立されます。
ところで「根」（11：1、10）という言葉
から連想するのは、イザヤ 53章の「苦難の
僕
しもべ

」の預言です。ここでは「乾いた地に埋も
れた『根』から生え出た『若枝』のように」
と記されています（53：2）。ただしその若
枝は、決して華々しい姿の王ではなく、周囲
から軽蔑され、見るべき面影はなく、人々に
見捨てられ、多くの痛みを負い、病を知って
いる姿です。それゆえ、この王が、暴力や不
法をただし、平和を確立する手段は、軍事力
によるのではなく、その口と唇（11：4）か
ら出るみことばです（参照：黙示録 1：16）。
これらイザヤの預言は、まさしく飼い葉おけ

平和の確立」を参考に考えてみましょう。
主のみこころは非戦無兵の恒久平和にあ
りますから「平和を実現する人々」（マタ
イ 5：9）として、私たちが主に用いてい
ただけるように祈りの時を持ちましょう。

・	本日は、キリストの平和と和解の福音を
たずさえて、アジアとアフリカの人びと
と共に生きる日本バプテスト連盟派遣 4
組の世界宣教の働き人とそれぞれの宣教
地のために祈る「世界バプテスト祈祷週
間」初日です。派遣されたそれぞれの働
き人とご家族へクリスマスカードを書い
たり、現地の人びとと共に祝福の祈りを
合わせましょう（各世界宣教の働き人の
住所は、日本バプテスト女性連合『世の光』
誌参考）。

成
人
科

準備のための聖書日課

22日 ㊊ イザヤ1：1〜9 天よ聞け、
地よ耳を傾けよ

23日 ㊋ サムエル記上
16：1〜13 油を注がれたダビデ

24日 ㊌ イザヤ2：1〜5 主の光の中を歩もう

25日 ㊍ イザヤ53：1〜12 この人を見よ

26日 ㊎ ヤコブ3：13〜18 平和を実現する
人たちの働き

27日 ㊏ ヨハネ黙示録
22：16〜20

アーメン、主イエスよ、
来てください

に寝かされ、十字架に死なれ、三日目によみ
がえさせられた救い主イエス・キリストを指
し示しています。
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預言者のイザヤに主の言葉が降
く だ

りました。
その言葉は、平和の王がやがて戦乱たえな
いこの地にやってくる、という預言でした。
ユダ王国のアハズ王の時代、北イスラエ
ルは、アッシリアに対抗するために、アハ
ズ王に軍事同盟を結ぼうと誘ってきました。
アハズ王が、その軍事同盟を断ったところ、
北イスラエルは、アラムと一緒になってユ
ダ王国を襲ってきました。その時、アハズ
王の心も民の心も、森の木々が風に揺れ動
くように動揺しました。イザヤは主の言
葉をアハブ王に伝えました。「落ち着いて、
静かにしていなさい。恐れることはない」。
そのみことばの通り、北イスラエルとアラ
ムは、アッシリアによって滅びました。や
がて、歴史の流れの中で、無敵と思われた
アッシリアも新興国バビロンによって滅ぼ
されてゆきます。
イザヤが預言した平和の王は、みんなが
待ち望んでいたダビデのような圧倒的な軍
事力をもって敵をやっつける王ではありま
せん。むしろ、みんなから軽

け い

蔑
べ つ

され、見る
べき面影もなく、人々に見捨てられ、多く
の痛みを負い、病を知っている、弱々しい
王です。でも、その王には、現実に即して
物事の真実を見抜き、裁き、その為に大胆
に行動する神の霊がとどまっています。彼
は、主なる神との、まるで幼子が母親や父
親をどこまでも信頼するような、いきいき
とした関係をもっているのです。
王に、色々な人が、色々な事を訴えてき

ます。この王は、物事の良し悪しを表面的
な目に見えるところや耳にするところによ
ってさばきません。手もとにある主の律法
を繰り返し、繰り返し読み、主なる神に徹
底的に祈ります。その上で判決を下します。
特に、権利を奪われた無力な弱い人と、脅

お ど

され、何かとむしりとられて苦しめられて
いる貧しい人の立場を弁護します。だから、
この王の口から出る判決は、弱い人と貧し
い人を苦しめている人、主の律法に逆らう
者にとっては、有罪宣告です。
この平和の王が支配する世界は、ライオ

ンも牛のように干し草を食べます。肉食獣
が草食獣に変わっています。まるで、その
世界は、神と人、人と人とが平和であり、
神の目にすべてが、極めて良かった。そん
な風に言われている「神さまが世界を造ら
れた時」を想像させるような、平和な世界
です。
このイザヤが語った預言は、やがて、イ

エス・キリストの再臨によって実現して
ゆくのです。「平和の主よ　来てください　
この世界に」。

平和の主よ来てください、この世界に
イザヤ書11章1〜10節

わたしの聖なる山においては何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。
イザヤ11：9

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

いよいよアドヴェントに入りました。まず
はイザヤの言葉を分かち合います。聖書の預
言とは、先に起こることをあらかじめ語ると
いう意味ではなく、神さまの言葉を預かると
いう意味です。イザヤも神さまの言葉を預か
り語りました。その語った相手は一般の人た
ちではなく、王たち（アハズ、ヒゼキヤ）で
した。王たちに「平和の王」の到来を語った
のです。王たちの現実（戦乱の絶えない時代）
の只中で、神さまの現実（正義と公平を行う
王）を語りました。王たちはきっとおもしろ
くなかったでしょう。でも預言の言葉は耳障
りの良いものでは決してありません。時に耳
を塞ぎたくなるような厳しさもあったでしょ
う。しかし、王たちにそれを語るイザヤは誰
より神さまの言葉を聞いていた人であるとも
いえます。エッサイの株から一つの芽が萌え
出る、ダビデの出現になぞらえて新しい王の
登場を語ります。
イザヤだけではなく、実は私たちも神さま
の言葉を預かり、語るようにと召されていま
す。聖書の言葉をどのように聞いているでし
ょうか。自分の好きな箇所もあるでしょうし、
鋭い問いかけをもって私たちに迫ってくるこ
ともあるでしょう。読む度に違う角度から私
たちを養ってくれます。そのようにみ言葉と
の対話をしたことがあるでしょうか。

分かち合おう

⃝これから 4週間にわたって、待降節を過
ごして行きます。ろうそくに一つずつ火を
灯しながらゆっくりと救い主の到来を待ち
望みます。でも、救い主が早く来て欲しい
と願っている人たちもいます。それはこの
世界には不正が満ち、貧富の差が激しく、
失った権利は回復されないという正義とは
程遠い現実があるからです。そんな現実に
ある叫びのような祈りを、私たちはどのよ
うに自分の祈りにしたらよいでしょうか。
その世界の嘆きの言葉をどう共感できるで
しょうか。

⃝アドヴェントと同時に、世界バプテスト祈
祷週間も始まっています。世界宣教のため
に祈り献げる時です。私たちは宣教師たち、
IMV（インターナショナル・ミッション・
ボランティア）、AMC（アジア・ミッショ
ン・コーディネーター）を派遣しています。
派遣する国はどんな国でしょうか？	中に
は紛争を経験し、民衆が分断され、深い傷
を負い今も癒えない人たちもいます。世界
宣教とは、語るだけではなく聞くことでも
あるでしょう。イザヤが聞く人であったよ
うに、私たちが今あるところで、この時代
の中で聞き取る神さまの言葉は何であるか、
聖書に耳を傾け、分かち合いましょう。

平和の主よ来てください、この世界に
イザヤ書11章1〜10節

わたしの聖なる山においては何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。
イザヤ11：9

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

国と国との争いによって、神さまが造ら
れた世界は破壊され、人々の心も打ち砕か
れ、疲れ果ててしまいます。何もかも無く
なったように見えた世界で、争いによって
切り倒された切り株から芽が生え出でます。
その芽を見た時、人々は未来への希望を抱
くと同時に、回復をあたえてくださる神さ
まへの信頼と希望を見出したことでしょう。
さらに人々はその芽を見て、将来自分たち
を真の平和へと導いてくださる救い主を見
出しました。その救い主こそ、私たちと共
に生き、私たちのために十字架におかかり
になられ、3日目に復活されたイエスさま
にほかなりません。

活動①�

「へいわとせんそう」
『へいわとせんそう』（たにかわしゅんた
ろう・ぶん、Noritake・え、ブロンズ新社）
という本があります。最初のほうは「へい
わの○○」と「せんそうの○○」の絵の違
いがありますが、最後のほうは同じ絵が描
かれています。平和と戦争は全く違うもの
ですが、平和の下に生きる人も戦争の下に
生きる人も同じ命をもつ人間であることに
気づかされる本です。本を読んでメンバー
と分かち合ってみませんか。

活動②� ワークシート

「エッサイの根」クリスマスカード
●準備●画用紙、はさみ、のり、鉛筆や色

鉛筆など
①ワークシートをコピーして、形を切り取
り、カードのパーツとして使用します。

②好きな色画用紙を台紙にして、①のパー
ツを貼り、クリスマスカードを作ります。

③切り株パーツは開くようにしても楽しい
ですね。左側を輪にした二重の紙の上に
切り株イラストを置きます。その際、イ
ラスト左下の切り株の直線部分を輪に重
ねて、イラスト通りに切り取ってみまし
ょう。切り株が開いたり閉じたりするよ
うに重なって切り取ることができます。

④自分の分だけではなく、カードを差し上
げたい人の分も作り、クリスマスカード
を送りましょう。

平和の主よ来てください、この世界に
イザヤ書11章1〜10節

わたしの聖なる山においては何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。
イザヤ11：9

聖書

暗唱
聖句
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幼小科ワークシート
第35課	11月28日

「
ワークシート

エッサイの根」クリスマスカード
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預言者ミカと時代背景

ミカとは「誰がヤハウェのようであろうか」
という意味の名で、紀元前 8世紀半ばから
7世紀前半のユダ王朝におけるヨタム、アハ
ズ、ヒゼキヤ王の時代に活動した預言者です。
彼はエルサレム南西約 30キロのペリシテ国
境近くの田舎町「モレシェト」出身で、アモ
スより後、ホセアの後期、イザヤと同じ時代
の預言者です。
彼はサマリアに対する神の裁きを預言して
います（1：1〜 7）が、サマリアはアッシ
リアによって紀元前 722年に陥落していま
すので、その後は、ユダ王国で活動しました。
「終わりの日」についての預言である 4章 1
〜 3節は、イザヤ書 2章 2〜 4節と似てい
るところから、イザヤと交流があったことが
推測できます。イザヤは、当時の王をはじめ、
政治的指導者へ預言したのに対し、ミカは偽
善的な信仰生活を送る民に向けて預言しまし
た。

裁きと救いの預言

ミカは、3章まで民の中の富める者と彼ら
にへつらう宗教家の罪を批判しました（2：
2、3：2、3、5）。ミカの預言は、裁きの警
告（1：2〜 2：11）と救いの希望（2：12
〜 13）、裁きの警告（3：1 〜 12）と救い
の希望（4：1〜 5：14）という具合に、語
ることに葛藤し揺れるミカの心が現れていま
す。ミカは 3章において、富める地主階級
の貪欲を警告しています。彼らはミカの警告

を嫌い、隣人の土地を搾
さく

取
しゅ

することを止めま
せん。偽善的な宗教家たちは、二枚舌で虚

きょ

偽
ぎ

に満ちた言葉で民を惑わしています。「それ
ゆえ、お前たちのゆえに　シオンは耕されて
畑となり　エルサレムは石塚に変わ」ってし
まうという厳しい結末を予告しているのです
（3：12）。この預言は約 100 年後のバビロ
ン捕囚によって現実となりました（4：6）。
ミカは、この滅びの予告を語った直後に、

「終わりの日」（4：1）の預言をします。「終
わりの日」とは、世の終末を指します。「そ
の日」には、主なる神がエルサレムから全世
界を統治され、平和と祝福に満ちた時代がも
たらされます。主なる神は、ミカを通して厳
しい審判を語られますが、決して民が滅びる
ことを望まれてはいません。むしろ、「終わ
りの日」の預言によって、これからアッシリ
アおよびバビロンによる亡国の道を歩む民に
あらかじめ希望を与えられました。信じる者
が、なおも悔い改め立ち帰って生きることが
できるように。

唯一の希望

アッシリアの脅
きょう

威
い

に対して北王国イスラエ
ルとダマスコは、軍事同盟を強要してユダ王
国に侵入しました。ユダ王国アハズ王はアッ
シリアに助けを求め、北王国イスラエルはア
ッシリアによって滅亡します。まさに、戦乱
の絶えない時代でした。主なる神は、延々と
続く流血の時代状況を見据え、「剣を打ち直
して鋤とし　槍を打ち直して鎌とする」（4：
3）という対立暴力から解き放たれた平和を

もはや戦うことを学ばない
ミカ書4章1〜4節

国は国に向かって剣を上げず　もはや戦うことを学ばない。
ミカ4：3

聖書

暗唱
聖句
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・ミカ書が語る、当時の
戦乱が絶えない流血の時
代において主が選ばれた

「残りの民」とは、いかなる存在であった
のか、「みんなで聴く聖書のおはなし」を
参考に話し合ってみましょう。故マルチ
ン・ルーサー・キング・ジュニア牧師に
よって歌われた「勝利をのぞみ」（『日本
基督教団讃美歌第二編』164 番　日本基
督教団讃美歌委員会）を賛美してもよい
でしょう。

・	12 月 8日は、アジア太平洋戦争の開戦か
ら80年です。敗戦後、悲惨な戦争の反省
から現在の平和憲法が公布、施行されま

宣言されます。「残りの民」（4：7）は、こ
のミカの預言を唯一の希望として、亡国とい
う試練を乗り越えてゆくのです。

戦うことを学ばない

「平和」とは、多くの場合、詩編23編 5節
に「わたしを苦しめる者を前にしても　あな
たはわたしに食卓を整えてくださる」とある
通り、戦争・紛争のただなかにおける主の臨
在と祝福を示します。しかし、ミカは、終末
（「その日」4：6）における「平和」を預言
しています。その時、かつてのアッシリアや
バビロンなどの超大国をはじめ、世界の国々
は「もはや戦うことを学ばない」（4：3）の
です。国々は自らの意思で武装を放棄し、そ
れまで戦争によって深く傷ついた国民同士が、
和解の業に仕えて無核・無兵の世界となるの

した。戦前、外務大臣として幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

は国際協調、不干渉政策、共存共栄の理
念にもとづく「幣原外交」を展開しまし
たが、満州事変以降は、左

さ

遷
せん

されて敗戦
まで忘れ去られた存在でした。彼は、一
切の戦争を放棄する平和憲法を連合軍総
司令部（GHQ）と交渉し、成立させました。

　平和憲法、特に、9条を骨抜きにして戦争
ができる法体系を整えた「今」、主イエス・
キリストの「平和の福音」（エフェソ 2：
17）の使者として選ばれた「残りの民」（5：
6）である私たちは、神と人、人と人との
「和解」のため、自分が置かれているとこ
ろで何ができるか話し合ってみましょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

29日 ㊊ ミカ1：1〜7 サマリアは
瓦礫と化す

30日 ㊋ ミカ2：1〜5 貪欲と強奪の罪

1日 ㊌ ミカ3：1〜12 御顔を隠される主

2日 ㊍ ミカ4：5〜8 シオンの山の
残りの民

3日 ㊎ 詩編23：1〜6 主の臨在と祝福

4日 ㊏ エフェソ2：14〜22 十字架による
平和の福音

です。
ミカは、終末においてこの「平和」を実現
される主のみに希望をおいて、和解の道を歩
むようにとイスラエルの「残りの者」（5：6，
7）に語りかけたのです。
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ペリシテ国境近くのモレシェトで、ミカ
は小さい頃から大人たちが鉄の鋤

す き

や鎌
か ま

をペ
リシテ人から買うのを見かけていました。

ミカが大きくなって預言者となってすぐ、
北イスラエルに行って預言をしました。そ
れは、偶像礼拝によって北イスラエルの首
都サマリアは野原となるという厳しい預言
でした。残念ながら、その預言は紀元前
722 年に成就してしまいます。ミカは悲
しみながら、南ユダに対して預言をはじめ
ます。

その預言の対象は、寝床の上で悪をたく
らみ、律法で禁止されている同胞の土地と
家を貪欲に奪う金持ちでした。彼らは、小
さな農夫の土地を奪っています。たよりに
できる人や助けてくれる人のいない女性た
ち、そして、その幼子たちを家から追い出
しています。政治的指導者たちは、自分の
支配下にある人たちをエルサレムの城壁な
どの修理に追い立てています。給料はほん
のわずかです。それら骨の髄

ず い

までしぼり取
られた民が、自分が受けた悪を正す機会と
なる法廷は、わいろの巣です。正しい裁判
を受けることができずにいます。偽りの預
言者たちは、謝礼をくれる人には平和を語
り、くれない人には戦争を預言しています。
彼らは、ミカに「たわごとを語るな」と言
います。

ミカはいつも孤独でした。でも、そんな
時に限って神の霊に励まされて政治的指導
者と貪欲な金持ち、偽りの預言者に彼らの
咎
と が

と罪を告げ続けるのでした。

ある日、ミカに神の言葉が降
く だ

りました。
それは、終わりの日の約束でした。「主は
多くの民の争いを裁き　はるか遠くまでも、
強い国々を戒められる。彼らは剣を打ち直
して鋤とし　槍を打ち直して鎌とする。国
は国に向かって剣を上げず　もはや戦うこ
とを学ばない」。

ミカからのこの預言に唯一耳を傾けて聴
いたのは、主を心から畏れ、家族と共に主
の慈しみに生きた「残りの者」たちでした。

「残りの者」たちは思うのでした。「偶像礼
拝に走り、アッシリアに対抗するため、軍
事同盟を断ったわが国を攻めてきた北イス
ラエルの都サマリアは、今、野原となった。
国が武器を放棄して平和外交に徹するには
どうしたらよいか？ その為に自分ができ
ることはなにか？ そうだ！王様に訴えて
みよう。『王様、バビロンに頼らず、武器
を捨て、兵隊には家に帰り、家族と共に過
ごし畑を耕すように命令を出してください。
そして、王様は、ただ主なる神に頼るよう
に』」。

この勇気を伴った行動は、「終わりの日」
に希望を置いた国と国との和解への第一歩
となりました。

もはや戦うことを学ばない
ミカ書4章1〜4節

国は国に向かって剣を上げず　もはや戦うことを学ばない。
ミカ4：3

聖書

暗唱
聖句
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神さまの言葉を語るために、神さまによっ
て選ばれた預言者たちは、同じ時代の中で、
同じ言葉を、様々な人びとに語るために、そ
れぞれ立たされました。イザヤはユダとエル
サレムの王たちに向かって、そしてこのミカ
は民に向かって語ります。
ミカが立たされたその時代は、戦争が絶え
間なく続き、それによって貧富の格差は激し
くなり、社会は混乱していました。そんな激
動の社会の中で、主の裁きと約束の言葉を語
ります。「裁き」とは「神さまのものさし」
のことで、「断罪する」というのは本来の意
味ではありません。事柄が「神さまのものさ
し」に照らし合わせるとどうなのか、それだ
けではなく、「自分のものさし」を振りかざ
していないか、ということをも問われるので
す。
ミカは「終わりの日に」という言い方で、
厳しい現実から目を背けることなく、先にあ
る希望を語りました。対立ではなく、共に生
きるための言葉を。剣や槍は戦いの道具です
が、鋤や鎌は農機具です。つまり、生きるこ
との象徴でした。「もはや戦うことを学ばな
い」とは、平和のために自分は何ができるか
を学んでゆく積極的なものです。しかも、独
りではなく「わたしたち」として向かうべき
将来の希望です。

分かち合おう

⃝12月 8日を迎えます。1941年のこの日、
日本はアジア・太平洋戦争を始めました。
そして多くの被害を内外に与えてしまいま
す。今年はちょうど 80年となります。そ
してこのような様々な戦争経験から、私た
ちはもう二度と戦争はしない、武力による
解決は放棄するという画期的な憲法（第九
条）を制定しました。憲法第九条を読んだ
ことはありますか？	率直に思ったことを
分かち合ってみましょう。『かみさまのゆ
め』（デスモンド・ツツ大主教、ダグラス・
カールトン・アブラムス文、ファム・レ＝
ウィエン絵、村松泰隆訳、ドン・ボスコ社、
2009年）という絵本をご紹介します。私
たちが学ぶべき平和について、考えたこと
を話し合ってみましょう。

⃝アドヴェントの 2週目を迎えました。ク
ランツに二つの灯がともります。なぜアド
ヴェントにろうそくを灯すか知っています
か？	目の眩

く ら

むような光ではなく、風が吹
けばすぐ消えてしまうほんの小さな光に、
私たちは希望を見出すからです。ろうそく
について、興味深く語っている賛美歌の歌
詞を見つけました。『しお、せっけん、ろ
うそく』」で検索し、「これもさんびかネッ
トワーク」の賛美を聞いて感じたことを分
かち合いましょう。

もはや戦うことを学ばない
ミカ書4章1〜4節

国は国に向かって剣を上げず　もはや戦うことを学ばない。
ミカ4：3

聖書

暗唱
聖句
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聖書から…

昔から今に至るまで、人間は戦うことを
やめません。どうしてでしょうか。それは、
人間が自己中心であるからです。自分が欲
しいものは他の人がどう思おうとも何が何
でも手に入れようとし、それがかなわなけ
れば、人を蹴落としてでも（相手の命を奪
ってでも）手に入れようとします。それが
戦争です。そのような人々に対し、昔から
預言者たちが「このまま神さまから離れる
と滅びますよ」と呼びかけますが、なかな
かその言葉を受け入れられません。なぜな
ら、その言葉を受け入れると今までの自分
が壊れてしまうから、それが怖いのです。
預言者たちは、自分たちが人々から疎まれ
ても、命の危険にさらされても、人々が神
さまに立ち返って、人々と共に生きること
ができるように、「平和」を語り続けるの
です。それが神さまから言葉を与えられた
預言者たちの使命なのです。

活動①�

「へいわってどんなこと」
『へいわってどんなこと』（浜田桂子・作　
童心社）という本があります。この本は、
日本と中国と韓国の絵本作家が共同して出
版された本です。この本の帯には「わたし
たちは戦争がだいきらいです」と書かれて
います。絵本の中にも「せんそうをしない」
と書かれています。誰でも戦争は嫌いです。
しかし、残念なことに世界中で今でも戦争
が起こっています。悲しいことです。絵本

を読みながら、「平和」について考えてみ
ませんか。

活動②�

「平和の道具」
ミカ書では、「剣を打ち直して鋤とし　槍

を打ち直して鎌とする」とあります。剣と
槍は戦争の道具です。鋤と鎌は農具で、平
和を象徴する道具です。私たちの周りにも
平和の道具があります。どんなものがある
でしょうか。みんなで出し合ってみましょう。

活動③� ワークシート

「筒返し」
●準備●トイレットペーパーの芯、紙、は

さみ、のり、鉛筆や色鉛筆
①ワークシートをトイレットペーパー大に

コピーして、切り取り線で切ります。
②トイレットペーパー芯を半分に切ります。
③トイレットペーパー芯に筒返しのもとに

なる紙を交互に貼ります。
④③に①をのりで貼り付けます。

もはや戦うことを学ばない
ミカ書4章1〜4節

国は国に向かって剣を上げず　もはや戦うことを学ばない。
ミカ4：3

聖書

暗唱
聖句

➡ ➡ ➡

➡ ⬅
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時代状況と平和

ミカ書5章の時代状況は、4章 14節の「敵
は我々を包囲した」及び 5章 4〜 5節で敵
としてのアッシリアの脅

きょう

威
い

が語られていると
ころから、紀元前 701 年のアッシリアによ
るエルサレム包囲の頃と思われます。既にア
ッシリアによって北王国は滅ぼされており
（紀元前 721年）、残った南王国ユダも軍事
的脅威に直面していました。そのような危機
が迫る中、ユダ王国の王ヒゼキヤは主なる神
に信頼して難局に対応しようとせず、エジプ
トの軍事力に頼りました。その結果、アッシ
リアがエルサレムへ押し寄せ包囲したのでし
た。こうした成り行きの背後に「神の裁き」
をミカは見ています。4章 14節の「頬を杖
で打つ」とは、杖による公然な侮

ぶ

辱
じょく

です。包
囲下にある民の前で、ヒゼキヤ王は完全に面
目を失ってしまいました。民の上に横柄に君
臨し、社会的弱者や貧困者を生み出し、放置
し、政治的混乱の結果としての危機的事態に、
他国の軍事力にすり寄る指導者は失格であり、
民衆の前でその信頼性が失われてしまうので
す。

来るべきメシア

イスラエルにおいて、王に即位した者は民
からメシア（油そそがれた者）としての働き
を期待されました。メシアは、正義と公平を
持って治め、平和をもたらし、神の憐

あわ

れみを
持ち運ぶように貧困者など社会的弱者を守る
保護者・支援者でした。民は常にこの望みを

即位する王に期待しました。しかし、列王記、
歴代誌が語るように、歴代の王たちはことご
とく民にとって期待外れでした。さらにその
王たちは神の期待にも沿う王ではありません
でした。やがて、民の目は未来の新しいメシ
アへ向けられていったのです。しかし、その
民が抱くメシア像は、神の与えるものとは違
いました。来るべきメシアのイメージは、新
しいダビデであり、ダビデがそうであったよ
うに、群れを養う羊飼いのような人物です
（5：3）。民衆が水場や草場に導かれ、野の
獣から守られ、安らかに住んでいる風景。群
れにそのような命の時をもたらす羊飼い。そ
れこそが、ミカが見た新しく治める者の姿で
あり、それこそが平和・シャローム（5：4）
だったのです。

神の選び

ミカによると、その新しいメシアは、「エ
フラタのベツレヘム」から出現します。エフ
ラタはダビデの出身地ベツレヘムの地域に生
活していたユダ族の中でも最も小さい氏族で
した。神は、新しい指導者を「いと小さき者」
（5：1）、最も取るに足らない者の中から選
ばれます。エフラタ族の一株であるエッサイ。
このエッサイの末っ子として生まれたダビデ
が主に選ばれました。やがて、「最も小さき者、
最も取るに足らない者からの選び」という神
のみこころは、飼い葉桶の幼子（ルカ 2：7、
12）という、メシアのしるしとなって成就
してゆきます。
この新しいメシア（キリスト）がナザレの

彼こそ、まさしく平和
彼は立って、群れを養う　主の力…をもって。彼らは安らかに住まう。
ミカ5：3

聖書

暗唱
聖句

ミカ書5章1〜5節
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・王に即位した者は民か
らメシアとしての働きを
期待されましたが、歴代

の王は期待外れでした。民が王に期待し
たメシアとはどんな姿であったか、また、
主なる神の示す「来るべきメシア」とは
どんな姿か、「聖書の学び」「来るべきメ
シア」から話し合ってみましょう。

・	主なる神が民に用意される平和・シャロ
ームをもたらす新しいメシアは、どのよ
うなしるしを帯びて、エフラタでお生ま
れになるでしょうか？	そのしるしは、社
会的弱者や貧困者が放置され、意図的に

イエスとして現れたことを新約聖書は証言し
ています。マタイが「ユダの地、ベツレヘムよ、
お前はユダの指導者たちの中で　決していち
ばん小さいものではない」（マタイ 2：6前
半）と語るベツレヘムにおけるイエスの誕生
は、ミカ書5章 1節の成就です。
預言者ミカのメシア預言が、今こそイエス
において実現したのでした。メシア（キリス
ト）は、きらびやかな王宮ではなく、ダビデ
の出身地であるベツレヘムでお生まれになり
ました。しかも、ユダ族の中で最も小さな氏
族であるエフラタ族として。その誕生をヤコ
ブの星（民数記24：17）を通して真っ先に
知らされ、東方からやって来て、心から祝い、
ひれ伏し、礼拝し、贈り物をささげたのは、
ユダヤ人から見て、汚れた異邦人であり、律
法が禁止する占いをなりわいとする占星術の

孤立と分断が進められている今の時代に、
キリスト者として生きようとする私たち
に、どのような希望と励ましがあるので
しょうか？

・	マタイはミカの預言「いと小さき者」（5：
1）を「決していちばん小さいものではな
い」（マタイ 2：6）と変えています。な
ぜ、マタイは訳し変えたのでしょうか？	
「マタイはユダヤ人を読者として福音書を
書いた」ことをヒントに話し合いましょ
う。そして、今年もクリスマスがやって
来る喜びをもって一緒に祈って終わって
もよいでしょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

6日 ㊊ 創世記35：16〜20 エフラタ近くの
ラケルの記念碑

7日 ㊋ サムエル記上
17：12〜16 エフラタ人のダビデ

8日 ㊌ 民数記24：15〜19 ヤコブのひとつの星

9日 ㊍ マタイ2：1〜6 メシア誕生の地
ベツレヘム

10日 ㊎ ルカ2：1〜20 飼い葉桶の中の
メシア

11日 ㊏ ミカ4：14 敵は我々を包囲した

学者たちでした。メシアは、国籍や人種を超
えた、あらゆる民を結んでいく救い主なので
す。
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ミカは、主なる神の正義を語ったアモス、
慈しみを語ったホセア、そして、へりくだ
って神と共に歩むことこそ、主なる神が求
められる歩みと語ったイザヤを継ぐ預言者
でした。ミカが預言者として召されてしば
らくすると北王国の都サマリアは、アッシ
リアによって滅ぼされます。その後、彼は、
貧しい人たちから何かとしぼりとり、形ば
かりの信仰生活をしている地主や金持ちな
どへ厳しく神の言葉を伝えました。

そんなミカの出身地は、ペリシテ人の町
ガテに近く、北方からエジプトへ通じる幹
線に近い村モレシェトでした。貧しい農家
出身であったミカは、幼い頃から度重なる
戦乱とアッシリア軍の猛

も う

威
い

を目の当たりに
して育ったのでしょう。ミカは、その背後
に、貧しい人たちを追い詰めておきながら、

「わたしたちは神さまを心から礼拝してい
る」と胸を張り、主なる神に頼らず、軍備
に走る北王国と南王国に対する主なる神の
激しい怒りを見たのです。「その日が来れ
ば、と主は言われる。わたしはお前の中か
ら軍馬を絶ち　砦をことごとく打ち壊す」
と。

彼は、夜、寝床で「いかにして貧しい仲
間から畑や家々を取り上げるか」をたくら
む金持ちの地主たちへ神の審判を語り続け
ました。その度に、誰が主なる神の言葉を
取り次ぐことに耐えることができるであろ
うか、と苦悩したのではないでしょうか？

しかし、ミカは神の霊に励まされて語り

ます。大きな国が、どんな道を選ぶのか、
その様子にいちいち動揺し、指導者たちが
仲間の命をむさぼり、追い詰めることが絶
えない時代において、主なる神の言葉のみ
を唯一の武器として、誠実に語り続けます。
そして、新しいメシアによる平和・シャロ
ームを預言したのでした。

ミカにとって、平和・シャロームとは、
やがてイスラエルの地に現れるメシア（キ
リスト）ご自身です。彼は、傷ついた葦

あ し

を
折らず、くすぶる灯心を消さない柔和な人
物です。その新しいメシアは、ダビデの出
身地ベツレヘムの地域に生活していた民の
中でも最も小さい氏族エフラタから出現し
ます。彼は「最も小さき者、最も取るに足
らない者からの選び」という神のみこころ
を現わす飼い葉桶の幼子というメシアのし
るしを帯びてお生まれになります。

そして、その誕生を真っ先にお祝いした
のは、東の方からやって来た占星術の学者
たちでした。メシアは、国籍や人種を超え
た、あらゆる民を結んでいく救い主なので
す。

彼こそ、まさしく平和
彼は立って、群れを養う　主の力…をもって。彼らは安らかに住まう。
ミカ5：3

聖書

暗唱
聖句

ミカ書5章1〜5節
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聖書から…

預言者たちの時代に、王が王として選ばれ
即位した者は民からメシアとしての働きを期
待されていました（「聖書の学び」より）。民
全体の王には、困難な状況にある人たちを助
け、支援し「なぜ人びとがそのような状況で
暮らさなければならないのか」をよく考えて
必要な策を講じる責任がありました。次の王
はきっとこの暮らしを良くしてくれる、そう
期待しながら待っていても、状況が全く変わ
らないと気づいた時、民の心は王から離れて
しまいます。そのような中で預言者ミカは語
ります、「彼こそ、まさしく平和である」と。
平和に程遠い状況だからこそ、来るべき平和
を希望として語ったのです。
イエス誕生の物語でこの箇所が引用されて
います。それはこの預言者の言葉を知る者た
ちに語りかけるためでした。そしてその誕生
の知らせを最初に聞いたのは、異邦人である
東方の学者たちでした。彼らは幼子に会うと
ひれ伏し、礼拝し、贈り物をささげました。
預言者ミカの言葉はこのように実現したので
す。

分かち合おう

⃝人びとは王に期待していました。なんとか
この暮らしが良くなってほしい、小さくさ
れた人たちに正義が現れてほしい、分断さ
れることのない世界になってほしい…。私
たちが暮らす社会とどこが違うでしょうか。
貧富の格差は広がり、小さくされている人
たちはますます生きにくい状況となり、い
つの間にか壁を作ってしまうような世界の
状況があります。混乱と断絶の世界にあっ
て、私たちが平和の王を待ち望むという時、
聖書の語る平和と世界が語る平和という言
葉にかなりのズレを感じませんか。私たち
が望んでいる平和の王とはどのような王で
しょう、話し合ってみましょう。

⃝預言者ミカの言葉と、福音書記者マタイが
引用した言葉は少し違っています。マタイ
は「ユダの地、ベツレヘムよ、お前はユダ
の指導者たちの中で決して一番小さいもの
ではない
0 0 0 0

」と紹介しています。イエスさま
の誕生物語の中で、エフラタという民は決
して小さなものではないんだぞと言いたく
なってしまったのでしょうか。でも、ユダ
ヤの民が選ばれた理由は、「あなたたちは
他のどの民よりも貧弱であった」からであ
ると聖書は語ります（申命記 7：7）。ユ
ダヤ自身がいと小さきものでした。だから
こそユダヤ自身が開かれねばならなかった
のです。私たちは開かれているでしょう
か？クリスマスの出来事は、私自身を開く
ことから始まります。イエスさまを迎える
意味をもう一度考えてみましょう。

彼こそ、まさしく平和
彼は立って、群れを養う　主の力…をもって。彼らは安らかに住まう。
ミカ5：3

聖書

暗唱
聖句

ミカ書5章1〜5節
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聖書から…

繰り返される争いの中で、苦しみの中に
ある人々は、自分たちに平和をもたらして
くれる救世主・メシアを待ち望みます。人々
が抱いていた救世主のイメージはどんなも
のだったでしょうか。おそらく、すぐにで
も自分たちをアッシリアのような大国から
守ってくれる王様、代々語り伝えられてい
るダビデ王のような王様をイメージしたで
しょう。しかし、預言者ミカは「エフラタ
のベツレヘムよ　お前はユダの氏族の中で
いと小さき者　お前の中から、わたしのた
めに　イスラエルを治める者が出る…」と、
人々が抱く救世主とは違う形で、小さき所
から現れることを示されました。そして、

「最も小さき者、最もとるに足らないもの
からの選び」であるイエスさまこそが救世
主・メシアであるのです。

活動①�

「せんそうとへいわ」
今まで聖書のお話や絵本などを通して、

戦争と平和について見てきました。メンバ
ー一人ひとりが思い描く戦争と平和のイメ
ージを絵に表してみましょう。

活動②�

「へいわってすてきだね」　
『へいわってすてきだね』（安里有生・詩、
長谷川義史・画　ブロンズ新社）というこ
の本は、2013 年沖縄の 6 歳の男の子の
詩をもとに作られた絵本です。「へいわっ
てなにかな。ぼくはかんがえたよ」という
言葉からはじまり、「これからも、ずっと　
へいわが　つづくように　ぼくも、ぼくの
できることから　がんばるよ」で終わりま
す。私たちが平和のためにできることを一
緒に考えてみましょう。
「平和を実現する人々は、幸いである、そ
の人たちは神の子と呼ばれる」（マタイに
よる福音書 5 章 9 節）

活動③� ワークシート

「へいわへの道」
（ニコニコえがお）をたどって、
へいわの道を進みましょう。

彼こそ、まさしく平和
彼は立って、群れを養う　主の力…をもって。彼らは安らかに住まう。
ミカ5：3

聖書

暗唱
聖句

ミカ書5章1〜5節

37 課ワークシートの答え
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執筆の目的と背景

ヨハネ福音書は、他の共観福音書とは趣
おもむき

が異なり、冒頭に壮大な序文が付いています
（1：1〜 18）。この序文こそ、ヨハネ福音
書の総括的なテーマが記されており、イエス
がどのような存在であるのかという宣言がな
されています。それは同時に、この福音書が
記された紀元 100年頃にヨハネと共に生き
ていた共同体が置かれていた状況と深い関わ
りがあります。ローマによるキリスト者迫害、
ユダヤ教からの異端排除、そしてグノーシス
主義のはびこりでした。
イエスこそが、すべての生命の創造主の初
めからの真理、命とすべての出来事の意味の
源である言

ことば

（ロゴス）が肉体となってこの世
に来られたのだということ。そして、そのイ
エスをキリストとして信じる者の今こそが
（やがてではなく）、すでに永遠の救いと結ば
れているのだ、ということを宣言しようとし
ています。
著者ヨハネは、キリストが人として世に来
られた受肉の真理を否定し、それ故、罪人の
一人として十字架につかれた贖

しょく

罪
ざい

を否定した
仮現論とたたかい、実際の人間として十字架
の苦難を背負われた意味を大切にしました
（1：14、19：28、34）。また、当時、バ
プテスマのヨハネをメシアあるいは、世の終
わりに登場するエリヤと過大評価する運動が
ありましたが、著者ヨハネは、バプテスマの
ヨハネが、「イエスこそがメシア（キリスト）
であること」の証言者だということを序文の
中に明確に記すことによって、それらの運動

を訂正する役割をも担いました（1：6〜 8、
15、27）。

クリスマスの喜び

イエス・キリストがこの世に遣わされた意
味を証しする。それがこの序文にあたる部分
の主題ですから、まさしくクリスマスにこの
箇所を読むことはたいへんふさわしいと思い
ます。
ヨハネは「言」「命」「光」「暗闇」「世」「肉」

「宿られた」「栄光」「恵み」「真理」「豊かさ」
という表現を通して、天地創造前から「父の
ふところにいる独り子である神」（1：18）
が、人となられた受肉の恵みと真理を語りか
けています。それまでの律法によるあらゆる
規則ずくめの信仰深さと「恵み」と「真理」は、
対立します。それらは、行いをともなったク
リスチャンでなければならないという縛りか
ら私たちを解き放ちます。ヨハネは「恵み」
と「真理」という表現を通して、ただ、限り
なく慰め深いこと、真の助けに満ちたこと、
自分に罪はないと自らを欺

あざむ

く暗闇から解き放
つクリスマスの喜びを語っています。乏しく、
罪人としての今のありのままの私たちの現実
の上に、この恵みが成立しています。それゆ
え、わたしたちが罪人であること自体が、神
が恵み深い方であることをかえって、はっき
りさせます。「光は暗闇の中で輝いている」
（1：5）。

すべての人を照らすいのちの光
言
ことば

の内に命があった。命は人間を照らす光であった。
ヨハネ1：4

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章1〜18節
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・ 2020 年以来、世界が
新型コロナウィルスとい
う闇に覆われ、多くの尊

い命が失われました。日本も 2020 年 3
月以来、感染拡大の恐怖で先が見通せな
い不安、世代間の断絶、医療の逼

ひっ

迫
ぱく

とい
う闇に覆われました。CO₂ の発生で大
気は汚染され、地球温暖化による気候変
動は人類にとって危機的状況です。しか
し、各国の政治経済の指導者たちは新自
由主義というグローバル化のもと、自国
民を始めとする搾

さく

取
しゅ

を止めようとしませ
ん。インターネットの世界ではフェイク
ニュースが一般化し、利用者一人ひとり
がその真偽を確かめるしかすべがありま

闇は光に勝たなかった

5節後半の「暗闇は光を理解しなかった。」
を聖書協会共同訳聖書は「闇は光に勝たなか
った」、口語訳聖書も「やみはこれに勝たな
かった」と訳しています。
闇が深まれば深まるほど、光は輝きます。
闇が主人公のように振る舞う今の時代だから
こそ、「わたしは世の光である。わたしに従
う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持つ」（8：
12）とおっしゃるイエス・キリストの言が
輝きます。私たちと共にいるために、肉にな
りきられたイエス・キリストの言は、私たち
にいきいきと生きる希望と私たちが仕えてい
る教会に未来を与えてくださいます。神の言
が受肉したイエス・キリストの言を分かち合
う時、私たちは既に永遠の命に生かされてい

せん。こういう時代のクリスマスに、ヨ
ハネによる福音書 1章 1〜 18 節を読む
理由を考えてみます。

・福音書の著者ヨハネは、何のために初代
教会に流行した仮現論と戦ったのでしょ
うか？「聖書の学び」を参考に話し合っ
てみましょう。24日（金）に燭火礼拝を
予定する教会・伝道所も多いと思います。
闇に打ち勝たれた光そのものであるイエ
スさまのご降誕を象徴する灯

ともしび

を掲げる礼
拝を通して喜びと希望が与えられるよう
に、その準備のために一緒に祈って終わ
ってもよいでしょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

13日 ㊊ ヨハネ8：12〜20 世の光に従いつつ
生きる

14日 ㊋ ヨハネ19：28〜37 渇く

15日 ㊌ ヘブライ2：10〜18 血と肉を備えて

16日 ㊍ ヨハネ一4：1〜6 肉となって来られた
キリスト

17日 ㊎ ヨハネ一4：7〜12 独り子の派遣

18日 ㊏ ヨハネ一5：18〜21 主イエスこそ
永遠の命

ること、闇から守られていることに気づきま
す（ヨハネの手紙一 5章 18 〜 20）。闇が
支配しているかのような今の時代だからこそ、
イエスをキリストと証している聖書の言葉に
共により頼んで参りましょう。
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ヨハネは歳を重ねました。迫害で指導者
がいなくなった教会では、信徒たちは何が
真理か、わからなくなりました。エルサレ
ムに生れて、ようやく 2 世紀目を迎えよ
うとするキリスト教会は、早くもどこにも
希望がない暗闇に覆われてしまいました。

しかし、この世の闇が深まれば深まるほ
ど、ヨハネの心の中に命の光が差し込むの
でした。その光は、ヨハネの心の中に宿り、

「もう、私は歳です。早く召してください！」
と叫ぶ彼に「信徒たちを慰めなさい」と語
りかけるのです。老ヨハネは励まされて講
壇に立ち続けます。そして、希望を失った
信徒たちにぼそぼそと、しかし、力強く命
の言

ことば

を語りかけるのです。
話しながらヨハネは手もとにある、細々

と、しかし力強く光を放つランプにふと目
をやり、改めて「わたしたちは、光に包ま
れているんだなぁ！」と思いました。そし
て、会衆席では、いつのまにか、小さな会
堂一杯に一心に老牧師の話を聴く信徒たち
や子どもたちが、喜びと希望に満たされて
ローソクの灯を大事に大事に掲げているは
ありませんか。
「今の世の中は、まるで暗闇に覆い尽くさ
れているようです。しかも、年々、その闇
は深まっていきます。でも、真っ暗闇とな
ればなるほど、ランプを灯すと光が輝くよ
うに、既に光は暗闇で輝いています。暗闇
がどんなに深くても光には勝てません。む
しろ、暗闇は光に照らされれば、光となる

のです。
約 100 年前、主イエスがベツレヘムの

家畜小屋でお生まれになった時も闇が支配
していた。しかし、主イエスがお生まれに
なったおかげで、私たちは既に永遠の命に
生かされています。これから、私たちを巡
る現実は悪化してゆくだろう。人々の心も
ますます、すさんでゆくでしょう。地震や
台風、大雨、いなごの害、流行りの病も次々
と起きるでしょう。しかし、『父のふとこ
ろにいる独り子である神』は、私たちをあ
りのまま愛されており、いついかなる時も、
既に光で包んでくれているのです。私たち
は光の子なのです」。

薄暗がりの中、礼拝している信徒たちや
その子どもたちのローソクで照らされた顔
を見ながら、ヨハネは喜びに満ちあふれて
思うのでした。「ああ、わたしたちは光に
包まれているのだ。新しい年、私たちはみ
な、キリストの光に包まれて希望をもって
生きることができるのだ。何が起きようと
も感謝して歩もう」と。
「光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を
理解しなかった」

すべての人を照らすいのちの光
言
ことば

の内に命があった。命は人間を照らす光であった。
ヨハネ1：4

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章1〜18節
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聖書から…

この世界が創造された時の言葉を思い出し
てみましょう。創世記の冒頭はどんな言葉で
始まっていたでしょうか？「初めに神は天と
地を創造された」。今日の聖書の箇所と似て
いませんか？	このヨハネによる福音書が書
かれた背景と創世記のそれは実によく似てい
ます。自分たちのルーツを紐解き、私たちは
どこから来て、どこへ行こうとしているのか
を表しています。この世は神さまの「光あれ」
という言葉からすべては始まりました。一方
で、言

ことば

によって成ったこの世で、私たちは光
であるイエスさまと共に歩みます。
イエスさまの到来によって、新しい時代が
始まりました。ヨハネによる福音書はイエス
さまを「まことの光」と言い表しています。
世に来てすべての人を照らす、と。しかし人
びとはこの光を認めなかった、民は受け入れ
なかった（1：10 〜 11）、とはまるでイエ
スさまの十字架について言っているようです。
救い主の到来は、その十字架の出来事までを
語ることだとヨハネ福音書は証しをしていま
す。
すべての人を照らす光を迎える準備はでき
ているでしょうか？	いや、こちらの準備が
できていようといまいと、イエスさまは来ら
れます。アドヴェントの意味は「待ち望む」
ことです。闇の中にいるようなこの私をも照
らしてくださる主をお迎えしましょう。

分かち合おう

⃝私たちは実に多くの光に囲まれています。
自然の光だけでなく、夜も真昼のように照
らす光がなんと多いことでしょうか。真っ
暗闇を経験したことがあるでしょうか？	
あらゆる光が遮断された空間は少ないこと
に気がつきます。暗闇の中にいると、自分
がどこにいるのか、そして誰かいるのかさ
えも分かりません。そのような中で輝く光
は心強く、自分も相手も照らし出されるの
です。そこで、自らが輝くのではなく、光
が光として輝き、照らされることをただ知
ります。光が溢れている現実の中で、私た
ちの暗闇とは何でしょうか。また照らされ
る喜びがあることをも話し合ってみましょ
う。

⃝いよいよクリスマスの礼拝をささげる教会
も多いと思います。このヨハネによる福音
書には劇的なイエス誕生物語はありません。
ちょっと観念的な言葉が多いですね。でも
これはヨハネなりの誕生物語の表現です。
「言は肉となって、わたしたちの間に宿ら
れた」、私たちの間とはどこでしょうか？	
私たちとは一体誰のことでしょう？	私と
誰の間に主は宿られたのでしょうか？	私
たちのクリスマスの出来事の意味を、み言
葉を味わいつつ話し合ってみましょう。

すべての人を照らすいのちの光
言
ことば

の内に命があった。命は人間を照らす光であった。
ヨハネ1：4

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章1〜18節
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聖書から…

暗闇の中で生まれたイエスさまは、すべ
ての人を照らす命の光です。イエスさまは、
神さまと等しい方ですが、一人の人間とし
て小さな赤ちゃんとしてお生まれになりま
した。イエスさまが人としてお生まれにな
ったのは、神さまのぬくもりを私たちが手
に触れてわかるようにしてくださったので
す。私たちがイエスさまに出会うとき、神
さまが私たちをどんなに愛してくださって
いるかがわかります。神さまの愛は、イエ
スさまの十字架と復活によってあらわされ、
それが神さまの栄光であると聖書は私たち
に伝えています。

活動①�

「ひかり・ひかり」
「ひかり」をイメージするのはなんです
か？ 「明るい」「暖かい」「まぶしい」「ラ
イト」「ランプ」…。どれだけの言葉が出
てくるかな？みんなであげてみましょう。

活動②�

「ろうそく作り」
●準備●ろうそく（前年度キャンドルサー

ビスや、アドベントクランツなどで
使用されたもの）、好きな色のクレ
パス、ろうそくの芯、ジャムやヨー
グルトのガラスビン、ろうそくを溶
かすための空き缶、鍋（お湯）、カ
セットコンロ、軍手、カッターナイ
フ、新聞紙、等

①ろうそくをカッターナイフなどで細かく
刻みます（取扱い注意）。

②クレパスもカッターナイフなどで細かく
刻みます（ろうそくが白い場合）。

③空き缶に①と②を入れ、なべにお湯を入
れて、ろうを入れた空き缶を湯煎にかけ
てろうを溶かします。

④③をガラス瓶に入れ、ろうそくの芯をさ
しましょう。

⑤ろうが固まったらでき
上がりです。

※やけどや怪我をしない
ように、気をつけてく
ださい。

活動③� ワークシート

「暗闇の光（ステンドグラス風）」
●準備●黒の画用紙、セロファン紙、カッ

ターナイフ、のり
①拡大コピーしたワークシートを台紙にし

て、画用紙に形を書き写し、カッターナ
イフで切り取ります。

②セロファン紙を①の切り取ったところに
貼ります。でき上
がったら窓ガラス
に飾ってみましょ
う。

すべての人を照らすいのちの光
言
ことば

の内に命があった。命は人間を照らす光であった。
ヨハネ1：4

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章1〜18節
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幼小科ワークシート
第38課	12月19日

暗
ワークシート

闇の光（ステンドグラス風）
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神の小羊

「その翌日」（1：29）とありますが、その
前日の描写と密接に結びついています。前日
には何が起こったのでしょう。バプテスマの
ヨハネがバプテスマを授けていたヨルダン川
の向こう側、ベタニアにエルサレムの祭司や
レビ人たちがやって来て、「あなたは何者な
のか」と質問していたのです。その問いに対
し、ヨハネはきっぱりと自分はメシアでもエ
リヤの再来でもないことを断言します。とこ
ろが、その翌日、自分のほうへイエスが来ら
れるのを見たヨハネは、彼らに向かって「こ
の方を見なさい。この方こそが、世の罪を取
り除く神の子羊だ」とイエスを紹介したので
した。
「小羊」と聞くとユダヤ人たちは、ただちに
犠牲の小羊の血を鴨居に塗り、主が通り越
していかれた過越の小羊（出エジプト 12：
3〜 7参照）を思い起こしたことでしょう。
ユダヤ人にとってそれは民の救いを成し遂げ
るメシアであることを連想させたに違いあり
ません。

苦難の僕
しもべ

ヨハネ福音書は、イエスにイザヤが預言し
た苦難の僕の姿を重ねています。「そのわた
したちの罪をすべて主は彼に負わせられた。
苦役に課せられて、かがみ込み　彼は口を開
かなかった。屠り場に引かれる小羊のように」
（イザヤ53：6b〜 7）。ユダヤ人たちが様々
なイメージでメシア像を追い求め、探してい

ますが、この苦難の僕（後に十字架に苦しま
れた）イエスこそが、真のメシアであること
をバプテスマのヨハネを通して指示したので
す。
イエスは苦難の僕であるからこそ「世の罪
を取り除く神の小羊」であり、メシアなので
す。「世の罪」の「罪」は単数形です。人間
が背負っている根源的な罪を示しています。
イエスは、その罪を一身に背負い、その罪の
力を根底から贖

あがな

われます。贖いとは、旧約で
は「家畜や人間の初子を神にささげる代わり
に、いけにえをささげること」であり、新約
では「キリストの死によって、人間の罪が赦
され、神との正しい関係に入ること」（『新共
同訳聖書』用語解説）です。従って、ヨハネ
が語った「世の罪を取り除く神の小羊」とは、
明らかに十字架の死を示しています。バプテ
スマのヨハネは、これから十字架という苦難
の道に向かうイエスの姿に、旧約以来の「神
の小羊」の姿を見ていたのです。

その方はわたしにまさる

「わたしの後から一人の人が来られる。その
方はわたしにまさる。わたしよりも先におら
れたからである」（1：30）は、福音書の序
文である 15節の繰り返しです。前述したよ
うに、当時バプテスマのヨハネをメシア、あ
るいは、世の終わりに来るエリヤと見る運動
（1：19〜 21）を訂正するために、「イエス
はヨハネに『まさる』」と強調しています。
バプテスマのヨハネはイエスについて「わ
たしよりも先におられた」（1：30）と語り、
「わたしはこの方を知らなかった」（1：31，

聖書

暗唱
聖句

この方こそ神の子
わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。
ヨハネ1：34

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章29〜34節
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・神の子であるイエスさ
まはなぜ、バプテスマの
ヨハネから水による悔い

改めのバプテスマをヨルダン川で受ける
必要がおありだったのでしょうか？「聖
書の学び」「苦難の僕」や「みんなで聴く
聖書のおはなし」を参考に、話し合って
みます。

・	「見よ、世の罪を取り除く神の子羊だ」（1：
29）の「世」とは「世界」とも訳せます。
今の時代、「世界」は未だ闇の力が覆って
いるかのようです（参考「成人科」38課）。
にもかかわらず、イエスさまは既にその
十字架によって「世界」の根源的な罪を

33）と繰り返します。ここに、イエスとヨ
ハネの存在性が決して入れ替えることができ
ない程に決定的であること、すなわちイエス
こそが、自分より先に存在し、自分が知る以
前よりイエスがすべてを知っておられる方で
あることを強調しています。イエスが認識の
対象なのではなく、自分がイエスに認識され、
イエスを証しする者に過ぎないと言うのです。
バプテスマのヨハネは、人間に為し得る
悔い改めの業

わざ

とその徴
しるし

を大切にしています
が、救いそのものを成し遂げるのは、「この
方」イエスの業であることを水のバプテスマ
と聖霊のバプテスマの対比で示したのでしょ
う。その意味で、ヨハネが行った水によるバ
プテスマは「この方」（1：31、34）が授け
る聖霊のバプテスマの道備えでした。イエス
の十字架の死によって成就する罪の贖いこそ

取り除いておられます。「既に」と「未だ」
の中間期間に生かされている私たちの教
会は、来る 2022 年、主にあってどのよ
うに歩めばよいのでしょうか。導きを求
めて祈りの時を持ってもよいでしょう。

・	パウロは「『キリスト・イエスは、罪人を
救うために世に来られた』という言葉は
真実であり、そのまま受け入れるに値し
ます。わたしは、その罪人の中で最たる
者です」（一テモテ 1：15）と告白してい
ます。自分にとってのキリストの十字架
の意味、バプテスマへ導かれた証しがあ
れば分かち合い、2021年の感謝の祈りを
もってクラスを終わってもよいでしょう。

成
人
科

準備のための聖書日課

20日 ㊊ 使徒言行録
8：26〜40

卑しめられた
神の小羊

21日 ㊋ ヨハネ1：43〜51 もっと偉大なことを
見る

22日 ㊌ テモテ一1：12〜17 罪人を救うために

23日 ㊍ イザヤ40：1〜11 荒れ野に道を備えよ

24日 ㊎ マタイ3：1〜12 聖霊と火による
バプテスマ

25日 ㊏ ヨハネ1：19〜28 荒れ野で叫ぶ
声として

が聖霊によるバプテスマ、聖霊による新生の
成就なのです。「見よ、世の罪を取り除く神
の小羊だ」。
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みんなで聴く聖書のおはなし
第39課	12月26日

12
月
26
日

39
課

らくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、
いなごと野蜜を食べ物としていたバプテス
マのヨハネが、ユダヤの荒れ野で「悔い改
めよ、天の国は近づいた」と叫びました。
すると、エルサレムとユダヤ全土から民が
やってきて、ヨハネからヨルダン川で水に
よる悔い改めのバプテスマを受けました。
その民の中にガリラヤのナザレという村か
らやってきたイエスさまがいました。民が、
次々と老若男女問わず、ヨハネから悔い改
めのバプテスマを受けました。次は、イエ
スさまの番です。ヨハネは、民の一人とし
てイエスさまにバプテスマを授けました。
ところが、イエスさまが水の中から上がら
れると、なんと天がイエスさまにむかって
開きました。ヨハネは神の霊が鳩のように
イエスさまの上に降

く だ

ってイエスさまの上に
とどまるのを見ました。更に「これはわた
しの愛する子、わたしの心に適う者」とい
う声が天から聞こえました。

その翌日、ヨハネは自分の方へそのイエ
スさまが来られるのを見て弟子たちに「見
よ、世の罪を取り除く神の小羊だ」と言い
ました。ヨハネは自分の方へ向かってこら
れるイエスさまにイザヤが「苦役に課せら
れて、かがみ込み　彼は口を開かなかった。
屠り場に引かれる小羊のように」（イザヤ
53：7）と預言したメシアの姿を見たの
でした。やがて来られるメシアは、民衆の
すべての罪を贖

あがな

うために屠り場に引かれる
小羊の姿です。その小羊イエスが、今、自
分の方へ来られるのを見て、ヨハネは神の

霊によって感動して弟子たちに証しをしま
した。
「わたしはナザレのイエスがメシアとは知
らなかった。しかし、主なる神が『聖霊が
天から降って、とどまる人が、これから聖
霊によってバプテスマを授ける人だよ』と
教えてくれた。わたしはイエスにバプテス
マを授ける時、イエスさまの上に聖霊が降
り、とどまるのを見た。だから、イエスさ
まこそ、神の子である」。

当時、ローマに苦しめられていた民は、
ヨハネをローマの厳しい支配から力で解放
してくれるメシアだとか、世の終わりにや
ってくるエリヤだとか噂していました。し
かし、ヨハネは自分の役割を知っていまし
た。その民に彼は「以前から、わたしが言
っていたメシアが今、来られた。その方は
わたしにはるかにまさる。わたしはかがん
でその方の履物のひもを解くしもべとして
の値打さえもない」と言いました。「荒れ
野で叫ぶ者の声」としての自分の役割を知
っていたヨハネの心は、平安そのものでし
た。

聖書

暗唱
聖句

この方こそ神の子
わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。
ヨハネ1：34

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章29〜34節
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青少年科　第39課	12月26日

12
月
26
日

39
課

聖書から…

ヨルダン川の岸辺に大勢の人がいました。
みんな、ヨハネにバプテスマを授けてもらお
うとしていたのです。ヨハネにある人が尋
ねます、「あなたはメシアでも、エリヤでも、
またあの預言者でもないのに、なぜバプテス
マを授けるのですか」。「あなた方の知らない
方がおられる」、ヨハネはそう答えると一人
ひとりと言葉を交わし、出会い、そしてバプ
テスマを授けて行ったのです。
その翌日のこと、ヨハネはイエスさまが自
分の方へ来られるのを見て、「見よ、世の罪
を取り除く神の小羊だ」と証言します。立派
な信仰告白です。でも、ヨハネは「わたしは
この方を知らなかった」（1：31）とも語り、
33節にも同じ言葉があります。ヨハネはイ
エスさまが来られ、そのイエスさまこそ神の
小羊であると言いつつも、わたしはこの方を
知らなかった、と二度も言っています。知ら
ないのはヨハネで、すべてを知っているのが
イエスさまだと語るのです。知識がすべてだ
という時代の中で、知らないということを通
して、知っておられる神を示したのです。そ
のヨハネは「この方こそ神の子である」と証
ししています。
ヨハネは自分の役割について、「わたしは
水でバプテスマを授ける」（1：26）と、そ
してイエスさまについては「その人が、聖霊
によってバプテスマを授ける人である」（1：
33）と言っています。水か聖霊かというこ
とを対比させたいのではなく、ヨハネがいて
イエスさまがいる、ということを表していま

分かち合おう

⃝バプテスマとは？	天国への切符？	救われ
た証し？	単なる儀式？	教会員になるため
に必要なこと？	教会員となることはもち
ろんそうですが、その人がイエスさまと一
緒に生きていきたいことを明らかにし、教
会は何があろうとその人と一緒に歩もうと
引き受けていく、そんな出来事がバプテス
マです。自分の経験や教会での出来事があ
れば、話し合ってみましょう。

⃝いよいよ冬休みを迎えます。宿題がたくさ
んあるかもしれません。でも人はなぜ勉強
するのでしょうか？	寅さんは「己

おのれ

を知る
ためよ」と答えました。学校には修了、そ
して卒業がありますが、教会学校の学びに
卒業はありません。教会学校でなぜ学ぶか、
それは神さまの思いを知るためでしょう。
一生をかけてそれを学び続けます。最後に、
この一年間それぞれが一番うれしかったこ
とを話し合ってみましょう。

聖書

暗唱
聖句

この方こそ神の子
わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。
ヨハネ1：34

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章29〜34節

す。水も聖霊も大切なバプテスマの要素です。
バプテスマとは、水に沈み、起き上がる時に
は新しい命を与えられることを象徴していま
す。
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幼小科　第39課	12月26日

12
月
26
日

39
課

聖書から…

バプテスマのヨハネは、イエスさまを見
て弟子たちに「見よ、世の罪を取り除く神
の小羊だ」と言いました。ヨハネはヨルダ
ン川で多くの人々に悔い改めのバプテスマ
を授けていましたが、それはこれから来ら
れる「神の子」のために、道を整える役目
を果たしていることだと自覚していました。
そして、イエスさまが現れ、「〝霊＂が鳩の
ように天から下って、この方の上に留まる
のを見」て、このイエスさまこそ、「神の
子」であり、「世の罪を取り除く神の小羊」
であると確信しました。
「神の霊によって感動して弟子たちに証し
をしました」とみんなで聴く聖書のおはな
しにあるように、ヨハネは神の小羊である
イエスさまが自分の方へ来られるのを見て
喜びがあふれてきました。

活動①�

「クリスマスの絵本を読もう」
私たちは教会でクリスマス礼拝やイブ礼

拝、キャンドルサービスなどでイエスさま
のお誕生をお祝いする礼拝を守ってきまし
た。私たちが毎週日曜日に礼拝を守るのは、
私たちの罪を取り除く神の小羊であるイエ
スさまが十字架におかかりになり、3 日目
に復活されたことを記念して守っています。
そのことを覚えながら、クリスマスの絵本
を読んで、みんなでその恵みを分かち合い
ましょう。

活動②� ワークシート

「かみのこひつじ・クロスワード」
同じ数字のところには同じ文字が、違う

数字のところには違う文字が入ります。「か
みのこひつじ」をヒントに、クロスワード
を完成させてください。最後に、「㉒、㉓、㉔、
㉕、㉖、㉔、㉗」でできる言葉を見つけま
しょう。

●解き方●「①か②み③の④こ⑤ひ⑥つ⑦
じ」をそれぞれの番号に入れます。左上の
タテ列を見ると「⑤ひ⑥つ⑦じ①か㉒？」
となります。㉒は「い」を入れます。「か
みのこひつじ」の「じ」のタテ列をみると「⑦
じ⑳？⑭？⑦じ①か」となり、⑳ゆ⑭うと
なります。

こんな風に解いてみてください。難しい
場合はあらかじめ、回答の文字をいくつか
事前に加えておいて、解いてみてください。

聖書

暗唱
聖句

この方こそ神の子
わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。
ヨハネ1：34

聖書

暗唱
聖句

ヨハネによる福音書1章29〜34節

39 課ワークシートの答え
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か
ワークシート

みのこひつじ・クロスワード



92 暗唱聖句手話

暗唱聖句手話 今号の聖句 ミカ書4章3節

手話訳  塩山幸子（茂原バプテスト教会員・手話通訳士）

「国」
（やや右寄りに）
親指と4指を突き合せ

前後にふれ合わす

「ない」
両手指を軽く広げ、

左右に開きながら
指を閉じる

「争い」（＝喧嘩）
剣で切り合うように
両手人差指を

同時に前に出す

「国」
（やや左寄りに）
親指と4指を突き合せ

左右に開きながら
指を閉じる

「行う」
両手拳固を

国は国に向かって

剣を上げず



93暗唱聖句手話

国は国に向かって剣を上げず　もはや戦うことを学ばない。 12月5日　36課暗唱聖句

手話表現  小舘和彦（茂原バプテスト教会員・ろう者）

激しく前後に
ふれ合わせる

「備え」（準備）
（やや左寄りで）指先前向き
向い合せた両手を

素早くはじくように前に出す

「戦争」
両掌の4指を
中央で向い合せ

右人差指を当てる

「不要」
指先を体に引寄せた両手を

手首をひねるように
回転させる

「ため」（目的）
左手指を丸めて作った輪に

右に動かす

ことを学ばない。

もはや戦う



94 暗唱聖句カード
新共同訳

　

　

　

27課　10月3日

天
てん

は神
かみ

の栄
えい

光
こう

を物
もの

語
がた

り　大
おお

空
ぞら

は
御
み

手
て

の業
わざ

を示
しめ

す。� 詩編19：2

28課　10月10日 29課　10月17日 30課　10月24日 31課　10月31日

命
いのち

のある限
かぎ

り　恵
めぐみ

みと慈
いつく

しみ
はいつもわたしを追

お

う。
詩編23：6

地
ち

とそこに満
み

ちるもの　世
せ

界
かい

と
そこに住

す

むものは、主
しゅ

のもの。
詩編24：1

王
おう

が助
たす

けを求
もと

めて叫
さけ

ぶ乏
とぼ

しい人
ひと

を　助
たす

けるものもない貧
まず

しい人
ひと

を救
すく

いますように。
詩編72：12

神
かみ

に従
したが

う人
ひと

はなつめやしのよう
に茂

しげ

り　レバノンの杉
すぎ

のように
そびえます。� 詩編92：13

32課　11月7日 33課　11月14日 34課　11月21日 35課　11月28日

御
み

顔
かお

の光
ひかり

をあなたの僕
しもべ

の上
うえ

に
輝

かがや

かせてください。あなたの
掟

おきて

を教
おし

えてください。
詩編119：135

主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

め。今
いま

も、そしてと
こしえに。� 詩編131：3

主
しゅ

は仰
おお

せを地
ち

に遣
つか

わされる。御
み

言
こと

葉
ば

は速
すみ

やかに走
はし

る。
詩編147：15

わたしの聖
せい

なる山
やま

においては何
なに

ものも害
がい

を加
くわ

えず、滅
ほろ

ぼすこと
もない。� イザヤ11：9

36課　12月5日 37課　12月12日 38課　12月19日 39課　12月26日

国
くに

は国
くに

に向
む

かって剣
つるぎ

を上
あ

げず　
もはや戦

たたか

うことを学
まな

ばない。
ミカ4：3

彼
かれ

は立
た

って、群
む

れを養
やしな

う　主
しゅ

の
力

ちから

…をもって。彼
かれ

らは安
やす

らかに
住
す

まう。� ミカ5：3

言
ことば

の内
うち

に命
いのち

があった。命
いのち

は人
にん

間
げん

を照
て

らす光
ひかり

であった。
ヨハネ1：4

わたしはそれを見
み

た。だから、
この方

かた

こそ神
かみ

の子
こ

であると証
あか

し
したのである。� ヨハネ1：34

暗唱聖句
カード
暗唱聖句
カード 新 共 同 訳

◦線で切り取って使用してください。
◦ホームページからカラー印刷ができます。
◦ http://www.bapren.com/



95暗唱聖句カード
口語訳

　

　

　

27課　10月3日

もろもろの天
てん

は神
かみ

の栄
えい

光
こう

をあら
わし、大

おお

空
ぞら

はみ手
て

のわざをしめ
す。� 詩編19：1

28課　10月10日 29課　10月17日 30課　10月24日 31課　10月31日

わたしの生
い

きているかぎりは必
かなら

ず恵
めぐ

みといつくしみとが伴
ともな

うで
しょう。� 詩編23：6

地
ち

と、それに満
み

ちるもの、世
せ

界
かい

と、そのなかに住
す

む者
もの

とは主
しゅ

の
ものである。� 詩編24：1

彼
かれ

は乏
とぼ

しい者
もの

をその呼
よ

ばわる時
とき

に救
すく

い、貧
まず

しい者
もの

と、助
たす

けなき
者
もの

とを救
すく

う。� 詩編72：12

正
ただ

しい者
もの

はなつめやしの木
き

のよ
うに栄

さか

え、レバノンの香
こう

柏
はく

のよ
うに育

そだ

ちます。� 詩編92：12

32課　11月7日 33課　11月14日 34課　11月21日 35課　11月28日

み顔
かお

をしもべの上
うえ

に照
て

らし、あ
なたの定

さだ

めを教
おし

えてください。
詩編119：135

今
いま

からとこしえに主
しゅ

によって望
のぞ

みをいだけ。� 詩編131：3

主
しゅ

はその戒
いまし

めを地
ち

に下
くだ

される。
そのみ言

こと

葉
ば

はすみやかに走
はし

る。
詩編147：15

彼
かれ

らはわが聖
せい

なる山
やま

のどこにお
いても、そこなうことなく、や
ぶることがない。�イザヤ11：9

36課　12月5日 37課　12月12日 38課　12月19日 39課　12月26日

国
くに

は国
くに

にむかってつるぎをあげ
ず、再

ふたた

び戦
たたか

いのことを学
まな

ばな
い。� ミカ4：3

彼
かれ

は主
しゅ

の力
ちから

により…立
た

ってその
群
む

れを養
やしな

い、彼
かれ

らを安
やす

らかにお
らせる。� ミカ5：4

この 言
ことば

に 命
いのち

があった。そして
この命

いのち

は人の光
ひかり

であった。
ヨハネ1：4

わたしはそれを見
み

たので、この
かたこそ神

かみ

の子
こ

であると、あか
しをしたのである　

ヨハネ1：34

暗唱聖句
カード
暗唱聖句
カード 口 語 訳

◦線で切り取って使用してください。
◦ホームページからカラー印刷ができます。
◦ http://www.bapren.com/
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 日本バプテスト連盟 HP　https://www.bapren.jp/
 聖書教育 HP　https://www.bapren.com/
 ご注文は連盟販売管理室まで hanbai-kanri@bapren.jp
 郵便振替口座 00150-9-192579

印刷　　ニューライフミニストリーズ（新生宣教団）

ご意見、ご感想をお待ちしております。
FAX◦048-883-1092　Eメール◦seishokyouiku@bapren.jp（編集担当）
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